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略語一覧

2-D two-dimensional（2次元）
AEtoE automatic echo-to-echo（自動エコー toエコー測定）
AGC automatic gain control（自動ゲイン制御）
CSV comma separated variables（コンマ区切りの変数）
DB database（データベース）
DIAG diagnostic（診断）
DIFF differential（差異）
EFUP Environment-Friendly Use Period（環境保護使用期限）
ESS electronic stress screening（電子ストレススクリーニング）
EXT extended（拡張）
FRP fiber reinforced polymer（ファイバー強化ポリマー）
GB gigabytes（ギガバイト）
GRN green（緑色）
HDPE high density polyethylene（高密度ポリエチレン）
HI high（高）
ID identification（識別）
LDPE low density polyethylene（低密度ポリエチレン）
LOS loss-of-signal（信号消失）
MAX maximum（最大）
MB main bang（メインバン）
MEtoE manual echo-to-echo（手動エコー toエコー測定）
MIL military（軍事）
MIN minimum（最小）
NiMH nickel-metal hydride（ニッケル水素）
PDF portable document format（ポータブルドキュメントフォーマット）
PRF pulse repetition frequency（パルス繰返し周波数）
PVC polyvinyl chloride（ポリ塩化ビニル）
SE single element（一振動子）
STD standard（標準）
SW software（ソフトウェア）
TDG time-dependent gain（時間依存ゲイン）
TFT thin film transistor (liquid crystal display technology)（薄膜トランジスタ

液晶ディスプレイ技術）
略語一覧
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TOF time-of-flight（伝播時間）
USB universal serial bus（ユニバーサルシリアルバス）
YEL yellow（黄色）
略語一覧
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安全にお使いいただくために

使用目的

45MG は、工業および商業用材料などの非破壊検査を目的として設計されています。

45MGをこれらの目的以外で使用しないでください。特に、人体や動物に対して実
験や検査のために使用しないでください。

取扱説明書

本マニュアルには、本製品を安全にかつ効果的に使用する上で必要不可欠な情報が
記載されています。使用前に必ず本マニュアルをお読みになり、説明に従って製品
を使用してください。本マニュアルは、安全ですぐに読める場所に保管してくださ
い。

本マニュアルで記載されている装置の部品またはソフトウェアの表示画面は、お使
いの機器に含まれている部品やソフトウェアの表示画面と異なる場合がありますが、
操作の動作原理は同じです。

警告

重要
安全にお使いいただくために
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組み合わせ可能な機器

本機器は、当社指定の各付属品のみと組み合わせて使用してください。本機器に使
用できる当社指定の周辺機器は、本マニュアルで後述します。

必ず Evident製品の仕様に対応する機器およびアクセサリーをご使用ください。指
定以外の機器やアクセサリーを使用すると、機器の故障や損傷、または人身事故に
つながる恐れがあります。

修理および改造

本機器には、ユーザーが交換または修理可能な部品は含まれておりません。した
がって、ユーザーが本機器をむやみに分解すると保証が無効になります。

本機器の分解、改造、または修理を絶対に行わないでください。人身事故および
（あるいは）機器の損傷につながります。

安全性に関する記号

次の安全性に関する記号が、本機器および本マニュアルに表示されています。

一般的な警告記号
この記号は、危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。潜在的な危
険性または製品の損傷を回避するため、この記号にともなうすべての安全事項に
は必ず従ってください。

注意

注意
安全にお使いいただくために
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高電圧警告記号
この記号は、感電の危険性があることを表しています。 潜在的な危険性を回避す
るため、この記号にともなうすべての安全事項には必ず従ってください。

安全性に関する警告表示

本マニュアルでは、以下の警告記号を使用しています。

危険記号は、切迫した危険な状況を示しています。この記号は、正しく実行または
守られなければ、死亡または重症につながる手順や手続きであることを示していま
す。 危険記号が示している状況を十分に理解して対応を取らない限り、この記号より
先のステップへ進まないでください。

警告記号は、潜在的に危険な状況であることを示しています。この記号は、正しく
実行し、守られなければ死亡または重傷につながる可能性がある手順や手続きなど
であることを示しています。 警告記号が示している状況を十分に理解して対応を取ら
ない限り、この記号より先のステップへ進まないでください。

注意記号は、潜在的に危険な状況であることを示しています。この記号は、正しく
実行または守られなければ中程度以下の障害、特に機器の一部または全体の破損、
あるいはデータの喪失につながる可能性のある手順や手続きに対する注意の喚起を
表しています。 注意記号が示している状況を十分に理解して対応を取らない限り、こ
の記号より先のステップへ進まないでください。

参考記号

本マニュアルでは、以下の参考記号を使用しています。

危険

警告

注意
安全にお使いいただくために
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重要記号は、重要な情報またはタスクの完了に不可欠な情報を提供する注意事項で
あることを示しています。

参考記号は、特別な注意を必要とする操作手順や手続きであることを示しています。
また、参考記号は必須ではなくても役に立つ関連情報または説明情報を示す場合に
も使用されます。

ヒント記号は、特定のニーズに合わせて本書に記載されている技術および手順の適
用を支援、または製品の機能を効果的に使用するためのヒントを提供する注意書き
であることを示しています。

安全性

電源を投入する前に、的確な安全対策が取られていることを確認してください（下
記の警告を参照）。さらに、安全性に関する記号で説明しているように、機器の外面
に印刷されている安全記号のマークにご注意ください。

警告

一般的な注意事項
• 機器の電源を投入する前に、本マニュアルに記載されている指示をよくお読みく
ださい。

• 本マニュアルは、いつでも参照できるように安全な場所に保管してください。
• 設置手順および操作手順に従ってください。
• 機器上および本マニュアルに記載されている安全警告は、絶対に順守してくださ
い。

重要

参考

ヒント

警告
安全にお使いいただくために
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• 機器がその製造元が指定した方法で使用されていない場合、その機器が提供する
保護機能が損なわれる可能性があります。

• 機器への代用部品の取り付けまたは無許可の改造は行わないでください。
• 修理や点検は、訓練されたサービス担当者が必要に応じて対応します。危険な感
電事故を防ぐために、たとえ十分な技量があったとしても、点検または修理は行
わないでください。本機器に関する問題や質問については、Evidentまたは
Evident販売店にお問い合わせください。

• コネクターには直接手で触れないようにしてください。故障や感電事故の原因に
なる恐れがあります。

• コネクターなどの開口部から、機器に金属片や異物が入らないようにしてくださ
い。故障や感電事故の原因になる恐れがあります。

電気に関する警告 

機器を接続する電源は、機器の銘板に記載されているものと同じ種類でなければな
りません。

Evident製品をご使用の際に、未承認の電源コードを使用する場合、Evidentは、機
器の電気に関する安全性について保証できません。

バッテリーに関する事前注意

• 使用済みの本製品のバッテリーは、地方自治体の条例または規則に従い適切に処
理するようお願いいたします。

• リチウムイオンバッテリーは、梱包方法、適切な輸送方法等が国連の危険物輸送
勧告（国連勧告）に基づき国際民間航空機関（ICAO）、国際航空運送協会
（IATA）、国際海事機関（IMO）、国土交通省、米国運輸省（DOT）等が規制を
設けています。本製品で使用するリチウムイオンバッテリーを輸送するにあたっ

警告

注意

注意
安全にお使いいただくために
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てはこれらの規則を遵守しなければなりません。規則の詳細については、事前に
取引先の輸送会社にご確認ください。

• 米国カリフォルニアのみ対応：
機器にボタン型電池が含まれる場合があります。ボタン型電池（CRXXXX）は
過塩素酸物質を含んでいる可能性があります。米国カリフォルニア州では、特別
な取り扱いが必要になる場合があります。詳細は、
http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate を参照してください。

• バッテリーを分解、圧壊、貫通しないでください。事故の原因となる恐れがあり
ます。

• バッテリーを焼却しないでください。火気あるいは極度の熱気を避けてくださ
い。 バッテリーが極度の熱気（80℃以上）に触れると爆発につながる恐れがあり
ます。

• 落下したり、打撃を与えたり、誤用のないようにしてください。バッテリー内部
が露出してしまい、腐食や爆発の原因となります。

• バッテリー内部が露出してしまい、腐食や爆発の原因となります。ショートは
バッテリーに深刻な損傷を与え、使用できなくなる原因となる可能性がありま
す。

• バッテリーを湿気または水滴にさらさないようにしてください。感電の原因とな
る可能性があります。

• バッテリー充電の際には、Evidentが認定したチャージャーのみを使用してくだ
さい。

• Evident製のバッテリーのみを使用してください。
• バッテリーは、40%以下の残量で保管しないようにしてください。バッテリー
を保管する前に、40%～ 80%のバッテリー容量に充電してください。

• 保管中は、バッテリー容量を常に 40%～ 80%に保持してください。
• バッテリーを入れたまま 45MGを保管しないでください。

リチウムイオンバッテリーを同梱して製品を発送する場合の規
則

リチウムイオンバッテリーを発送する場合は、各地域のすべての運送規則に必ず
従ってください。

重要
安全にお使いいただくために
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損傷したバッテリーは通常の方法では発送できません。損傷したバッテリーを
Evidentに発送しないでください。ご不明な点は、お近くの Evidentまたは材料廃棄
の専門業者にお問い合わせください。

本製品の廃棄処分

45MGを廃棄する際は、地方自治体の条例または規則に従ってください。ご不明な
点は、ご購入先の Evident販売店へお問い合わせください。

BC（バッテリー充電器 — 米国カリフォルニア州）

CE（欧州共同体）

BC マークは、本製品がバッテリー充電器システムに関するカリフォ
ルニア州規則集 Title 20, Section 1601～ 1608 の電気機器エネルギー効
率規則に基づいて検査され、規格に適合していることを示します。本
製品の内蔵バッテリー充電器は、カリフォルニアエネルギー委員会
（CEC）の要件に従って検査および認定されています。 本製品は、オ
ンライン CEC（T20）データベースにリストされています。

本製品は下記の欧州指令に従っています。This device complies with 
the requirements of directive 2014/30/EU concerning electromagnetic 
compatibility, directive 2014/35/EU concerning low voltage, and 
directive 2015/863 which amends 2011/65/EU concerning restriction of 
hazardous substances (RoHS). The CE marking is a declaration that 
this product conforms to all the applicable directives of the European 
Community.

警告
安全にお使いいただくために
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UKCA（英国）

RCM（オーストラリア）

WEEE指令

中国 RoHS

この中国 RoHSマークは、2006/2/28 公布の「電子情報製品汚染防止管理弁法」なら
びに「電子情報製品汚染制御表示に対する要求」に基づき、中国で販売する電子情
報製品に適用される環保使用期限です。

This device complies with the requirements of the Electromagnetic 
Compatibility Regulations 2016, the Electrical Equipment (Safety) 
Regulations 2016, and the Restriction of the Use of Certain Hazardous 
Substances in Electrical and Electronic Equipment Regulations 2012. 
The UKCA marking indicates compliance with the above regulations.

規格適合マーク（RCM）ラベルは、本製品が該当するすべての規格
に適合していること、また、オーストラリア通信・メディア庁によ
り、オーストラリア市場における本製品の販売が登録・認証されてい
ることを示します。

左記のマークについては、下記のとおりです。 In accordance with 
European Directive 2012/19/EU on Waste Electrical and Electronic 
Equipment (WEEE), this symbol indicates that the product must not be 
disposed of as unsorted municipal waste, but should be collected 
separately. ご不明な点は、ご購入先の Evidentの販売店へお問い合わ
せください。
安全にお使いいただくために
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中国 RoHSマークは、製品の環境保護使用期限（EFUP）を示し
ています。EFUPマーク内の数字は、規制物質として一覧に取り
上げられている物質が漏出したり、化学的に劣化することがない
とされる年数を示しています。45MGの EFUPは、15年とされて
います。
注記：環境保護使用期限は、適切な使用条件において有害物質等
が漏洩しない期限であり、製品の機能性能を保証する期間ではあ
りません。

电器电子产品有
害物质限制使用
标志

本标志是根据 “ 电器电子产品有害物质限制使用管理办法 ”
以及 “ 电子电气产品有害物质限制使用标识要求 ” 的规定，

适用于在中国销售的电器电子产品上的电器电子产品有害物
质使用限制标志。

（注意）电器电子产品有害物质限制使用标志内的数字为在
正常的使用条件下有害物质等不泄漏的期限，不是保证产品
功能性能的期间。

产品中有害物质的名称及含量

有害物质

部件名称 铅及其化
合物

汞及其化
合物

镉及其化
合物

六价铬及
其化合物

多溴联苯 多溴二苯
醚

(Pb) (Hg) (Cd) (Cr( Ⅵ )) (PBB) (PBDE)

机构部件 × ○ ○ ○ ○ ○
主体 光学部件 × ○ ○ ○ ○ ○

电气部件 × ○ ○ ○ ○ ○
附件 × ○ ○ ○ ○ ○
本表格依据 SJ/T 11364 的规定编制。

○：表示该有害物质在该部件所有均质材料中的含量均在 GB/T26572 规定的限量要求以下。

×：表示该有害物质至少在该部件的某一均质材料中的含量超出 GB/T26572 规定的限量要求。
安全にお使いいただくために
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韓国放送通信委員会（KCC）

이 기기는 업무용 환경에서 사용할 목적으로 적합성평가를 받은 기기로서 가정용 환
경에서 사용하는 경우 전파간섭의 우려가 있습니다 .

EMC指令への準拠

This equipment generates and uses radio-frequency energy and, if not installed and 
used properly (that is, in strict accordance with the manufacturer’s instructions), may 
cause interference. The 45MG has been tested and found to comply with the limits for 
an industrial device in accordance with the specifications of the EMC directive.

FCC（米国）準拠

本製品は、FCC規定 15章に基づくクラス Aデジタルデバイスとして、テストされ、
準拠しています。これらの制限は、本製品が商業環境で操作されている場合、有害
な干渉に対し、適切に保護するためのものです。本製品は、無線周波数エネルギー
を発生、使用し、さらに無線周波エネルギーを放出する可能性があり、本マニュア
ルの指示に従って設置および使用しない場合は、無線通信に有害な干渉が発生する
可能性があります。居住地域での本製品の使用により有害な干渉が発生しやすく
なった場合には、利用者の負担で干渉の是正措置を講じる必要があります。

KCマークは、韓国放送通信委員会の認証マークです。本製品が業務
用の電磁波適合機器（Aクラス）として認証されていることを示しま
す。本製品は韓国の EMC要件に従っています。
本製品のMSIPコードは以下のとおりですMSIP-REM-OYN-45MG。

参考
安全にお使いいただくために
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ユーザーが遵守責任者により明示的に承認されていない交換や変更を行った場合、
製品を操作する権限を失うことがあります。

FCC Supplier’s Declaration of Conformity（FCC供給者適合宣言）
Hereby declares that the product, 
製品名：45MG 
モデル：45MG-MR/45MG-CW

Conforms to the following specifications: 
FCC Part 15, Subpart B, Section 15.107 and Section 15.109.

Supplementary information:
This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the 
following two conditions:

（1）This device may not cause harmful interference.
（2）This device must accept any interference received, including interference

that may cause undesired operation.

重要
安全にお使いいただくために
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Responsible party name: 
EVIDENT SCIENTIFIC INC.

Address:
48 Woerd Avenue, Waltham, MA 02453, USA

Phone number:
+1 781-419-3900

ICES-001（カナダ）準拠

This Class A digital apparatus complies with Canadian ICES-001.

Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-001 du Canada.

保証情報

Evidentは特定の期間において、契約条件に基づき、お使いの Evident製品に材料お
よび製造技術の欠陥がないことを保証します。契約条件については、
https://www.olympus-ims.com/ja/terms/をご覧ください。

Evidentは、本製品を本使用説明書 に記載された適切な方法でのみ使用し、酷使、
誤用、不正な修理、改造が行われていない場合にのみ保証します。Evidentは、所有
物あるいは人体損傷に関わる損害を含むいかなる結果的あるいは付随的損害につい
て一切の責任を負いません。

機器の受領時には、その場で、内外の破損の有無を確認してください。輸送中の破
損については通常、運送会社に責任があるため、いかなる破損についてもすぐに輸
送を担当した運送会社に速やかにご連絡ください。 梱包資材、貨物輸送状なども申し
立てを立証するために必要となりますので保管しておいてください。え運送会社に
連絡した後で、損害賠償請求や機器の交換についてサポートが必要な場合は、
Evidentまでご連絡ください。

本マニュアルでは、Evident製品の適切な操作について説明しています。ただし、本
マニュアルに含まれる内容につきましては、教示を目的としておりますので、利用
者または監督者による独立した試験または確認を行ってから特定のアプリケーショ
ンで使用してください。このような独立した確認の手続きは、複数のアプリケー
ションで、それぞれの検査条件の違いが大きくなるにつれて重要になります。こう
安全にお使いいただくために
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した理由により、本マニュアルで述べられている技術、例、手順が工業基準に適合
していること、または特定のアプリケーション要件に適合していることを保証して
おりません。

Evidentは製造済みの製品の変更を義務付けられることなく、その製品の仕様を修正
または変更する権利を有します。

テクニカルサポート

Evidentは、販売後のサービス徹底を心がけ、高品質のテクニカルサポートと信頼の
アフターサービスを提供しております。本製品の使用にあたって問題がある場合、
または本マニュアルの指示どおりに操作ができない場合は、最初に本マニュアルを
参照してください。それでも問題が解決せずサポートが必要な場合は、当社のアフ
ターセールスサービスセンターまでご連絡ください。最寄りのサービスセンターに
ついては、Evidentのウェブサイトの「修理サービスのご案内」ページをご覧くださ
い。
安全にお使いいただくために
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はじめに

このユーザーズマニュアルでは、45MG超音波厚さ計の操作方法を説明します。渦
流技術、安全性、ハードウェア、ソフトウェアの各項目について概説し、厚さ計の
実例を通して、45MGの機能について理解することができます。

このマニュアルでは、特殊な探触子の使用、カスタム探触子設定の管理、ソフト
ウェアオプション、データロガー、外部装置との通信など、45MG厚さ計の詳細機
能の使用方法を説明します。

本マニュアルの PDFファイルは、45MGに添付のドキュメント CD（P/N: 
45MG-MAN-CD [U8147024]）に収録されています。

図 i-1  45MG厚さ計

重要
はじめに
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1. 装置の説明

この章では、45MG超音波厚さ計の主な機能およびハードウェアコンポーネントに
ついて説明します。

1.1 45MGについて

Evidentの 45MGは、多様な厚さ測定用途向けに設計されたハンディータイプの超
音波厚さ計です。45MGでは、部品の片側からアクセスするだけで、腐食、孔食、
酸化スケール、粒状、およびその他の測定困難な試験体の厚さを非破壊で測定でき
ます。

45MGは、厚さ測定値と波形確認のための A-スキャンビュー（オプション）を同時
に表示します。45MGのマイクロプロセッサがすべての測定の信頼性、表示範囲、
感度、精度が最適になるように常にレシーセットアップを調整します。オプション
の高性能内部データロガーは、最大 475,000の厚さ測定値と 20,000の波形を保存す
ることができます。

単一元素オプションを使用する場合、45MGは一振動子型探触子で動作します。通
常は、二振動子型探触子が使用されます。選択するソフトウェアオプションにより、
45MGでは 0.08mm～ 635.0mmの金属の厚さを測定することができます。被測定
試験体の温度範囲は、−20℃～ 500℃で、試験体の特性、探触子、および測定モー
ドによって異なります。

基本機能
• 測定関連ステータスフラグおよびアラーム
• クオーター VGA半透過型カラー LEDバックライトディスプレイ
• 標準 D79XおよびMTD705シリーズ探触子の自動認識機能
装置の説明
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• 二振動子型探触子用の校正ダブリングエラーの警告
• 試験体の音速および /または探触子ゼロ点の校正
• 20回 /秒で読み取りの高速スキャンモード
• 信号消失（LOS）状態時のホールドまたはブランク厚さ表示
• ホールド最小値、最大値、または最小値と最大値の両機能
• 絶対値またはパーセンテージでの基準設定値に対する厚さ差分表示
• パスワードで保護されたロックアウト機能の選択
• 選択可能な分解能：0.1mmの低分解能、0.01mmの標準分解能、または

0.001mmの高分解能（オプション）[探触子によってはこのオプションを使用で
きない場合があります ]

オプション機能
• 一振動子型探触子
• エコー toエコーおよび THRU-COAT測定
• 低周波数一振動子方探触子用ハイペネトレーションソフトウェア
• A-スキャンまたは波形表示

— クリティカルな測定の検証のためのリアルタイム A-スキャン波形表示
— 測定後の処理ができる手動フリーズモード
— 波形表示の手動ズームおよび表示範囲調整
— LOS時の自動ホールドおよび自動ズーム（測定するエコーをセンタリング）
— 拡張ブランク
— エコー toエコーモードで最初に受信したエコー後のブランク
— レシーバーゲイン読み取り値
— スキャン測定中の最小厚さに関連する波形を取得し表示する機能
— 保存およびダウンロードされた波形の表示（データロガーオプションのみ）
— 1dBステップでの手動ゲイン調整

• 内部データロガー機能
— 内部データ保存および取り外し可能なmicroSDメモリカードへデータエク
スポートが可能

— 475,000の完全に書式化された、厚さ測定値または厚さ測定値付き 20,000
波形データを保存する容量

— データベースの機能強化により、32文字のファイル名および 20文字の ID
名が入力可能
第 1章
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— プリセットシーケンスに従った自動 ID番号増加、またはキーパッドを使用
した手動 ID番号付け

— ID番号に対する測定値 /波形の保存
— 現在の厚さおよび波形を表示しながら、ID番号、保存されたコメント、お
よび保存された基準厚さを同時に表示

— 5つのファイルフォーマットに対応
— 選択したデータまたはすべての保存データの消去
— 標準 USB指向性通信

1.2 耐環境性能

45MGは、苛酷な環境で使用できる、堅牢で耐久性の高い装置です。また、IP67規
格（防水・防じん性能規格）の要件を満たすよう設計されています。

Evidentは、装置シーリングに手が加えられている場合は、いかなるレベルの防じ
ん・防滴性能も保証しかねます。装置を苛酷な環境にさらす前に、適切な判断を
行って正しい予防措置をとる必要があります。

元のレベルの防水・防じん性能を維持するには、日常的に晒されるすべての防水
シールを適正に管理する必要があります。また、毎年、認定された Evidentサービ
スセンターに装置を返却して、装置シールが適切に維持されていることを確認する
必要があります。

1.3 厚さ計本体の外観図

45MGの前面パネルには、カラーディスプレイとキーパッドがあります。厚さ計に
は、リストストラップが付属しています。ゴム製本体保護ケースには、DC電源およ
びシリアル通信コネクタのためのダストフラップシール、4隅のストラップリング、
背面のスタンドなどがあります（30ページの図 1-1を参照）。

注意
装置の説明
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図 1-1  ハードウェアコンポーネント – 前面、上面、側面

1.4 コネクター

30ページの図 1-2は、外部装置と 45MGの接続を示します。

図 1-2  45MGとの接続

ゴム製本体保
護ケース

スタンド

ストラップリング
（4隅）

カラーディス
プレイ

キーパッド

USBコネクターを保護す
る I/Oポートカバー

探触子コネクター

電源キー

USBコネクター
探触子

microSDメモ
リーカード
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USB通信コネクターおよび送信 /受信探触子コネクターは、45MGの上面にありま
す（31ページの図 1-3を参照）。

図 1-3  上面部にあるコネクター

外付けのmicroSDメモリーカードスロットは、バッテリーカバー内にあります（31
ページの図 1-4を参照）。

図 1-4  バッテリーカバー内のmicroSDコネクター

USB通信コネクター

送信 /受信探触子コネ
クター 2

送信 /受信探触子コ
ネクター 1

microSDメモリー
カード : スロット バッテリーカバー

バッテリー収納部
装置の説明
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1.5 キーパッド機能

45MGには、英語、日本語、中国語、または国際キーパッドのいずれかが実装され
ています（32ページの図 1-5を参照）。キーパッドの機能はすべて同じです。国際
キーパッドでは、多くのキーのテキストラベルが絵文字に置き換えられています。
このユーザーズマニュアルでは、キーパッドのキーは、角括弧内の太字の英語（日
本語）ラベルで表示されています（例：[測定 ]）。

図 1-5  45MGキーパッド

各キー上の表記は、そのメイン機能を指しています。キーの中には、上に 2次機能
を表示したものがあり、[2nd F]を押してその機能を起動することができます。この
マニュアル全体にわたって 2次機能を指す場合は、[2nd F]、[メイン機能 ]（2次機
能）のように記載されます。例えば、基準値を起動するコマンドは、「[2nd F]、[保
存 ] (基準値 ) を押します」と記述されています。

[]、[]、[]および []キーと [ENTER]キーを一緒に使用して、メニュー項目また
は画面パラメータを選択して、パラメータ値を変更します。どの時点でも測定画面
に戻るには、[測定 ]キーを使用します。黄色キーは校正に使用します。

33ページの表 1は、45MGキーパッドにあるキー機能を示します。この中にはオプ
ション機能も含まれているため、お使いのソフトウェアオプションによっては使用
できない機能もあります。

英語キーパッド 国際キーパッド 日本語キーパッド
第 1章
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表 1  キーパッド機能 

英語 日本語 機能

測定 —現在の操作を終了して、測定画面に戻り
ます。

識別番号 — 厚さ測定位置に対する ID番号に関連
するいくつかの機能にアクセスします。

ファイル — ファイルメニューを開いて、ファイ
ルコマンド（開く、レビュー、作成、コピー、変
更、削除、送信、インポート、エクスポート、メ
モリー、およびレポート）にアクセスします。

2次機能 — キーの 2次機能を起動するには、こ
のキーを先に押す必要があります。

保存 — 現在の ID番号位置に測定値および対応す
る波形データ（任意）をデータロガーに保存しま
す。

フリーズ — もう一度キーが押されるまで、同じ
画面または波形が表示され続けます。

ゲイン — 二振動子型探触子を使用するときに、
ゲイン値の調整を開始します。
測定調整 — 編集可能な波形調整パラメータの表
示選択をキーを繰り返し押して切り替えます。

Enter — 強調表示された項目を選択するか、また
は入力された値を受け入れます。

上向き矢印
• 画面またはリストで、前の項目に移動しま
す。

• 一部のパラメータの値を増加させます。
装置の説明
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下向き矢印
• 画面またはリストで、次の項目に移動しま
す。

• 一部のパラメータの値を増加させます。
左向き矢印
• 選択されたパラメータで、前の値を選択しま
す。

• テキスト変更モードで、カーソル位置を 1文
字分左に移動します。

右向き矢印
• 選択されたパラメータで、次の値を選択しま
す。

• テキスト変更モードで、カーソル位置を 1文
字分右に移動します。

設定呼出 — デフォルトまたはカスタマイズした
探触子（XDCR）セットアップを呼び出します。

基準値 — 差分モードや音速モードの厚さなどの
いくつかの機能で、基準値の入力が可能な画面を
開きます。
音速校正
• 半自動校正モード（階段状試験片などを使
用）に切り替えます。

• 従来式のテキスト変更モード時のみ、カーソ
ル位置にある文字を消去します。

音速
• 音速を表示および手動で変更できる画面を開
きます。

• THRU-COATモードで、または酸化スケール
測定（オプション）を指定して、もう一度
キーを押すとコーティングに対する音速を表
示 /調整することができます。

表 1  キーパッド機能 （続き）

英語 日本語 機能
第 1章
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ゼロ点校正
• 探触子のゼロ点を補正するか、または階段状
試験片を用いたゼロ点校正に使用します。

• 従来式のテキスト編集モード時のみ、カーソ
ル位置に 1文字を挿入します。

自動ゼロ調整 — 二振動子型探触子およびM2008
探触子の探触子遅延を補正します。

設定メニュー — 装置パラメータ（測定、システ
ム、表示、アラーム、差分モード、通信、B?ス
キャン、DBグリッド、パスワード設定、装置
ロック、リセット、SP [特別 ]メニュー）へのア
クセスを可能にします。

オン /オフ — 装置の電源をオンまたはオフにし
ます。

表 1  キーパッド機能 （続き）

英語 日本語 機能
装置の説明
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2. 45MGへの電力供給

この章では、さまざまな電源オプションを使用して 45MGを動作する方法を説明し
ます。

2.1 電源インジケーター

電源インジケーターは、常に画面の左側に表示されます。ここには、使用されてい
る電源タイプが示されます。45MGの電源は、単 3電池 3つ、USB経由のコン
ピューター、または市販の USB電源（5V）から供給できます。

厚さ計がバッテリーで動作するとき、電源インジケータの垂直のバー（緑色）が
バッテリーの残量を示します（37ページの図 2-1を参照）。それぞれの目盛は、20
％分の充電レベルを表します。

図 2-1  バッテリー使用中の電源インジケーター

バッテリー電源
インジケーター
（100%レベル）

microSDカード
インジケーター
45MGへの電力供給

 
37



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
コンピューターまたは 5Vの USB電源を使用する場合、電源インジケーターにそれ
ぞれ USBロゴや ACロゴが表示されます（38ページの図 2-2を参照）。

図 2-2  コンピューターまたは USB電源を使用した場合の電源インジケーターの表
示

2.2 バッテリー電源の使用

45MGには単 3サイズのアルカリ乾電池が付属しています。

45MGは、3本の単 3ニッケル水素（NiMH）充電式乾電池または 3本の単 3リチウ
ム電池（充電不可）でも動作することが可能です。ただし、45MGでは NiMHバッ
テリーを充電することはできません。電池を再充電するには、一般の外部バッテ
リーチャージャー（27MGには含まれておりません）を使用する必要があります。

2.2.1 バッテリー駆動時間
バッテリーの駆動時間は、使用しているバッテリーの種類、年数、装置の設定に
よって異なります。実際のバッテリー駆動時間を示すために、45MGは、操作パラ
メーターを中程度に設定（更新速度を 4Hz、表示輝度を 20%に設定）してテストさ
れています。

新品バッテリーの公称バッテリー駆動時間を以下に示します。

• アルカリ：20～ 21時間（充電不可）

コンピューターからの電源供給の場合 USB電源供給の場合
第 2章
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• NiMH：22～ 23時間（外部機器による再充電）
• リチウム：35～ 36時間（再充電不可）

2.2.2 バッテリーレベルおよび保管

バッテリーがフル充電されている場合（100%レベル）、バッテリー電源インジケー
ターのバーがすべて表示されます。

バッテリーの保管方法
• バッテリーは涼しく乾燥した場所に保管してください。
• 太陽光の当たる場所、もしくは車のトランク内など、非常に高温になる場所での
長期保管は避けてください。

2.2.3 バッテリーの交換
バッテリーは、45MGの背面のバッテリー収納部にあります（40ページの図 2-3を
参照）。

参考
45MGへの電力供給
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図 2-3  バッテリー収納部を開ける

厚さ計の電源がオンのときはバッテリーの交換を行わないでください。使用済み
バッテリーは直ちに処分してください。バッテリーは、子供の手の届かないところ
に保管してください。本装置に使用するバッテリーは、不適切な処理を行うと火災
や化学火傷の危険要因となる恐れがあります。決してバッテリーを分解しないでく
ださい。バッテリーを 50℃以上に加熱したり、焼却処分しないでください。

バッテリーを交換するには

1. 45MGの電源がオフになっていることを確認します。
2. 45MGに接続しているケーブルをすべて取り外します。
3. ゴム製本体保護ケース（オプション）が取り付けられている場合には、その保護
ケースを取り外します。

4. バッテリーカバーのロックを左回りに半回転し、ロックを解除します。
5. バッテリー収納カバーを取り外します。
6. バッテリーを取り出します。

バッテリー収納
カバー

バッテリー

バッテリー収納部
ガスケット バッテリー収納

カバーのロック

注意
第 2章

 
40



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
7. 各バッテリーの極性が正しいことを確認し、3本の新しいバッテリーをバッテ
リー収納部に入れます。

8. バッテリー収納カバーのガスケットが清潔で、良好な状態であることを確認しま
す。

9. 厚さ計の背面にあるバッテリー収納カバーを設置します。バッテリー収納カバー
の下部を押し下げてから、バッテリーのドアロックを右に半回転し、ロックを解
除します。

10. 必要に応じてゴム製本体保護ケース（オプション）を取り付けます。
11. を押し、45MGの電源をオンにします。

12. 画面最下部に表示されている質問（41ページの図 2-4を参照）に答えるには、
次のようにします。
 単 3アルカリバッテリーを使用中は、アルカリを選択します。
または
3本の単 3ニッケル水素（NiMH）乾電池を使用する場合は、NiMHを選択し
ます。
または
単 3リチウムバッテリーを使用する場合は、リチウムを選択します。

図 2-4  バッテリータイプの選択
45MGへの電力供給
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電池残量表示を正確にするために、交換する際のバッテリーは、必ずフル充電のも
のをご使用ください。

参考
第 2章
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3. ソフトウェアユーザーインターフェイス

次の項では、45MGソフトウェア画面およびメニューの主要部分について説明しま
す。

3.1 測定画面

45MGには、2種類のメイン測定画面があります。

最初の画面（43ページの図 3-1を参照）は、波形オプションが有効でない場合、
または波形オプション機能がオフの場合に表示されます。
または
2番目の画面（44ページの図 3-2を参照）は、波形オプションを購入し、この
オプションがオンになっている場合に表示されます。

図 3-1  測定画面 － 波形オプション（オフ）

測定モードおよび
更新速度

バッテリー電源
インジケーター

ゲイン

IDバー
（データロガー
オプション）

測定単位

厚さ測定値

ダウンロード
インジケーター
ソフトウェアユーザーインターフェイス

 
43



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
図 3-2  測定画面 － 波形オプション（オン）

測定画面は、45MGソフトウェアのメイン画面です。45MGソフトウェアのどこか
らでも、[測定 ]を押すだけで測定画面に戻ることができます。電源インジケータは
常に 45MG画面の左側に表示されています（詳細は 37ページの「電源インジケー
ター」を参照）。

A-スキャンと呼ばれるオプションの波形トレースによって、経験豊富なオペレータ
は、厚さの測定に使用する信号が正しい底面エコーであって、ノイズ、試料の異常、
または 2番目の多重エコーでないことを確認することができます。A-スキャン波形
では、反射エコーが小さくて測定できない場合でも、その兆候を観察することがで
きます。

測定画面の上部にある IDバー（データロガーオプションで使用可能）には、現在の
厚さ測定の位置や、前に保存した測定値の IDが表示されます（44ページの図 3-3
を参照）。新たに取得した値ではなく、以前に保存した厚さ測定値がファイルから読
み出されると、ダウンロードインジケーター（ )）が現れます。

図 3-3  IDバー

波形表示
インジケーター

測定モードおよび
更新速度

バッテリー電源
インジケーター

ゲイン

オプションの波形
表示（A-スキャン）

測定範囲
厚さ測定値

IDバー（データロ
ガーオプション）

測定単位

遅延

ダウンロード
インジケーター

以前に保存した厚さ値
以前の厚さを示す
DNフラグ

ID番号
（データロガー
オプション）
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microSDメモリーカードをバッテリー収納部にあるカード挿入口に入れると、オプ
ションのmicroSDメモリーカードのインジケータ（31ページの図 1-4）が画面の上
部左側に現れます（ を参照）。45MGは、起動時に最大容量 2GB の外部microSD

メモリーカードを認識します。

構成および使用可能な機能やオプションに応じて、さまざまなインジケーターや数
値が波形表示および主測定値の周辺に表示されます（45ページの図 3-4および 45
ページの図 3-5を参照）。特定のキーを押すと、メニュー構造における操作や選択用
のキーを示すヘルプテキストバーが画面に表示されます。

図 3-4  その他の画面要素 － 波形オプション（オフ）

図 3-5  その他の画面要素 － 波形オプション（オン）

フリーズインジケー
ター

最小値 /最大値モー
ドインジケーター
および測定値
アラームレベル

ゲイン

ズームインジケー
ター

波形表示
インジケーター

エコー検出
マーカー
遅延値

最小値 /最大値モー
ドインジケーター

フリーズインジ
ケーター

アラ－ムインジケーター ゲイン

測定範囲

ゲイン /測定調整パ
ラメーター
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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45MGが超音波エコーを検出しなくなると、信号消失（LOS）が表示されて、厚さ
値がクリアされます（46ページの図 3-6を参照）。

図 3-6  信号消失（LOS）インジケーター

探触子から戻ってくる信号が受信可能な電圧の最大値を超えるような場合、LOSイ
ンジケーターは飽和状態を知らせる SATに変わります。このようなケースは、通常
パルサーの送信電圧を下げることによって調整することができます。

3.2 メニューおよびサブメニュー

45MGの前面パネルキーを押すと、メニューおよびサブメニューが表示されます。
選択したメニューは、画面の左上隅に表示されます（47ページの図 3-7を参照）。
該当する場合、強調表示されたメニューコマンドで使用できるパラメーターを示す
サブメニューも表示することができます。

信号消失（LOS）イン
ジケーター（または飽
和状態の場合は SAT）

厚さ値なし
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図 3-7  メニューおよびサブメニューの例

メニューまたはサブメニューコマンドを選択するには

1. [設定 ]または [ファイル ]（データロガーオプション）を押し、メニューを表示
します。

2. []および []キーを使用して、希望のメニューコマンドを強調表示します。
3. 該当する場合は、必要に応じて []キーを使用して、ハイライトをサブメニュー
に移動してから、[]キーと []キーを使用して、希望のサブメニューコマンド
を強調表示します。

4. [ENTER]を押して、強調表示されたメニューまたはサブメニューコマンドを選択
します。

本マニュアルでは、特定のメニューやサブメニューコマンドの選択の手順を簡潔に
次のように表します。例 :「メニューで、測定を選択します。」

メニュー 強調表示されたメ
ニューコマンドに対
するサブメニュー

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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3.3 パラメータ画面

45MGパラメーターは、前面パネルキーまたはメニューコマンドでアクセスするパ
ラメータ画面にグループ分けされています。48ページの図 3-8は、測定パラメータ
画面の例です。

図 3-8  パラメーター画面の例

タイトルバーはパラメーター画面の最上部にあり、パラメーターの対象項目を示し
ています。メニューからパラメーター画面にアクセスするとき、タイトルバーの左
側にメニューボタンが表示されます。このメニューボタンを使用して、簡単に元の
メニューに戻ることができます。画面最下部に表示される 1つまたは 2つのヘルプ
テキストバーは、パラメーターを選択し、その値を編集するために使用するキーを
示します。

パラメーターを選択し、その値を編集するには

1. []キーと []キーを使用して、希望のパラメーターを強調表示します。
2. パラメーターの値が定義済みの場合、[]キーと []キーを使用して希望の値を
選択します。

3. リストまたは英数字パラメータを含むパラメーター画面では、次のように操作し
ます。
• リストで []キーと []キーを使用して、希望のリスト項目を強調表示しま
す。

ヘルプテキスト

パラメーター

タイトルバー画面にアクセスする
メニュー
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• 英数字パラメーターの場合、[]キーと []キーを使用して、希望の文字を
入力します（詳細については 49ページの「テキスト変更モードの選択」を
参照）。

• [2nd F]、[]または [2nd F]、[]を押して、リストまたは英数字パラメー
ターを終了し、それぞれ次の画面に進むか、前の画面に戻ります。

4. パラメーター画面を終了するには、[測定 ]を押し測定画面に戻ります。

本マニュアルでは、特定のパラメーターまたはリスト、およびその値を選択する際
の操作手順について次のように表記しています。例 :
「測定画面で、測定モードを厚さに設定します」

3.4 テキスト変更モードの選択

45MGには、バーチャルキーボードと従来方式の 2通りの英数字パラメーターの値
による変更方法が 2通りあります。バーチャルキーボードを選択すると、画面に
キーボードが表示され、そこに使用可能なすべての文字を選択できます（詳細は 49
ページの「バーチャルキーボードを使用したテキストパラメーターの編集」を参
照）。従来方式を選択する場合は、文字、数字、および特殊文字で構成された非表示
のリストから各文字を選択する必要があります（詳細は 51ページの「従来のキー
ボードを使用したテキストパラメーターの編集」を参照）。

テキスト変更モードを選択するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから システムを選択します。
2. システムパラメーター画面で、テキスト変更モードを強調表示してから、希望の
モード（バーチャルキーボードまたは従来式）を選択します。

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

3.4.1 バーチャルキーボードを使用したテキストパラメーターの編
集

テキスト変更モードがバーチャルキーボードに設定されているときに英数字パラ
メーターを選択すると、バーチャルキーボードが現れます（50ページの図 3-9を参
照）。

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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図 3-9  バーチャルキーボードの例

バーチャルキーボードを使用して英数字パラメーター値を編集するには

1. 英数字パラメーターを選択します。
するとバーチャルキーボードが現れます。

2. []、[]、[]、[] キーを使用して入力したい文字を強調表示してから、
[ENTER]
を押します。選択した文字がパラメーター値テキストボックスに表示され、カー
ソルが次の文字位置に移動します。

3. 上記のステップを繰り返して、別の文字を入力します。
4. 値テキストボックスでカーソルの位置を移動したい場合は、バーチャルキーボー
ドの左 ( )または右（ ）矢印ボタンを強調表示してから [ENTER]を押しま
す。
カーソルが 1文字分移動します。

5. 文字を削除する必要があるときは、次のようにします。
a) 削除したい文字にカーソルを移動します。
b) バーチャルキーボード上で、削除を強調表示してから [ENTER]を押します。

6. 文字を挿入する必要があるときは、次のようにします。
a) 文字を挿入したい位置の前の文字にカーソルを移動します。
b) バーチャルキーボード上で、挿入を強調表示してから [ENTER]を押します。
c) 挿入したスペースに希望の文字を入力します。

7. 編集操作を取り消して元のパラメーター値に戻したい場合は、バーチャルキー
ボードでキャンセルを強調表示してから [ENTER]を押します。

ヘルプテキスト

タイトルバー

バーチャル
キーボード

パラメータ値テキ
ストボックス
第 3章
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8. パラメータ値の編集を完了したい場合には、バーチャルキーボードの完了を押し
てから [ENTER]を押します。

複数行のパラメーター値を編集するときは、完了を強調表示して、[ENTER]を押す
とカーソルが次の行に移動します。[2nd F]、 []を押してテキストを適用し、カーソ
ルを次の行に移動することもできます。

3.4.2 従来のキーボードを使用したテキストパラメーターの編集
テキスト編集モードが従来式に設定されているときは、標準分類文字、数字、およ
び特殊文字の隠された円形リストから各文字を選択します（51ページの図 3-10を
参照）。使用できるのは大文字のみです。

図 3-10  従来式のテキスト編集方法でのキャラクターの繰り返し

従来の方法で英数字パラメーター値を編集するには

1. 英数字パラメーターを選択します。

参考

[] 
元のキャラクターが文字の場
合は、「A」で繰り返しが始ま

ります。

元のキャラクターが数字のと
きは、「0」で繰り返しが始ま

ります。 
[]
ソフトウェアユーザーインターフェイス

 
51



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
2. []と [] キーを使用して、入力する文字を選択します。キーを押して、文字、
数字、特殊文字をすばやく切り替えます。

3. [] キーを使用して、次の文字に移動します。
4. 2と 3のステップを繰り返して、別の文字を入力します。
5. 値テキストボックスのカーソル位置を移動する必要がある場合、[]または []
キーを使用します。

6. カーソル位置に文字を挿入するには、[ゼロ校正 ]を押します。
カーソル位置にある文字とその右側のすべての文字が、右側に 1文字分移動し
て、新しい文字のためにスペースが空きます。

7. カーソル位置にある文字を削除するには、[ゼロ校正 ]を押します。
カーソル位置にある文字が削除され、その右側のすべての文字が 1文字分ずつ
左に移動します。

8. [ENTER]を押して文字列を適用し、次のパラメーターに移動します。
第 3章
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4. 初期セットアップ

次の項では、基本システム構成について説明します。

4.1 ユーザーインターフェイス言語とその他のシステムオプ
ションの設定

45MGのユーザーインターフェイスは、日本語、英語、ドイツ語、フランス語、ス
ペイン語、中国語、ロシア語、スウェーデン語、イタリア語、ノルウェー語、ポル
トガル語、チェコ語で表示することができます。また、区切りの文字（コンマある
いはピリオド）を設定することもできます。

45MGには、キーが押されたときの確認およびアラーム状態を知らせるためのビー
プ音発生器が内蔵されています。ビープ音はオンまたはオフにすることができます。

厚さ計を使用していない間のバッテリーの消費量を節約するために、自動電源オフ
機能を有効にし、およそ 6分間キーが使用されていない場合や測定が行われていな
い場合に、自動的に厚さ計の電源をオフにするよう設定することができます。

ユーザーインターフェイス言語およびその他のシステムオプションを変更するに
は

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからシステムを選択します。
2. システム画面で、次の操作を行います（54ページの図 4-1を参照）。

a) ビープ音をオンあるいはオフに設定します。
b) 自動電源オフをオンあるいはオフに設定します。
c) 言語を希望の言語に設定します。
d) 基数タイプの文字を希望の文字（ピリオドまたはコンマ）に設定して、数値
の整数部と小数部を区別する文字を設定します。
初期セットアップ
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図 4-1  システム画面

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。
4. 45MGの電源をいったんオフにし、再びオンにして言語を変更します。

4.2 測定単位の選択

45MGの厚さ測定に使用する単位（インチまたはミリメートル）を設定することが
できます。

測定単位を設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから [測定 ]を選択します。
2. 測定画面で、単位の種類をインチまたはミリメートルに設定します。
3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

4.3 クロックの設定

45MGは、日付および時刻用のクロックを内蔵しています。日付と時刻を設定して
表示フォーマットを選択できます。45MGは、すべての測定値をデータの取得日と
ともに保存します。
第 4章
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クロックを設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押し、SPメニューを選択します。
2. SPメニュー（55ページの図 4-2を参照）、日時を選択します。

図 4-2  SPメニュー画面

3. 日時画面（55ページの図 4-3を参照）で、現在の日付と時間を設定します。
4. 希望の日付モードと時間モードを設定し、設定を選択します。

図 4-3  クロック画面
初期セットアップ
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4.4 ディスプレイ設定の変更

カラー、輝度、波形表示、波形トレースなどの表示形式を変更することができます。

表示設定を変更するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから表示を選択します。

表示パラメーターの多くは、波形オプションまたはデータロガーオプションが有効
な場合にのみ表示されます。

2. 表示画面（57ページの図 4-4を参照）で、希望のパラメーターと以下のパラ
メーターの値を選択します。
• 波形表示 ONをオンにすると、波形表示を有効または無効にすることができ
ます（90ページの「波形表示ソフトウェアオプション」を参照）。

• ズームオプションは、ズーム機能を有効または無効にすることができます
（96ページの「ズーム機能の有効化（波形表示オプションでのみ使用可能）」
を参照）。

• 波形表示は、全波形モードから 1つのモードを選択することができます（92
ページの「波形表示形態」を参照）。

• 波形トレースは、トレースのタイプを選択することができます（94ページ
の「波形トレース」を参照）。

• 画面配色は、室内または屋外に最適な画面表示を選択することができます
（57ページの「画面配色」を参照）。

• 画面輝度は、定義済みの輝度レベルから適切な輝度を選択することができま
す（58ページの「画面輝度」を参照）。

• IDレビューは、機能を有効または無効にすることができます。

参考
第 4章
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図 4-4  表示設定画面

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

4.4.1 画面配色
45MGは、室内または屋外の照明状態において最良の画面表示ができるように設計
された、2つの標準画面配色で表示されます（58ページの図 4-5を参照）。

画面配色を設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから表示設定を選択します。
2. 表示設定画面（57ページの図 4-4を参照）で、画面配色を室内または屋外に設
定します。

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。
初期セットアップ
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図 4-5  室内および屋外の画面配色の例

室内用画面配色は、室内または低照明状態で装置を使用するときに画面が見やすく
なります。室内用画面配色では、黒い背景に緑色の文字と波形が表示されます。

屋外用画面配色は、直射日光下で装置を使用するときに画面が見やすくなります。
屋外モードでは、白い背景に黒い文字と波形が表示されます。本マニュアルでは、
見やすくするために、大部分の画面キャプチャは屋外用画面配色を採用しています。

特定のアラーム条件に対応する色付き測定値は、室内画面配色を選択するときのみ
表示されます。

4.4.2 画面輝度
45MGの画面輝度は、バックライトの明暗度を選択して調整します。画面輝度は、
0%～ 100%の間で 5%ごとに調整することができます。パーセンテージが上がる
ほど画面が明るくなります。デフォルトでは、画面輝度は 20%に設定されます。

画面輝度を設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから表示設定を選択します。

屋外用画面配色室内用画面配色

参考
第 4章
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2. 表示設定画面（57ページの図 4-4を参照）で、画面輝度を希望するレベルに設
定します。

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

45MGは、周囲光を反射し、直射日光でより明るくなる半透過型カラーディスプレ
イを採用しています。周囲光が明るい場合には、画面輝度を低いパーセンテージに
設定することができます。

画面輝度のパーセンテージを下げると、バッテリーの稼動時間が延びます。バッテ
リー稼働時間の仕様は、20%に設定されたバックライト輝度に基づいています。

4.5 測定値更新速度の調整

定義された更新速度の中から選択することができます。二振動子型探触子の場合は、
ノーマル（4Hz）または高速（最大 20Hz）の 2つの更新速度から選択することがで
きます。ノーマルは、デフォルト設定による測定更新速度です。一振動子型探触子
を使用する一振動子型オプションが有効な場合は、4Hz、8Hz、16Hz、または最大
（最大 20Hz）から選択することができます。測定更新速度イジケーターは、厚さ測
定の左に常時表示されています（59ページの図 4-6を参照）。

図 4-6  測定更新速度インジケーター

参考

測定更新速度イン
ジケーター
初期セットアップ
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測定タイプにも依りますが、高速更新速度は 20Hzまで設定可能です。このオプ
ションは、高温の厚さ測定を行うときに探触子の接触時間を制限したり、最小の厚
さを調べるために探触子で領域上をスキャンする場合に役立ちます。

最小値または最大値モードに設定すると、45MGは自動的に最速の更新速度で動作
します（143ページの「最小、最大、または最小 /最大厚さモードの使用」を参照）。

測定更新速度を調整するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから測定を選択します。
2. 測定画面（156ページの図 8-1を参照）で、測定レートを希望の値に設定しま
す。

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

4.6 厚さ分解能の変更

厚さ測定値の分解能（小数点以下の桁数）を変更することができます。分解能を変
更すると、厚さの単位を含むすべての表示および値のデータ出力も変更されます。
例えば、測定した厚さ値、基準値の差、アラームセットポイントなどが変更されま
す。二振動子型探触子での最高の厚さ測定分解能は、0.01mmです。音速は、常に
全 4桁の分解能で表示されます。

最終桁までの精度を要求しない場合や、外面または内面が極端に粗いため、厚さ測
定値の最後の表示桁に信頼性がない場合は、分解能を下げることができます。

高分解能ソフトウェアオプション（P/N: 45MG-SE [U8147022])を搭載した一振動子
型探触子では、分解能を 0.001mmまで増加することが可能です。厚さの測定値が
102mm以下の場合に、高分解能を利用できます。高分解能は低周波数探触子では無
効であり、また、ハイペネトレーションソフトウェアオプションが有効なときにも
無効です。

厚さ測定の分解能を変更するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから測定を選択します。

参考
第 4章
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2. 測定画面で、次のように 156ページの図 8-1分解能を希望のオプションに設定
します。
• 標準：0.01mm（デフォルト）
• ロー：0.1mm

• ハイ：0.001mm（オプション）
3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。
初期セットアップ
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5. 基本操作

この項では、45MG超音波厚さ計の基本操作について説明します。

5.1 探触子のセットアップ

45MGでは、一振動子型（オプションのソフトウェア）および二振動子型のほとん
どすべての探触子を使用できます。45MGは、標準の D79X二振動子型探触子を自
動的に認識し、適切な定義済みのセットアップを自動的に読み込みます。定義済み
セットアップには、装置に付属するステンレス鋼のステップ試験片の音速が含まれ
ています。二振動子型探触子の場合、探触子のゼロ点補正を実行する必要がありま
す。

一振動子オプション、またはハイペネトレーションソフトウェアオプションと一振
動子型探触子との組み合わせでは、適切なセットアップを手動で呼び出す必要があ
ります。45MGは、購入した探触子に合わせステンレス鋼製テストブロックの音速
でデフォルト条件が設定された状態で出荷されています。デフォルト条件は、用途
に合わせて簡単に開始できるように選択されます。

探触子をセットアップするには

1. 45MG本体の上部にある送信 /受信探触子コネクターに探触子を差し込みます
（64ページの図 5-1を参照）。一振動子型探触子を使用する場合は、T/R 1のみ
を使用します。
基本操作
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図 5-1  探触子の接続

2. を押して、装置を起動します。
測定画面が表示されます。標準 D79X二振動子型探触子の場合、測定画面に
「Do--」メッセージが表示されます（64ページの図 5-2を参照）。

図 5-2  標準 D79X二振動子型探触子の初期画面

3. 二振動子型探触子の場合、探触子のゼロ点補正を実行します。
a) 探触子の先端から接触媒質を拭き取ります。
b) [2nd F]、[ゼロ校正（自動ゼロ調整）]を押します。

一振動子型探触子用
送信 /受信コネク
ター

標準二振動子型探触
子用コネクター
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4. 一振動子ソフトウェアオプションおよび一振動子型探触子の組み合わせの場合
は、次のように適切な設定を読み込みます。
a) [2nd F]、[フリーズ ]（設定呼出）を押します。
b) メニューで、使用する探触子タイプのデフォルト選択肢を選択します（例：
デフォルト一振動子）。

c) 使用する探触子タイプのデフォルト画面（65ページの図 5-3に示す例を参
照）で、使用する探触子で利用可能なデフォルトセットアップを強調表示し
ます。

図 5-3  一振動子型探触子のデフォルトセットアップの選択

D  E  F  M  1  -  2  0  .  0  /  M  1  1  6

探触子部品（例：M116）
探触子周波数（20.0MHz）
モード：1、2、3

材料：M-金属、P-プラスチック
DEF：デフォルト

デフォルトのセットアップ命名規則：
基本操作
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USER-1～ USER-35までのセットアップは、特定の用途に合わせてセットアップ名
を変更することができます。セットアップの詳細については、179ページの「一振
動子型探触子のカスタム設定」を参照してください。

d) [測定 ]を押すと、選択したセットアップのセットアップパラメーターが自
動的に呼び出され、測定画面に戻ります。

5.2 校正

校正は、探触子を所定の温度で使用する際、特定の試験体を正確に測定するために
装置を調整するプロセスです。装置の校正は、特定の試験体を検査する前に必ず必
要です。測定精度は、実行する校正によって決まります。

次のように 3種類の校正を行う必要があります。

探触子のゼロ点補正（[自動ゼロ調整 ]）
二振動子型探触子の場合に限り、二振動子型探触子の 2つの遅延材を通る超音
波の伝播時間分を補正します。この補正の内容は、探触子ユニットごとに、また
温度によって異なります。探触子のゼロ補正は、厚さ計の電源がオンで、探触子
を変更する場合や探触子の温度が大きく変化する場合などに行います（63ペー
ジの「探触子のセットアップ」および 70ページの「探触子ゼロ点校正」を参
照）。

材料音速校正（[音速校正 ]）
音速校正は、厚さがすでに分かっている試験片（厚い方）を使用するか、前回選
択した材料音速を手動で入力して実行します。この手順は、新しい測定対象と
なった材料ごとに実行する必要があります（67ページの「装置の校正」および
71ページの「材料音速校正およびゼロ点校正」を参照）。

ゼロ点校正（[ゼロ校正 ]）
ゼロ点校正は、厚さがすでに分かっている試験片（薄い方）を使用して実行しま
す。探触子のゼロ点補正や材料音速校正とは異なり、この手順は最大絶対精度
（± 0.10 mm以上）が必要になる場合以外は要求されません。新しい探触子や材
料を使用する場合にこのプロセスを実施する必要がありますが、探触子に温度変
化がある場合は、ゼロ点校正を繰り返して行う必要はありません。探触子のゼロ
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点補正を実施することによって校正されます（67ページの「装置の校正」およ
び 71ページの「材料音速校正およびゼロ点校正」を参照）。

5.2.1 装置の校正
正確な測定を行うために、以下の校正を実行する必要があります。

• 材料音速校正
• ゼロ点校正

校正は、正確な厚さがすでに分かっている試験片（厚い方および薄い方）を使用し
て実行する必要があります。試験片の材質は、検査対象の部品と同じものを使用し
ます（試験片の詳細については 69ページの「試験片」を参照）。

以下の手順は、二振動子型探触子と階段状試験片（5段階）を使用して説明してい
ます。校正プロセスの詳細については、66ページの「校正」を参照してください。

装置を校正するには

1. 波形表示ソフトウェアオプション付きまたはオプションなしの装置で材料音速校
正を実施するには、次の操作を行います。
a) 試験片の厚い部分の表面に、接触媒質を塗布します。
b) ある程度の圧力をかけて、試験片の厚い部分に探触子を接触させます（67
ページの図 5-4を参照）。
画面に波形（オプション）と厚さ測定値が表示されます。

c) [音速校正 ]を押します。
d) 測定値が安定したら、[ENTER]を押します。
e) 矢印キーを使用して、試験片の既知の厚さ（厚い部分）に一致するように厚
さ値を修正します。

図 5-4  ステップ階段状試験片（厚い部分）による音速校正

12.7mm
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図 5-5  ステップ階段状試験片（厚い部分）による音速校正の実行

2. 波形表示オプション付き装置またはオプションなしの装置でゼロ校正を実行する
には、次の操作を行います（69ページの図 5-7を参照）。
a) 試験片の薄い部分の表面に、接触媒質を塗布します。
b) 試験片の薄い部分に探触子を接触させ（68ページの図 5-6を参照）、[ゼロ
校正 ]を押します。

c) 測定値が安定したら、[ENTER]を押します。
d) 矢印キーを使用して、試験片の既知の厚さ（薄い部分）に一致するように厚
さ値を修正します。

図 5-6  ステップ階段状試験片（薄い部分）による音速校正

波形表示オプションなし波形オプション付き

2.54mm
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図 5-7  ステップ階段状試験片（薄い部分）による音速校正の実行

3. [測定 ]を押して校正を完了し、測定画面に戻ります。

[測定 ]を押す前に装置の電源をオフにすると、音速は新しい値に更新することがで
きません。代わりに前に保存した値を使用します。

45MGの校正手順でエラーが検出された場合、ヘルプテキストバーに次のメッセー
ジが表示され、測定画面に戻ります。
「エコー検出エラー !」
「校正結果は無効です !」
この場合、音速は変更されません。エラーの原因として、正しい厚さ値が入力され
ていない、または誤った底面エコーが検出されている可能性があります。

5.2.2 試験片
45MGには、円筒形の 2段階ステンレス鋼試験片が付属しています。材料音速校正
とゼロ点校正を実行するには、2個厚さが分かっている試験片を使用します。

波形表示オプションなし波形オプション付き

重要
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2つ以上の既知の厚さが必要なときは、高精度の階段状試験片も多用されます（70
ページの図 5-8を参照）。

図 5-8  ステップ階段状試験片の例

材料音速校正およびゼロ点校正を実行するときは、次の特性を持つ試験片を使用す
る必要があります。

• 検査対象の部品と同じ材質で製造されている
• 正確な厚さの値が 2つ以上測定されている
• 検査対象部品の最薄部分と同じ厚さが一部分含まれる（ゼロ点校正の場合）。表
面の状態は、検査対象部品と同程度とします。一般に表面が粗くなると測定精度
が低下しますが、テストブロックの実際の表面状態をシミュレートすると結果の
改善につながります。

• 検査対象部品の最厚部分と同じ厚さが一箇所含まれる（材料音速校正の場合）。
前面と裏面は滑らかで平行とします。

• 測定するサンプルと同じ温度条件

5.2.3 探触子ゼロ点校正
ゼロインジケータ（Do--）が表示されるたびに、[2nd F]、[ゼロ校正 ] （自動ゼロ調
整 ）を押して、探触子のゼロ点補正を実行します。この手順は、二振動子型探触子の
温度が変化したときにも実行する必要があります。

探触子のゼロ点補正を実行する頻度は、二振動子型探触子の内部温度の変化率に
よって決まります。これには材料の表面温度、探触子の間欠接触頻度、探触子が材
料と接触した状態で保持される時間と求める精度が関連しています。

室温よりはるかに高い温度の表面で測定を行うときは、定期的にゼロ点を校正し直
す必要があります。部品番号 D790-SM、D791-RM、D797-SM、および D798の探
触子の再校正は、各種の樹脂遅延ラインを持つ探触子ほど重要ではありません。

参考
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高温測定の場合は、以下の要因を考慮した探触子ゼロ点補正スケジュールを作成す
ることを推奨します。一例として、高温のアプリケーションには D790-SM、D791-
RM、または D797-SMを使用して、ゼロ点補正回数を減らします。D790-SMおよ
び D791-RMは、汎用アプリケーションにも使用できます。

5.2.4 材料音速校正およびゼロ点校正
45MGは、薄いサンプルでの校正ミスを防ぐために、校正ダブリングエラーの検証
を実行します。装置が最初の底面エコーの伝播時間を測定しないで、2番目の底面
エコーまでの伝播時間を測定すると、ダブリングエラーが発生します。45MGは、
測定された伝播時間と、現在の音速に基づいて逆算された伝播時間を比較します。
ダブリングエラーの可能性がある場合、警告メッセージが表示されます。探触子の
最小範囲を下回る厚さを測定するとき、または、探触子が磨耗していたり、感度が
低い場合にもダブリングエラーが発生する可能性があります。

材料音速およびゼロ点校正は、ゼロ点校正を行い、続いて材料音速校正を実行する、
逆の順序でも同じ結果を得ることができます。

5.2.5 既知の材料音速の入力
異なる材料から成る部品の厚さを測定する準備段階で、材料の音速が分かっている
場合は、材料音速校正手順を実行しないで、音速を直接入力することができます。

既知の材料音速を入力するには

1. 測定画面で、[2nd F]、[音速校正 ]（音速）を押します。
2. 音速画面（72ページの図 5-9を参照）で、矢印キーを使って音速を既知の値に
編集します。

参考
基本操作

 
71



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
図 5-9  既知の材料音速の入力

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

5.2.6 ロックされた校正
45MGには、パスワードで保護されたロック機能があり、セットアップの変更や一
部の機能へのアクセスを防止します。校正の変更は、ロック可能な処理です。この
場合は、ヘルプテキストバー上に 72ページの図 5-10に示すメッセージがしばらく
表示されます（72ページの「校正ロックメッセージ」を参照）。

図 5-10  校正ロックメッセージ

5.2.7 性能と精度に影響を与える要因
本装置の性能および精度は、次の要因により変化します。

校正
超音波測定の精度は、装置校正時の精度と設定の範囲内に依存します。45MG
は、多数の探触子およびアプリケーション用の標準設定が選択された状態で工場
から出荷されます。必要に応じて、標準設定をお使いの測定状況に合わせて変更

メッセージ
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してください。試験対象物の材質または探触子を変更するたびに、音速校正やゼ
ロ校正を常に実行する必要があります。厚さ計が正しく動作していることを確認
するために、厚さが分かっているサンプルによる検査の最中の定期的なチェック
を推奨します。

試験対象物の表面の粗さ
試験対象物の表面と裏面の両方が滑らかなときに、より正確な測定結果が得られ
ます。接触面が粗いときは、接触媒質層で生じる反響音の影響で、測定可能な最
小厚さが大きくなります。また、表面が粗いときは、わずかに異なる音響経路が
複数生じ、反射波に歪みが生じ、測定値が不正確になります。

カプリング手法
モード 1（直接接触型探触子）測定では、接触媒質層の厚さが測定の一部であ
り、ゼロオフセット部分によって補正されます。最も正確な測定値を確保するに
は、常に一貫したカプリング手法を行う必要があります。一貫性のある測定を行
うには、適切な粘度の接触媒質を使用し、安定した測定値が得られる接触媒質の
みを採用し、そして探触子を一様な圧力で押し当てる必要があります。中程度か
ら強めの圧力を使うことにより、一貫性のある測定値が得られるようになりま
す。一般に、探触子の直径が小さい方が、大きな直径の探触子よりも押し当てる
力が小さくてすみます。すべてのモードにおいて、探触子を傾けるとエコーが歪
むと、正確な測定値が得られなくなります。

試験片の曲率
試験片の曲率は、試験片に対する探触子の配置に関係しています。曲面で測定を
行うときは、探触子を試験対象物のほぼ中心線上に配置し、表面にできるだけ
しっかり押し当てることが重要です。場合によっては、この配置を維持するの
に、バネ式の Vブロックホルダが役立つことがあります。通常、曲率の半径が
小さいほど小さいサイズの探触子を選べば、より厳密な探触子の配置を得ること
ができます。半径が非常に小さい場合は、水浸法を使う必要があります。最適な
配置を維持するために、波形表示を見ながら測定するとよい場合があります。波
形表示を参考にして、最良の方法を得られるように探触子を押し当ててくださ
い。曲面上では、測定値が得られる最低限の量の接触媒質を使用します。接触媒
質が過剰な場合、探触子と試験体の表面の間に、誤った測定値を示す隅肉が発生
する場合があります。これは、音が反射し、不適切な信号が検出されるためで
す。

テーパーまたは偏心
試験片の接触面または裏面が、他面に対してテーパーもしくは偏心が発生してい
る場合は、ビーム幅の範囲で異なる音響経路を持つため、反射エコー信号が歪み
ます。このため、測定の精度が低下します。最悪の状態では測定が不可能となり
ます。
基本操作
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試験材料の音響特性
材料によっては以下の要因により、超音波厚さ測定の精度と範囲が制限されるこ
とがあります。

• 音響散乱 :
鋳造ステンレス鋼、鋳鉄、ファイバーグラス、複合材料などの材料では、粗
い結晶構造や材料中に含まれた異種材料によって音響エネルギーが散乱しま
す。これは、あらゆる材料の気孔でも同様です。装置の感度を調整して、こ
れらの不要な散乱エコーの検出を防止します。次にこの調整により、材料の
底面からの有効な反射エコーを判別する能力を制限し、測定範囲を制限する
ことができます。

• 音響の減衰または吸収 :
低密プラスチックやゴムなどの多くの有機材料では、超音波測定に使用され
る周波数の音響エネルギーが急速に減衰します。この減衰は一般に温度上昇
に伴って増加します。これらの材料で測定できる厚さの最大値は通常、減衰
によって制限されます。

• 音速の変化：
超音波厚さ測定は、材料の音速が装置の校正と一致する範囲内に限り正確で
す。一部の材料では、位置によって音速が大幅に異なります。この現象は、
材料音速に異方性が生まれることに起因します。異方性が生まれる要因は、
鋳造金属などにおいて、製造過程で冷却速度の変化によって粒状構造が変質
することによります。ファイバーグラスでは、樹脂とファイバーの混合比の
変化により、局所的な材料音速の変動が生じる場合があります。多くのプラ
スチックやゴムでは、温度に対して音速が急激に変化するため、測定を行う
位置の温度で音速校正を実施する必要があります。

位相反転または位相歪み
反射エコーの位相または極性は、材料境界の音響インピーダンス（密度 ×音速）
が相対的に高いか低いかによって決まります。45MGでは、金属、セラミック、
またはプラスチックよりも低い音響インピーダンスを持つ空気または液体が試験
片の底面側にある通常の状況を想定して計算を行います。しかし、金属上のグラ
スまたはプラスチックによるコーティングの測定、鋼上の銅被覆の測定などの特
殊なケースでは、このインピーダンス関係が逆転し、位相が反転したエコーが発
生します。これらのケースでは、精度を維持するために適切なエコー検出極性に
変更する必要があります（193ページの「エコー 1とエコー 2の検出」を参
照）。粗い粒子の鋳造金属や複合材などの場合、材料内部を通過する超音波ビー
ムに複数の音響経路が存在することがあります。これは異方性材料または不均質
異方性材料で、より複雑な状況が発生する原因となります。これらのケースで
は、位相歪みのため、明確には極性が正とも負とも判別できない反射エコーが発
生する可能性があります。測定精度への影響を判断するために、基準試験片を
使った丁寧な検証実験が必要となります。
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5.3 厚さ測定

探触子を接続し（63ページの「探触子のセットアップ」を参照）装置の校正が完了
したら（67ページの「装置の校正」を参照）、厚さの測定を開始できます。

厚さを測定するには

1. 試験片または測定の対象となる部分の測定箇所に接触媒質を使用します。

通常、試験体の表面を滑らかにするために、プロプレングリコール、グリセリン、
水などの接触媒質を使用します。粗い表面には、ゲルやグリースなど、より粘着性
の強い接触媒質を使用します。高温で使用する場合は、特殊な接触媒質が必要にな
ります。

2. 適度な圧力で、探触子の先端を試験体の表面に接触させ、試験体の表面上で探触
子をできるだけ垂直に当てます（75ページの図 5-11を参照）。

図 5-11  二振動子型探触子を接触させる場合

3. 検査対象部分の厚さ測定値を読み取ります（76ページの図 5-12を参照）。

参考

12.7mm
基本操作
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図 5-12  厚さ測定値の読み取り

5.4 データの保存

45MGのオプションデータロガーは、1回に 1つのファイルが開くファイルベース
システムです。有効なファイルには、厚さ測定位置の IDとその測定値が保存されま
す。[保存 ]を押すたびに、表示された値が現在の IDにある有効なファイルに保存さ
れます。IDは次の測定のために自動的に増加します。[ファイル ]を押すと、メ
ニュー上の IDバーに有効なファイルの名前が表示されます（76ページの図 5-13を
参照）。

図 5-13  IDバーに表示される有効なファイル名

波形表示ソフトウェアオプションなし波形ソフトウェアオプション付き

有効なファイ
ルの名前
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NONAME00インクリメントタイプファイルは、初めて 45MGを使用するとき、ま
たは装置のメモリをリセットした後のデフォルトの有効なファイルであり、001 ID
で始まります。さまざまなタイプのファイルを作成し、1-D、2-D、または 3-Dの厚
さ測定位置を表す IDを定義することができます。装置を再起動すると、最後に使用
したファイルが自動的に開かれます。

次のような特殊なケースが発生する場合があります。

• 厚さ値が空白のときは、値ではなく、「——-」が保存されます。
• 測定値が現在の IDにすでに保存されているときは、書込み保護が有効になって
いない限り、古い厚さ値に新しい値が上書きされます（128ページの「ID上書
き保護の設定」を参照）。

• IDが増加してシーケンスの終わりに達し、更新できなくなると、ヘルプテキス
トバー上に最後の IDが表示され、長いビープ音が出て（ビープ音がアクティブ
のとき）、表示の IDは変化しません。

データロガーの詳細については、100ページの「データロガーオプション」を参照
してください。

有効なファイルの現在の IDにデータを保存するには

 厚さ値および波形が表示されている間に、[保存 ]を押して測定した厚さ値を保存
します。
または
厚さ測定値や波形を保存する場合には、システムメニューで KEYデータ保存を
厚さ +波形に設定します（54ページの図 4-1参照）。
基本操作
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6. ソフトウェアオプション

45MGには、さらにその機能を強化するためのソフトウェアオプションがあります
（79ページの表 2を参照）。

表 2  45MGソフトウェアオプション

オプション 製品番号 内容

エコー toエコー
測定および
スルーコート

45MG-
EETC
(U8147021)

エコー to エコー測定モードおよびスルーコー
トモードによる測定を可能にします。材料が塗
装やコーティング加工されている場合に、金属
母材の厚さを測定するために使用します。
注 : 手動エコー toエコー（エコー toエコー測
定モード）は、波形表示オプションを購入して
いる場合にのみ使用できます。

データロガー機
能

45MG-DL
(U8147020)

英数字ファイルベースによる双方向のデータロ
ガー機能を追加します。このオプションには
USB通信ケーブルおよび GageViewインター
フェイスプログラムが付いています。

波形 45MG-WF
(U8147019)

超音波信号のライブ A-スキャン表示する追加
機能を提供します。
ソフトウェアオプション
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45MGとソフトウェアオプションを同時に購入すると、オプションはすでに有効に
なっています。ソフトウェアオプションは、後に購入することもできます。装置に
アクティベーションコードを入力することにより、装置を工場に返送しなくても、
ソフトウェアオプションを有効にすることができます（81ページの「ソフトウェア
オプションを有効にする」を参照）。

ソフトウェアオプションの注文の詳細については、お近くの Evidentの支店までお
問い合わせください。ソフトウェアオプションの製品番号については、79ページの
表 2を参照してください。

高分解能一振動
子
（88ページの
「スルーコート
（オプション）
D7906探触子お
よび D7908探触
子による測定」
を参照）

45MG-SE
(U8147022)

45MGで一振動子型探触子の使用が可能になり
ます。デフォルト一振動子型探触子の呼出しや
カスタム一振動子型のセットアップの作成や保
存を可能にします。また、周波数 2.25MHz以
上の一振動子型探触子では、厚さ分解能が
0.001mmに向上します。

一振動子とハイ
ペネトレーショ
ン
（99ページの
「ハイペネト
レーションソフ
トウェアオプ
ション」を参
照）

45MG-HP
(U8147023)

音波エネルギーが減衰および散乱する材料の厚
さ測定で、低周波－振動子型探触子（最小
0.5MHz）を使用することができます。

表 2  45MGソフトウェアオプション（続き）

オプション 製品番号 内容
第 6章
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6.1 ソフトウェアオプションを有効にする

ご購入の 45MGには、固有のシリアル番号コードが記載されています。オプション
キーには装置ごとに異なる番号が指定されているため、ご購入になった装置固有の
ソフトウェアオプションが有効になります。対応する 1つのオプションキーで、1
つまたは複数、あるいはすべてのソフトウェアオプションを有効にすることができ
ます。

ソフトウェアオプションを有効にするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押し、SPメニューを選択します。
2. SPメニュー（55ページの図 4-2を参照）で、オプション（81ページの図 6-1
を参照）を選択し、ES/Nフィールドに表示される 16桁の英数字シリアル番号
を書き留めておいてください。
オプションリストは、ソフトウェアオプションの実際のステータスを示していま
す。ここで、チェックマーク（ ）はオプションが有効になっていることを意味
します。

図 6-1  オプション画面

3. 1つまたは複数のソフトウェアオプションを購入する際は、お近くの Evidentの
支店に連絡して、本体の英数字シリアル番号（E-S/N）を伝えてください。
Evidentの支店（または販売店）から、対応するオプションキーが提供されま
す。

4. オプション画面（81ページの図 6-1を参照）で、以下の操作を行います。

英数字シリアル番号

オプションキーテキ
ストボックス
ソフトウェアオプション
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a) オプションキー入力テキストボックスに、Evidentから受け取ったオプショ
ンキーを入力します。

b) 有効化を選択します。
5. 厚さ計を再起動して、有効化を完了します。

6.2 二振動子型探触子によるエコー検出モード

二振動子型探触子の場合、45MGでは 3つのエコー検出モードが使用可能になり、
さまざまな試験体の状態で厚さを測定できます。これらの 3つのエコー検出モード
（標準、自動エコー toエコー測定（オプション）、手動エコー toエコー測定）は、次
のとおりです。

標準
標準エコー検出モードでは、励振パルスから最初の底面エコーまでの伝播時間に
基づいて厚さを測定します。コーティングされていない材料にはこのモードを使
用します。
DE-STDインジケーターが厚さ測定値の左側に表示され、三角形のエコー検出
マーカーが波形表示の下の底面エコーに表示されます（参照 82ページの
図 6-2）。

図 6-2  標準エコー検出モードによる測定

二振動子型（DE）標準（STD）エコー検出モーエコー検出マーカー
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自動エコー toエコー測定（オプション）
自動エコー toエコー測定モードでは、連続した 2つの底面エコー間の伝播時間
を使用して厚さを測定します。連続した底面エコーは塗装、樹脂、またはコー
ティング層を通過する伝播時間分を排除するため、塗装またはコーティングされ
た試験体にこのモードを使用します。
DE-AEtoEインジケーターは、厚さ測定値の左に表示されます。
波形ソフトウェアオプションが有効な場合には、三角形のマーカーが、厚さを測
定する 2つの底面エコーの存在を示すエコー toエコー測定検出バーに変わりま
す（83ページの図 6-3を参照）。エコーの高さはプリセットされたレベルに自動
的に調整されます。

図 6-3  自動エコー toエコー測定検出モードによる測定

手動エコー toエコー測定（エコー toエコー測定および波形表示オプションが有効に
なっている場合にのみ使用可能なオプション）
手動エコー toエコー測定モードでも、連続した 2つの底面エコー間の伝播時間
を使用して厚さを測定します。このモードでは、ゲインパラメータとブランキン
グパラメーターを手動で調整することもできます。試験体がノイズの多い信号を
生成する場合、自動モードでは効果が低下するときに、このモードを使用しま
す。
DE-MEtoEインジケーターは、厚さ測定値の左に表示されます。エコー toエ
コー測定検出バーは、自動エコー toエコー測定モードに類似していますが、エ
コー検出に除外する領域を示す調整可能なエコー 1ブランクバーが含まれます
（84ページの図 6-4を参照）。エコー 1ブランクに続いて、装置は次の波形エ

エコー toエ
コー測定検出

二振動子型（DE）自動エコー toエコー測定
（AEtoE）検出モード
ソフトウェアオプション
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コー高さが 20%以上のエコーを検出します。このモードでは、[ゲイン /測定調
整 ]を押し、次に矢印キーを使用して、拡張ブランク、エコー 1ブランクおよび
ゲインパラメーターを調整します。

図 6-4  手動エコー toエコー測定検出モードによる測定

有効な複数のエコーが存在しない厳しい腐食状況では、標準モードまたはオプショ
ンのスルーコートモードを使用して厚さを測定する必要があります。

二振動子型探触子は、3つのすべてのモードで使用できます。また、エコー toエ
コー測定モードで、すべての測定、表示、データロガー機能を使用することができ
ます。内部データロガーは、必要なすべてのエコー間測定の情報を認識し、それを
保存して厚さ、波形、セットアップデータのアップロードまたはダウンロードを行
います。

コーティングされていない板厚もエコー toエコー測定モードで測定できるため、
コーティングされた部分とコーティングされていない部分の両方を測定するとき、
エコー検出モードを切り替える必要はありません。

二振動子型（DE）
手動エコー toエ
コー測定（AEtoE）

エコー 1ブランク
バー

エコー toエコー測
定検出バー

[測定調整 ]パラ
メーター

参考

ヒント
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エコー検出モードを変更するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、測定を選択します。
2. 測定画面で、測定モードを希望のエコー検出モードにします。標準、自動エコー

toエコー測定（オプション）、または手動エコー toエコー測定（波形表示オプ
ションのみで使用可能）を選択できます。

ゼロ補正は各測定モードで異なるため、標準とエコー toエコー測定モードを切り替
える場合には、[ゼロ校正 ]を実行しなければならない場合があります。45MGには、
標準モードとエコー toエコー測定モードのそれぞれに異なるゼロ点校正がありま
す。

3. ゼロ点校正を再実行するには :

a) 試験片の薄い部分の表面に、接触媒質を 1滴落とします。
b) 試験片の薄い部分に探触子を接触させ、[ゼロ校正 ]を押します。
c) 測定値が安定したら、[ENTER]を押します。
d) 矢印キーを使用して、試験片の既知の厚さ（薄い部分）に一致するように厚
さ値を修正します。

6.2.1 手動エコー toエコー測定検出モードでのブランキング調整

45MGには、試験体で不要な信号が発生する場合に、有効なエコーを検出するため
の 2つのブランキング機能があります。

拡張ブランク
拡張ブランクは、波形表示の左端から始まり、どの信号も検出されないブランク
ゾーンを作成します。底面エコーの 2番目と 3番目のペアが、最初のペアより
も強いかクリーンな状況では、拡張ブランクを使用して、エコーのどのペアを測
定に使用するかを制御します。

E1ブランク
エコー 1（E1）ブランクは、最初に検出したエコーから、選択された間隔だけ継
続します。E1ブランクを使用して、最初と 2番目の底面エコーの間で発生する
不要なピークを除外します。不要なピークは、大きな最初のエコーの遅れて受信
した成分の場合や厚い試験片での横波反射の場合があります。E1ブランクパラ
メータは、手動エコー toエコー測定モードでのみ使用できます。

参考
ソフトウェアオプション
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拡張およびエコー 1ブランクパラメーターを調整するには

1. 手動エコー toエコー測定モードを選択します。
a) 測定画面で、[設定 ]を押してから測定を選択します。
b) 測定メニューで、測定オプションを手動エコー間測定に設定してから、[測
定 ]を押します。

2. [ゲイン /測定調整 ]を押します。
波形調整パラメーターが表示されます（86ページの図 6-5を参照）。

図 6-5  手動測定の比較

3. []と []キーを使用して、拡張ブランクまたはエコー 1ブランクパラメーター
を選択します。

4. []と []キーを使用して、値を調整して不要なピークを除外して希望のエコー
を検出します。

6.2.2 エコー toエコー測定モードでの二振動子型探触子の選択

エコー toエコー測定モードはすべての 45MGの二振動子型探触子で動作しますが、
Evidentは検査対象の鋼部品の厚さ範囲に応じて、特定の探触子を使用することを推
奨しています（87ページの表 3を参照）。

良くない手動測定 良い手動測定

[測定調整 ]パラメーター
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場合によっては、D790探触子を使用して 18mmを超える厚さを測定するときに、
エラーが発生することがあります。通常、このエラーは 2番目の底面エコーの前に
発生する可能性があるモード変換横波エコーに起因します。この不要なエコーが 2
番目の底面エコーより大きい場合は、厚さ計によってその距離が測定され、誤った
薄い値が測定値として表示されます。

通常は、波形表示を調べて、正しい底面エコーと不要な横波エコーを区別すること
ができます。最初の底面エコーと 2番目の底面エコーとの間の距離は、ゼロ点と最
初の底面エコーとの間の距離と同じです。最初の 2つの底面エコーの間にエコーが
ある場合は、それはモード変換横波エコーと考えられます。手動エコー toエコー測
定モードを使用し、手動でエコー 1ブランクを調整してこのエラーをなくします
（85ページの「手動エコー toエコー測定検出モードでのブランキング調整」を参
照）。18mm以上の厚さ測定で D797探触子を使用すると、このエラーを回避できる
場合があります。

2番目または 3番目の底面エコーの振幅が後続のエコーよりも小さいことがあるた
め、測定値が 2つまたは 3つ重複して表示される場合があります。D790探触子を使
用している場合、平坦で滑らかな鋼では、約 5mm程度の試料でこの影響が現れる可
能性があります。これが発生すると、波形表示にはっきり見えるので、手動エコー
toエコー測定モードを使用して処理したり、または拡張ブランクを移動することで
最初に検出するエコーを後続のエコーに合わせることで正しく測定できます。

45MGがエコー toエコー測定を行えないときは、画面に LOSフラグが表示されま
す。この場合、波形表示では検出できる大きなエコーが存在しない、または検出可
能なエコーが 1つだけ存在することを示しています。後者のケースでは、検出した
エコーでエコー toエコー測定バーが始まりますが、右に無限に伸びていきます。ゲ

表 3  鋼の厚さ範囲に応じた推奨探触子

探触子タイプ 厚さ測定範囲a

a. 厚さ範囲は探触子タイプ、試験体の状態、および温度によって異
なります。

D798 1.5mm～ 7.6mm

D790/791 2.5mm～ 51mm

D797 12.7mm～ 127mm

D7906 2.5mm～ 51mm
ソフトウェアオプション
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インの値を増やしてエコー toエコー測定の測定値が正しくなるようにします。これ
ができない場合は、標準エコー検出モードに戻って、適切な測定を行うことができ
ます。

6.3 スルーコート（オプション）D7906探触子および D7908
探触子による測定

スルーコートは、コーティングまたは塗装されたパーツの金属母材厚さを測定する
オプション機能です。この機能には、単一の底面エコーのみが必要となり、試験体
の表面がコーティングまたは塗装された内面腐食の激しい用途に推奨されます。必
要に応じて、コーティング /塗装部分の測定を校正して、コーティング /塗装の厚さ
も精密に測定することができます。

スルーコート機能を適切に使用するためには、コーティングまたは塗装された部分
の厚さが 0.125mm以上でなければなりません。コーティングのタイプによって異な
りますが、スルーコート機能が測定可能なコーティング /塗装部の最大厚さは、通
常 2mm以上となります。
スルーコート機能がコーティングの厚さを表示しない、またはコーティングの厚さ
が明らかに間違っている場合には、スルーコート機能がコーティングの厚さを適切
に検出していない可能性があります。このような場合には、エコー toエコー測定
モードや標準モードなどその他の測定モードで測定してみることをお勧めします。

6.3.1 スルーコード機能の有効化
スルーコート機能は、スルーコート探触子（P/N: D7906 [U8450005]または D7908 
[U8450008]）を 45MGに接続している場合にのみ使用できます。

スルーコード機能を有効にするには

1. スルーコート探触子を 45MGに接続します。
2. 厚さ計の電源をオンにします。
3. 探触子の先端から接触媒質を拭き取ります。
4. [2nd F]、[ゼロ校正 ]（自動ゼロ調整）を押します（89ページの図 6-6参照）。

参考
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図 6-6  スルーコート設定ダイアログボックスを開く

5. はいを選択して、THRU COAT有効化 ?のプロンプトに答えます。

6.3.2 スルーコート校正の実行
スルーコート探触子の校正手順は、他の探触子の手順と同様です。通常の校正と同
様に、以下の校正手順を実行するために、薄い部分と厚い部分の厚さが正確に分
かっている、2個のコーティングされていないサンプルが必要です。異なる点は、
手順の最後で、[音速校正 ]をもう一度押して、コーティング厚さが正確に判明して
いるサンプルでコーティング厚さの測定を校正するところです。

スルーコート校正を実行するには

1. スルーコート機能が有効になっていることを確認します（88ページの「スルー
コード機能の有効化」を参照）。

2. 探触子をサンプル（厚い方）に接触させます。
3. [音速校正 ]を押します。
4. 測定値が安定したら、[ENTER]を押します。
5. 矢印キーを使用して、サンプルの既知の厚さ（薄い）に合わせて厚さ値を編集し
ます。

6. 探触子をサンプル（薄い方）に接触させます。
7. [ゼロ校正 ]を押します。
8. 測定値が安定したら、[ENTER]を押します。
ソフトウェアオプション
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9. 矢印キーを使用して、サンプルの既知の厚さ（薄い）に合わせて厚さ値を編集し
ます。

10. お使いのアプリケーションでコーティング厚さの測定精度が重要な場合は、以下
の処理を実行します（このステップを省略しても、金属母材厚さ測定の精度には
影響ありません）。
a) もう一度 [音速校正 ]を押します。
b) 探触子をコーティングしたサンプルに接触させます。
c) 測定値が安定したら、[ENTER]を押します。
d) 矢印キーを使用して、コーティングされたサンプルの既知の厚さに合わせて
厚さ値を編集します。

11. [測定 ]を押して校正を完了します。

[2nd F]、[音速校正 ]（音速）を押すと、音速画面が開き、校正済みの金属音速を確
認したり、編集することができます。[2nd F]、[音速校正 ]（音速）をもう一度押す
と、音速画面が開くので、ここで校正済みコーティング音速を確認し、編集するこ
とができます。

6.4 波形表示ソフトウェアオプション

45MGのライブ波形表示オプションは、ライブの超音波波形を表示するため、難し
いアプリケーションにおける探触子の位置合わせに役立ちます。このオプションが
有効な場合には、標準の厚さ表示（91ページの図 6-7を参照）と波形表示オプショ
ンによる厚さ表示（92ページの図 6-8を参照）の切り替えができるようになりま
す。

その他の波形表示設定機能は次のとおりです。

• [ゲイン /測定調整 ]は、標準モードでは使用できない設定の調整を行います。
— 二振動子型探触子の場合（163ページの「高度な厚さ計機能の使用」を参
照）:

• ゲインを 1dBずつ手動で調整します。
• 拡張ブランクを設定します。
• 手動エコー toエコー測定モードでエコー１ブランクを設定します。

参考
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• 波形表示の範囲と遅延を調整します。
— 一振動子型探触子オプションの場合（179ページの「一振動子型探触子のカ
スタム設定」を参照）:

• パルサー /レシーバーのパラメーター（TVGゲインとブランク）を調整
します。

• カスタムの一振動子型探触子の設定を作成します。
• 波形表示の範囲と遅延を調整します。

• 自動ズーム機能：このモードは、測定したエコーが常に画面に表示されるよう自
動的に測定範囲と遅延を調整します。

• 波形表示：全波、半波 +、半波－、RF波形で波形表示の切り替えを行うことが
できます。

• 波形表示塗りつぶし：塗りつぶした波形を表示します。RF波形表示モードでは
使用できません。

• [保存 ]キーを次のように割り当てます。
厚さ値のみを保存
または
厚さおよび波形表示を保存（データロガーソフトウェアオプションを購入済みの
場合にのみ使用可能）

図 6-7  標準画像
ソフトウェアオプション
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図 6-8  波形表示

波形表示を有効にするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから表示を選択します。
2. 波形表示 ONをオンに設定します。

6.4.1 波形表示形態
波形表示形態モードでは、超音波波形エコーを波形表示で表示する形式を指定する
ことができます（93ページの図 6-9を参照）。波形表示形態モードは、厚さ測定値
には一切影響しません。波形表示形態インジケーター（FULL、POS、NEG、または
RF）が波形表示の左端に表示されます。測定画面で、[設定 ]を押した後、表示を押
し、波形表示形態パラメーターにアクセスします。
第 6章
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図 6-9  波形表示形態モードの例

使用可能なパラメーターは次のとおりです。

全波
正と負の両方の波形ローブが両方表示されるように、ベースラインに対してエ
コーの負の部分を折り畳んで表示します。ほとんどの厚さ測定において、エコー
の位置と高さがすべて最適に表示されます。全波は、二振動子型探触子のデフォ
ルトモードです。

半波 − （NEGインジケーター）
負の波形ローブを折り返して正として表示し、正の波形ローブは表示しません。

半波 + （POSインジケーター）
正の波形ローブを表示し、負の波形ローブは表示しません。

RF波形
波形の両側の負および正のローブをそのまま示します。RFは、一振動子型探触
子のデフォルトモードです。

全波 半波 -

半波 + RF波形
ソフトウェアオプション
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6.4.2 波形トレース
45MGは、波形トレースをアウトラインとして、または塗りつぶし領域として表示
します（94ページの図 6-10を参照）。測定画面で、[設定 ]を押した後、表示を押
し、波形トレースパラメーターにアクセスします。

塗りつぶし波形トレースは、波形表示が FULL（全波）、HALF+（半波 +）、または
HALF–（半波 –）に設定されているときにのみ使用できます。

図 6-10  波形トレースモードの例

6.4.3 波形表示の範囲
波形表示の範囲（95ページの図 6-11を参照）は、波形表示の水平軸でカバーされ
る距離です。水平軸の左端に表示される遅延は通常、ゼロ点に設定されます。手動
で遅延値を調整して、範囲の開始点を変更し（96ページの「遅延値の調整」を参
照）、範囲の終了点を選択できます（95ページの「範囲値の選択」を参照）。また、
ズーム機能を有効にして、エコーが最もよく見えるように遅延値と範囲値を自動的
に設定することもできます（96ページの「ズーム機能の有効化（波形表示オプショ
ンでのみ使用可能）」を参照）。

参考

アウトライン波形 塗りつぶし波形
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図 6-11  波形表示の範囲

6.4.3.1 範囲値の選択

各探触子周波数に対して固定の表示範囲があります。また、使用可能な最大表示範
囲は材料音速によって異なります。これらの選択可能な表示範囲は、測定対象の厚
さ範囲のみ示すように調整し、各アプリケーションで最大限の波形分解能を得るこ
とができます。この表示範囲の設定は波形表示にのみ影響します。厚さを測定する
検出エコーが表示範囲にないときでも、測定を行うことは可能です。ズームを有効
にしているときに、表示範囲を手動で設定することはできません。

範囲値を選択するには

1. 測定画面で、[]と []キーを押して表示範囲を調整します。
波形表示範囲は、すぐ次の大きさの測定範囲値に変更されます。

2. []キーを押し続け、より大きい値の表示範囲を選択または []キーを押し、よ
り小さい値の表示範囲を選択します。
表示範囲値は、最大値に達すると、その後は最小値に戻ります。

[ゲイン /測定調整 ]パラメーターが有効な場合、測定範囲および遅延はパラメー
ター一覧の項目として表示されます。[]と []キーで、表示範囲パラメータを強調
表示し、[]と []キーで表示範囲を調整します。[測定 ]を押し、表示範囲の調整を
終了します。

選択可能な範囲値調整可能な遅延値

単位

参考
ソフトウェアオプション
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6.4.3.2 遅延値の調整

波形表示の遅延は、水平軸スパンの開始位置を調整します。遅延を調整して、波形
表示の中央に対象となる波形を表示することができます。この機能は、測定したエ
コーを詳細に調べることができるので、遅延ラインまたは水浸型探触子を使用する
ときや厚い試験体を測定するときは非常に便利です。

遅延値を調整するには

 測定画面で、[]と []キーを押して遅延を調整します。

[ゲイン /測定調整 ]パラメーターが有効な場合、測定範囲および遅延はパラメー
ター一覧の項目として表示されます。[]と []キーで、表示範囲パラメータを強調
表示し、[]と []キーで表示範囲を調整します。[測定 ]を押し、表示範囲の調整を
終了します。

6.4.3.3 ズーム機能の有効化（波形表示オプションでのみ使用可能）

ズーム機能は、遅延値と表示範囲値を自動的かつダイナミックに設定して、波形表
示で検出したエコーを最適に追跡・表示します。

ズーム機能を有効にするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから表示を選択します。
2. 表示画面で、ズームオプションをオンにします。
波形表示の右側にある範囲パラメーターの下に、ズームフラグ（ ）が表示され
ます。

ズーム波形の結果は、測定モードによって異なります。D79X二振動子型探触子と
モード 1の一振動子型探触子をズームすると、最初の底面エコーが画面の中央に配
置されます（97ページの図 6-12を参照）。

参考
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図 6-12  モード 1の通常表示とズーム表示の比較

モード 2の一振動子型探触子のズームでは、波形の範囲と遅延が調整されて、波形
表示に境界面エコーと最初の底面エコーが示されます（97ページの図 6-13を参
照）。

図 6-13  モード 2の通常表示とズーム表示の比較

モード 3の一振動子型探触子のズームでは、波形の範囲と遅延が調整されて、波形
表示に境界面エコーと 2番目に測定された底面エコーが示されます（98ページの
図 6-14を参照）。

通常表示 ズーム表示

通常表示 ズーム表示
ソフトウェアオプション
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図 6-14  モード 3の通常表示とズーム表示の比較

ズーム機能を無効にするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから表示を選択します。
2. 表示画面で、ズームオプションをオフに設定します。

6.5 一振動子と高分解能オプション

オプションの一振動子高分解能ソフトウェアは、45MGで一振動子型探触子の直接
接触型、遅延ライン、水浸探触子の使用を可能にします。これにより、45MGを精
密厚さ測定の用途に使用することができます。このオプションを有効にすると、各
一振動子型探触子のデフォルトセットアップからの選択、一振動子型探触子のカス
タムセットアップの作成、保存・呼出が可能になります。

45MGは、一振動子型探触子を接続しても自動的に認識することはできません。し
たがって、適切なデフォルトセットアップまたはカスタムセットアップを使用する
探触子に応じて呼び出すことが必要です。

6.5.1 一振動子型探触子のセットアップの呼出し
一振動子型探触子のセットアップを呼び出す手順は、63ページの「探触子のセット
アップ」で説明しています。

通常表示 ズーム表示
第 6章
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6.5.2 カスタム一振動子型探触子のセットアップの作成
一振動子型探触子のカスタムセットアップの作成方法の詳細については、179ペー
ジの「一振動子型探触子のカスタム設定」を参照してください。

6.5.3 高分解能の厚さ
45MGは、標準分解能の 0.01mmおよび低分解能の 0.1mmで厚さ値を表示すること
ができます。これらの 2つの分解能は、ほとんどの超音波厚さ測定アプリケーショ
ンに適しています。

一振動子型探触子では、高分解能ソフトウェアオプションによって、高分解能の
0.001mmで厚さ測定値を表示する追加機能を使用できます。高分解能は、すべての
探触子や測定モードで使用できるわけではなく、厚さの最大値によっても制限され
ます。45MGは高分解能で厚さ測定値を表示できますが、測定精度は材料、形状、
表面状態、温度などサンプルごとの条件によって異なります。

高分解能は、以下の探触子および測定条件で使用できます。

• 周波数範囲 2.25MHz～ 30.0MHzの一振動子型探触子
• 100mm未満の厚さ測定

高分解能は、以下の探触子または測定条件では使用できません。

• 二振動子型探触子
• 周波数が 2.25MHz未満の低周波数探触子
• 100mmを超える厚さ範囲
• 高分解能が有効になると、分解能選択リストに使用できる各項目が表示され
ます（60ページの「厚さ分解能の変更」を参照）。

6.6 ハイペネトレーションソフトウェアオプション

45MG対応のハイペネトレーションソフトウェアオプションと低周波数の一振動子
型探触子（0.5MHzまで）を組み合わせることにより、一般の超音波装置では、複合
材、グラスファイバー、プラスチック、ゴム、鋳造金属などの測定が困難な材料で、
厚さ測定、材料音速測定、タイムオブフライト測定を行うことができます。M2008 
[U8415001]探触子は、厚肉の繊維強化ポリマー (FRP)と複合材の厚さを測定するた
めの特別な低周波数探触子です。
ソフトウェアオプション
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M2008探触子のみでは、いつでも [2nd F]、[ゼロ校正 ]（自動ゼロ調整）を押し、ゼ
ロ補正を自動調整して、遅延材の温度変化を補正してください。

M2008探触子でハイペネトレーションソフトウェアオプションを使用するには

1. ハイペネトレーションソフトウェアが有効になっているかを確認します（81
ページの「ソフトウェアオプションを有効にする」を参照）。

2. M2008探触子を 45MGの上面にある T/R 1コネクターに接続します。
3. [2nd F]、[フリーズ ]（設定呼出）を押します。
4. メニューで、デフォルト HP一振動子を選択します。
5. デフォルト HP一振動子画面で、M2008（DEFP1-0.5-M2008に対応するデフォ
ルト探触子設定、またはM2008探触子を使用する任意のカスタム設定を強調表
示してください。

6. [測定 ]を押して、探触子設定が呼び出された測定画面に戻ります。
7. 探触子の先端から接触媒質を拭き取ります。
8. [2nd F]、[ゼロ校正 ]（自動ゼロ調整）を押します。
9. 材料音速とゼロ校正を行います（67ページの「装置の校正」を参照）。

6.7 データロガーオプション

この項では、45MGの内部データロガーを使用してデータを整理する方法を説明し
ます。

6.7.1 データロガー
45MGのデータロガーは、1回に 1つのファイルが開くファイルベースシステムで
す。有効なファイルには、厚さ測定位置の IDとその測定値が保存されます。[保存 ]
を押すたびに、表示された値が現在の IDにある有効なファイルに保存されます。ID
の番号は測定順に自動的に増加します。[ファイル ]を押すと、メニュー上の IDバー
に有効なファイルの名前が表示されます（101ページの図 6-15を参照）。

参考
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図 6-15  IDバーに表示される有効なファイル名

ファイルには、ファイルの内容をより適切に記述するために定義できるヘッダーパ
ラメーターが含まれています。ファイルで ID範囲を整理したり、データフォーマッ
トを選択したり、保存されたデータを選択することができます。101ページの表 4
に、ファイルの内容を要約し、より多くの情報を見つけることができる場所を示し
ます。

表 4  ファイル内容サマリー

内容 説明 参照先

ヘッダー データの内容および関連を記述する追加パラ
メーター

104ページの
「データファ
イルの作成」

測定データ ファイルタイプ別に定義済み IDで編成 105ページの
「データファ
イルタイプ」

ファイルデータモードで定義されるデータ
フォーマット

117ページの
「ファイル
データモー
ド」

設定メニューを使用して構成された保存デー
タ（波形付きまたは波形のない厚さ測定値）

76ページの
「データの保

存」

有効なファイルの
名前
ソフトウェアオプション

 
101



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
測定画面の最上部にある IDバーでデータロガーパラメータを確認できます（102
ページの図 6-16を参照）。

図 6-16  データーロガーパラメーターの確認

45MGは、測定ごとに測定条件の完全な記述を保存することもできます。103ペー
ジの表 5に、各厚さ測定および各波形とともに保存された追加データを記載します。

ID番号
保存された前
の厚さ測定値

IDバー
第 6章

 
102



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
内部メモリに波形なしで約 475,000個の厚さ値、または波形付きで約 20,000個の厚
さ値を保存できます。オプションの外部 microSDメモリカードを使用すれば、保存
容量を 2倍にすることができます。45MGで使用可能な外部microSDカードの最大
サイズは 2GBです。

データロガーを使用すると、データファイルの作成（104ページの「データファイ
ルの作成」を参照）、多数のファイル操作の実行（118ページの「ファイル操作の実
行」を参照）、データ操作の実行（128ページの「ID上書き保護の設定」を参照）を
簡単に行うことができます。

表 5  データとともに保存される追加情報

測定に関する情報 波形に関する情報

ファイル名
ファイルヘッダーデータ
識別子
単位（mmまたはインチ）
LOS（信号喪失）
差異モード
差異基準値
アラームモード
アラームステイタス
アラーム設定ポイント
最小値または最大値モード
最小または最大の測定値
音速
分解能
探触子設定の番号および情報
コーティングの厚さ
（スルーコートが有効な場合）

ズームステイタス
水平軸制限
検出マーカー位置
遅延
測定範囲
波形表示モード
ソフトウェアオプション
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6.7.2 データファイルの作成
以下の手順は、45MGでデータファイルを作成する方法を説明しています。

GageViewインターフェイスプログラムを使用して、コンピューターから 45MGの
データファイルを作成することもできます。詳細については、『GageView Interface 
Program — User’s Manual』（マニュアル番号 : 910-259-EN [U8778347]）を参照して
ください。

データファイルを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押してから作成を選択します。
2. 作成画面で、以下の操作を行います（105ページの図 6-17を参照）。

a) ファイル名パラメーターで、最大 32文字を使用して希望のファイル名を入
力します。

b) 詳細パラメーターで、オプションによりファイル内容の詳細を入力します。
c) 検査担当者 IDで、オプションにより検査担当者の IDを入力します。
d) 検査場所パラメーターで、オプションにより測定が実行される場所の IDを
入力します。

e) お使いのアプリケーションに適したデータファイルタイプを選択します
（105ページの「データファイルタイプ」を参照）。

f) お使いのアプリケーションに適したデータファイルモードを選択します
（117ページの「ファイルデータモード」を参照）。

g) 削除保護モードをオンまたはオフに設定します。
削除保護によって、データが削除されないようにファイルをロックします。
ファイル編集機能を使用して、削除のためにファイルをロック解除すること
ができます。

h) 選択されたファイルタイプに応じて、この手順の残りの手順については、以
降の項を参照してください。
• インクリメンタル 106ページの「インクリメンタル

データファイルタイプ」を参照
• シーケンシャル 108ページの「シーケンシャル

データファイルタイプ」を参照

参考
第 6章
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図 6-17  作成画面の例

いつでも [2nd F]、[]または [2nd F]、[]を押して、画面上のパラメータ間をスク
ロールすることができます。

6.7.2.1 データファイルタイプ

次の 5つのデータファイルタイプの 1つを使用してデータファイルを作成できます。

• インクリメンタル
• シーケンシャル
• カスタムポイント付きシーケンシャル
• 2Dマトリックスグリッドファイル

• シーケンシャル +カスタ
ムポイント

109ページの「カスタムポイント
データファイルタイプのシーケン
シャル」を参照

• 2Dグリッド 111ページの「2Dグリッドデータ
ファイルタイプ」を参照

• ボイラー 115ページの「ボイラーデータ
ファイルタイプ」を参照

ヒント
ソフトウェアオプション
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• ボイラー

6.7.2.2 インクリメンタルデータファイルタイプ

インクリメンタルデータファイルタイプは、英数字の開始 ID値（最大 20文字）を
使用し、以下の増分規則を使用して次の ID値に自動的に増分されます。

• 数字と文字だけを増分し、句読点やその他の特殊文字を増分しません。
• 一番右の文字から増分し始めます。
• どちらが最初にくるかによって、最初の句読点または特殊文字、あるいは一番左
の文字に達するまで左方向に延長します。

• 数字を 0から 1、2、...、9のように増分します。文字を左に増分した後でのみ 9
から 0に戻ります。

• A、B、C、...、Zというように文字を増加させます。9Z. 文字を左に増分した後
でのみ Zから Aに戻ります。

• 測定値を保存した後に IDを増分できない場合は、しばらくの間 IDを増加できま
せん !というメッセージがヘルプテキストバーに表示されます。その後保存を行
うと、ID値の範囲を変更するまで、最後の可能な ID読取値が上書きされます。

1桁の ID番号で始まっていても、厚さ計を数桁幅の多数の数字で増分するには、最
初に前置ゼロを使用して最大桁位置数を設定しておく必要があります（106ページ
の表 6の例を参照）。

表 6  インクリメンタルファイルタイプに対して結果的に得られる IDの例

スタート ID 結果的に得られる ID

1 1, 2, 3,..., 9

0001 0001
0002
0003
...
0009

0010
...
9999

参考
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インクリメンタルデータファイルを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押し、作成を選択します（第 1パラメーターの詳細
は、104ページの「データファイルの作成」を参照）。

2. 作成画面で、以下の操作を行います（108ページの図 6-18を参照）。
a) スタート ID値を入力します。
b) 作成を選択します。

ABC ABC
ABD
ABE
...
ABZ

ACA
ACB
ACC
...
ZZZ

1A 1A
1B
1C
....
1Z

2A
2B
...

9Z

ABC*12*34 ABC*12*34
ABC*12*35
ABC*12*36
...
ABC*12*99

表 6  インクリメンタルファイルタイプに対して結果的に得られる IDの例（続き）

スタート ID 結果的に得られる ID
ソフトウェアオプション
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図 6-18  インクリメンタルファイルタイプのための作成画面

6.7.2.3 シーケンシャルデータファイルタイプ

シーケンシャルデータファイルタイプは、インクリメンタルタイプに似ていますが、
開始および終了の両方の ID番号を定義できます。結果的に生じるファイルは、開始
ポイントと終了ポイントおよびその間にあるすべての増分ポイントを含んでいます
（108ページの表 7の例を参照）。

シーケンシャルデータファイルを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押し、作成を選択します（第 1パラメーターの詳細
は、104ページの「データファイルの作成」を参照）。

表 7  シーケンシャルファイルタイプに対して結果的に得られる IDの例

スタート ID エンド ID 結果的に得られる ID

ABC123 ABC135 ABC123
ABC124
ABC125
...
ABC135

XY-GY XY-IB XY-GY
XY-GZ
XY-HA
...
XY-IB
第 6章
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2. 作成画面の最下部で、続行を選択します。
3. 作成画面で、以下の操作を行います（109ページの図 6-19を参照）。

a) スタート ID値とエンド ID値を入力します。
b) 作成を選択します。

図 6-19  シーケンシャルファイルタイプに対する ID範囲の選択

6.7.2.4 カスタムポイントデータファイルタイプのシーケンシャル

カスタムポイント（SEQ+カスタムポイント）データファイルタイプでのシーケン
シャルは、スタートおよびエンドの ID番号と一連のカスタムポイントによって定義
されます。結果的に得られるファイルは、スタートポイントおよびエンドポイント
とその間にあるすべてのポイントを含んでいます。また、割り当てられたカスタム
ポイントを使用して、ID番号位置ごとに複数の厚さ測定値が割り当てられます。

例えば、パイプやチューブに沿って測定したいとき、カスタムポイントデータファ
イルタイプでのシーケンシャルを使用します。この場合、各 ID番号位置で、パイプ
の最上部、最下部、左、および右で測定を行うことができます（110ページの表 8
の例を参照）。
ソフトウェアオプション
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各カスタムポイントで許容される文字数は、スタート ID値とエンド ID値で定義さ
れる ID文字数によって異なります。ID値およびカスタムポイントの全文字数が 20
文字を超えることはできません。例えば、110ページの表 8の例に示すとおり、ス
タート ID値とエンド ID値の文字長が 7のとき、各カスタムポイントの許容最大長
は 13（20 - 7 = 13）です。

カスタムポイント付きシーケンシャルデータファイルを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押し、作成を選択します（第 1パラメーターの詳細
は、104ページの「データファイルの作成」を参照）。

2. 作成画面の最下部で、続行を選択します。
3. 作成画面で、以下の操作を行います（111ページの図 6-20を参照）。

a) スタート ID値とエンド ID値を入力します。
b) 2つ以上のカスタムポイント値を入力します。
c) [2nd F]、[]を押して、カスタムポイント値の入力を終了します。
d) 作成を選択します。

表 8  SEQ+CUSTOM PTファイルタイプに対して結果的に得られる IDの例

スタート ID エンド ID カスタムポイン
ト 結果的に得られる ID

XYZ1267 XYZ1393 TOP
BOTTOM
LEFT
RIGHT

XYZ1267TOP
XYZ1267BOTTOM
XYZ1267LEFT
XYZ1267RIGHT
XYZ1268TOP
XYZ1268BOTTOM
XYZ1268LEFT
...
XYZ1393RIGHT
第 6章
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図 6-20  カスタムポイントデータファイルタイプでのシーケンシャルに対する ID範
囲の構成

6.7.2.5 2Dグリッドデータファイルタイプ

グリッドとは、2次元でパスを記述するように配置された一連の ID番号です。ID番
号の各部分は、特定のマトリックスの次元に対応しています。

2-D（2次元）シーケンスは、最初の縦列と最初の横列を指す ID番号で始まります
（112ページの図 6-21を参照）。シーケンスが最後の縦列（または横列）の値に達す
るまで、縦列（または横列）が 1つの値ずつ増分されます。他の次元値は一定のま
まです。このポイントで、他の次元はその最初の値から最後の値まで増分されます。
最後の縦列および最後の横列を指す ID番号に達するまで、これが繰り返されます。
縦列または横列のどちらを最初に増分するか選択することができます。
ソフトウェアオプション
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図 6-21  一般的な 2-Dグリッドの例

グリッド構造によって、グリッドの 1次元は測定対象の物理的部分に関連付けられ
る場合があります。次に各部分の特定測定ポイントがグリッドの他の次元に関連付
けられます（113ページの図 6-22を参照）。
第 6章
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図 6-22  75個の同一部分に対する 1グリッド

または、グリッドの横列および縦列が 1つの部分の表面上の測定ポイントの 2次元
マップを指す場合があります。この場合は、各部分に対して異なるグリッドが作成
されます（114ページの図 6-23の例を参照）。

横列

縦列

測定位置

ID
ソフトウェアオプション
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図 6-23  各部分に対する別名のグリッド

2-Dグリッドデータファイルを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押し、作成を選択します（第 1パラメーターの詳細
は、104ページの「データファイルの作成」を参照）。

2. 作成画面の最下部で、続行を選択します。
3. 作成画面で、以下の操作を行います（115ページの図 6-24を参照）。

a) 縦列スタート、縦列エンド、横列スタートおよび横列エンドの値を入力しま
す。

名称：エルボー
横列：01～ 10
縦列：A～ E
ID：エルボー /A0～エ
ルボー /E10

名称：ティー
横列：1～ 4
縦列：1～ 3
ID：ティー /11～
ティー /34
第 6章
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b) IDフォーマットを選択して、Zの後での文字増分方法を決定します。
標準：A, B, C... Z, AA, AB, AC... ZZ.
EPRI: A, B, C... Z, AA, BB, CC... ZZ.

c) 1次増分値で、最初に増分されるパラメーター（横列または縦列）を選択し
ます。

d) 作成を選択します。

図 6-24  2-Dグリッドデータファイルタイプに対する ID範囲の構成

45MGは、グリッドファイルが作成された後に、横列や縦列の追加、増分方向の変
更を行うことができます（122ページの「ファイルの編集」を参照）。

6.7.2.6 ボイラーデータファイルタイプ

ボイラーファイルは、ボイラー検査用の特別なファイルタイプです。厚さ測定位置
を見つける一般的な方法は、以下の 3次元アプローチを使用することです。

高さ情報
最初の次元は、ボイラーの底部から最上部までの物理的な距離を指します。

チューブ番号
第 2番目の次元は検査する特定のボイラーチューブの番号を指します。

参考
ソフトウェアオプション
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カスタムポイント
第 3番目の次元は、指定されたチューブ上の指定された高さでの実際の厚さ測
定位置を指します。

3つの次元は 1つの ID番号に結合されており、各厚さ測定値の正確な位置を高精度
で特定します。116ページの表 9は、最初にカスタムポイント、2番目にチューブ
番号、3番目に高さを増分するように選択した例を示します。

ボイラーデータファイルを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押し、作成を選択します（第 1パラメーターの詳細
は、104ページの「データファイルの作成」を参照）。

2. 作成画面の最下部で、続行を選択します。
3. 作成画面で、以下の操作を行います（117ページの図 6-25を参照）。

a) スタートパイプおよびエンドパイプの値を入力します。
b) 2つ以上のカスタムポイント値を入力します。
c) [2nd F]、[]を押して、カスタムポイント値の入力を終了します。
d) 2つ以上の高さ情報値を入力します。
e) [2nd F]、[]を押して、高さ情報値の入力を終了します。
f) 1次増分値）で、1番目に増分されるパラメーター（ポイント、パイプまた
は高さ情報）を選択します。

g) 2次増分値で、2番目に増分されるパラメーター（ポイント、パイプまたは
高さ情報）を選択します。

h) 作成を選択します。

表 9  ボイラーファイルタイプに対して結果的に得られる IDの例

高さ情報 スタートパイプ エンドパイプ カスタムポイン
ト

結果的に得られ
る ID

10フィート
20フィート
45フィート
100フィート

01 73 L（左）
C（中央）
R（右）

10FT-01L
10FT-01C
10FT-01R
10FT-02L
...
10FT-73R
20FT-01L
...
100FT-73R
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図 6-25  ボイラーデータファイルタイプに対する ID範囲の構成

6.7.3 ファイルデータモード
45MGでデータファイルを作成する場合には、どの測定値をファイルに保存するか
指定するためにファイルデータモードを選択する必要があります（104ページの
「データファイルの作成」のステップ 2.fを参照）。117ページの表 10は、使用可能
なファイルデータモードオプションの一覧です。データタイプは、1つのファイル
に対して 1種類のみ保存できます。

表 10  ファイルデータモードが保存された測定値

ファイルデータ
モード 保存される測定値 いつ使用すべきか

厚さ 一般的な厚さ測定値
エコー toエコー厚さ測定
値

基本的な厚さ測定機能を使用する
場合

スルーコート コーティングの厚さ
母材の厚さ

スルーコート使用時（88ページ
の「スルーコート（オプション）
D7906探触子および D7908探触
子による測定」を参照）

音速 音速 材料音速測定の実行時
ソフトウェアオプション
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デフォルトファイルデータモードを使用頻度の高いモードに設定することができます。

デフォルトのファイルデータモードを変更するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからシステムを選択します。
2. システム画面で、デフォルトファイルデータモードを希望のオプションに設定し
ます（117ページの表 10を参照）。

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

6.7.4 ファイル操作の実行
[ファイル ]を押すと、多くのファイル操作を実行できるメニューが開きます（119
ページの図 6-26を参照）。以下の項では、操作の実行方法について説明します。
データロガーファイルが内部microSDメモリカードに保存されます。また、これら
のファイルは外部microSDメモリーカードとのインポート /エクスポートが可能で
す。

最小 /最大 最小厚さ
最大厚さ

最小 /最大モードの使用時（143
ページの「最小、最大、または最
小 /最大厚さモードの使用」を参
照）

伝播時間 伝播時間 伝播時間の測定時

減肉率 母材の厚さ
減肉率

減肉率差異モードの有効時（145
ページの「アラームの使用」の減
肉率を参照）

表 10  ファイルデータモードが保存された測定値（続き）

ファイルデータ
モード 保存される測定値 いつ使用すべきか
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図 6-26  ファイルメニュー

6.7.4.1 ファイルを開く

既存のファイルを開いて、そのファイルを新しい測定値の保存先にすることができ
ます。

ファイルを開くには

1. [ファイル ]、 を押した後、開くを選択します。
2. 開く画面で、以下の操作を行います（120ページの図 6-27を参照）。

a) ソートで、画面に表示されているファイルの分類方法（ファイル名または作
成日）を選択します )。

b) ファイルリストで、開きたいファイルを選択します。
強調表示されたファイル名の説明ヘッダーが画面の下部に表示されます。

c) 開くを選択して、アクティブファイルとして選択されたファイル内で、最初
の ID番号に設定された ID番号が表示された測定画面に戻ります。
ソフトウェアオプション
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図 6-27  ファイルを開く

6.7.4.2 ファイルの参照

内部データロガーに保存したファイルの内容を参照するには 2種類の方法がありま
す。ファイルメニューから開くを選択するか、レビューを選択します。

[開く ]でファイルを参照するには

1. [ファイル ]、 を押した後、開くを選択します。
2. [2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押し、ファイルレビュー画面を開きます（128
ページの「IDレビュー画面」を参照）。

[レビュー ]でファイルを参照するには

1. [ファイル ]を押し、レビューを選択してから [ENTER]を押します。
2. 開く画面で、ソートを選択してから名前または作成日を選択し、画面の表示方法
を選択します。

3. ファイルリストで、確認したいファイルを選択します。強調表示されたファイル
名の説明ヘッダーが画面の下部に表示されます。

4. レビューを押して、選択したファイルのレビュー画面に移動します。
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6.7.4.3 ファイルのコピー

データロガーに既存のファイルをコピーすることができます。ファイルのコピー機
能は、以前に作成されたファイルとまったく同じ ID番号構造を持つ新しいファイル
を作成するときに便利です。厚さデータのコピーを選択することもできます。

ファイルのコピー機能では、内部メモリー内の既存のファイルを内部メモリーにコ
ピーします。内部メモリと外部microSDカードの間でデータをコピーするには、
ファイルのインポートおよびエクスポート機能を使用してください。

ファイルをコピーするには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押してからコピーを選択します。
2. コピー画面で、以下の操作を行います（121ページの図 6-28を参照）。

a) リストで、ソースファイルを選択します。
b) コピー名に、新しいコピーファイルの名前を入力します。
c) 元のファイルから新しいファイルに厚さ測定値もコピーしたいときは、厚さ
データのコピーをはいに設定します。

d) コピーを選択します。

図 6-28  ファイルのコピー

3. 新しく作成されたファイルをアクティブファイルにするには、そのファイルを開
きます（119ページの「ファイルを開く」を参照）。
ソフトウェアオプション
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6.7.4.4 ファイルの編集

ファイルを作成したら、編集機能を使用して、次のファイルパラメーターを変更す
ることができます。

• ファイル名
• ファイルの説明
• 検査担当者 ID

• 検査場所
• 保護の削除（オン /オフ）
• グリッドファイルの横列エンド、縦列、またはポイント
• グリッドファイルの順番の増分
• 横列、縦列、ポイント、チューブ数、および高さ情報に対する増分の方向（「次
へ」または「戻る」）

編集機能でファイルタイプの編集はできません。また、個々の測定識別子（ID）ま
たは実際の厚さ測定値を編集することもできません。

既存のファイルを編集するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押してから変更を選択します。
2. 編集画面で、以下の操作を行います（123ページの図 6-29を参照）。

a) リストで、編集するファイルを選択します。

ファイル名をスクロールすると、強調表示されたファイル名の説明ヘッダーが画面
の下部に表示されます。この情報は、正確なファイル名が分からない場合に正しい
ファイルを選択するのに役立ちます。

b) ファイル名を変更するには、ファイル名値を編集します。
c) ファイル説明（詳細）、検査担当者（検査担当者 IDおよび検査場所（検査場
所）を必要に応じて編集します。

d) ファイルロック状態を変更するには、削除保護をオンまたはオフに設定しま
す。

e) グリッドのないファイルの場合は更新を選択します。

参考
第 6章
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図 6-29  新しいファイル情報の入力

3. グリッドファイルの場合は、続行を選択してから、変更画面の 2ページ目で、
以下の操作を行います（123ページの図 6-30を参照）。
a) 縦列エンドおよび横列エンドの値を必要に応じて大きくします。この値を小
さくすることはできません。

b) 必要な場合は、1次増分値を変更します。
c) 横列、縦列、ポイント、チューブ番号、および高さ情報に対する増分の方向
を変更します。
FORWARD（次へ）はファイルの作成時に次へ進む方向に増分し、
REVERSE（戻る）は元のファイルの作成時とは逆方向に増分します。

d) 更新を選択します。

図 6-30  グリッド編集画面の表示
ソフトウェアオプション
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6.7.4.5 ファイルまたはその内容の削除

ファイル削除機能を使用すると、データロガーメモリーからファイルを完全に削除
したり、ファイルの内容を削除することができます。削除保護されているファイル
は、削除保護が無効になるまで削除できません（122ページの「ファイルの編集」
を参照）。

一旦ファイルを削除すると、そのファイルに含まれていた内容を復元することはで
きません。

45MGに保存されたファイルを削除するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押してから削除を選択します。
2. 削除画面で、以下の操作を行います（125ページの図 6-31を参照）。

a) ファイル全体を削除するために削除ファイルをファイルに設定します。
b) リストで、削除したいファイルを 1つまたは複数選択します。
選択したファイル列の右にチェックマークが表示されます。

c) [2nd F]、[]を押して、リストを終了します。
d) 希望の保存されたデータの削除またはファイル全体オプションを選択しま
す。

e) ファイルの内容のみを削除する場合は、削除モードをデータに設定します。
または
メモリーからファイルを完全に消去する場合は、削除モードをファイルに設
定します。

f) ENTERを押して、操作を確認します。

注意
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図 6-31  ファイルの削除

複数ファイルの削除を選択し、その中に削除保護されているファイルが含まれてい
る場合は、削除保護されていないファイルのみが削除されます。

6.7.4.6 一連の IDの削除

メモリ消去機能を使って、アクティブファイル内の一連の IDのデータを削除するこ
とができます。この機能は、インクリメンタルおよび手動（GageViewに内蔵）の
データファイルでは、データおよび ID番号位置の両方を削除します。他のデータ
ファイルタイプでは、データのみ削除され、ID番号位置は削除されません。

ファイルで一連の IDを削除するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押してから削除を選択します。
2. 削除画面（126ページの図 6-32を参照）で、削除ファイルを IDレンジに設定し
ます。

3. スタート IDとエンド ID値を編集して、ファイルから削除したい一連の IDを定
義します。

4. 削除を選択します。

参考
ソフトウェアオプション
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図 6-32  アクティブファイルでの ID範囲のデータの削除

6.7.4.7 すべてのデータファイルの削除

リセット機能を使って、45MGに保存されたすべてのファイルをすばやく消去する
ことができます。

内部メモリーリセットまたはマスターリセットを使用して、これらのファイルに含
まれるすべてのファイルおよびデータを消去します。ファイルに含まれている削除
済みファイルおよびデータは復元できません。この手順の実行後、データロガーは
完全に空になります。

すべてのファイルを削除するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからリセットを選択します。
2. リセット画面で、以下の操作を行います（127ページの図 6-33参照）。

a) リセットリストで、内部メモリーリセットまたはマスターリセットを選択し
て、内部microSDメモリーカード上のすべてのファイルを削除します。

b) リセットを選択し、すべてのファイルを削除します。
または
キャンセルを選択するか、[測定 ]を押して、操作を中止します。

注意
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図 6-33  測定をリセットするときの警告メッセージ

6.7.4.8 メモリーステイタスの表示

メモリーステイタスを表示するには

1. [ファイル ]を押し、メモリーを選択してから、[ENTER]を押してメモリーステ
イタス画面を表示します（127ページの図 6-34を参照）。この画面には、内部
メモリーに保存されているファイル数および現在の記憶容量が表示されます。

図 6-34  メモリーステイタス画面
ソフトウェアオプション
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6.7.5 ID上書き保護の設定

ID上書き保護をオンにして、ファイル内の既存の測定を上書きしようとするたびに
警告を出すようにすることができます。この機能はいつでも有効にすることができ
ます。

ID上書き保護が有効になっているときにデータを保存しようとすると、ヘルプテキ
ストバーに既存の厚さ測定値 /波形データが上書きされるというメッセージが表示
されます（128ページの図 6-35を参照）。はいを選択して、前の測定値を新しい測
定値に置き換えるか、いいえを押して元の値のままにしておきます。

図 6-35  ID上書き保護メッセージ

ID上書き保護を設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから測定を選択します。
2. 測定画面で、ID上書き保護をオンまたはオフに設定します。
3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

6.7.6 IDレビュー画面

レビュー画面を使用して、アクティブファイルに保存されたデータを確認すること
ができます。IDレビュー画面の状態を切り替えるには、[2nd F]、[ファイル ] （ID#）
を押します。IDレビュー画面には、アクティブ IDに対する波形とデータが表示され
ます。
第 6章
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129ページの図 6-36に、IDレビュー画面の例を示し、その内容について説明しま
す。波形の下の領域は、表示された保存厚さ値について記述するステータスフラグ
のために予約されています。フラグは、送信コマンドを使用して厚さ計から送信さ
れるステイタスワードと同じ 1文字の省略形です（201ページの「通信およびデー
タ転送の管理」を参照）。

図 6-36  IDレビュー画面の確認

IDレビュー画面には、次の 3つの目的があります。

• アクティブファイルに保存された ID位置をスキャンすることによって、データ
ロガーの内容をレビューする

• データファイル内を移動して、現在の ID位置をデータファイルのすでに存在す
る任意の位置に変更する

• 現在の ID位置を編集するため、データファイルのすでに存在する任意の位置に
変更する

二振動子型探触子
使用時のゲイン

有効な ID

二振動子型探触子 :
DE-STD：標準
DE-AEtoE：自動エコー toエ
コー
DE-MEtoE：手動エコー to
エコー

一振動子方探触子：
SE-M1: モード 1

差異モード：
D:X.XXXIN: ノーマ
ル

アラーム：
ロー : ローアラーム
ハイ : ハイアラーム

m: 最小値 /最大値

LOS: 信号喪失インジケー

m: 最小値
M: 最大値
ソフトウェアオプション
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6.7.6.1 保存されたデータのレビューとアクティブ IDの変更

IDレビュー画面でアクティブファイルのデータをレビューすることができます。

保存されたデータをレビューし、アクティブ IDを変更するには

1. レビューしたいファイルを開きます（119ページの「ファイルを開く」を参照）。
2. 測定画面で、[2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押します。
3. IDレビュー画面（129ページの図 6-36を参照）で、以下の手順を実行します。

a) アクティブ IDに対する波形、ステイタスフラグ、および測定された値をレ
ビューします。

b) []を押して、ファイル内の次の IDに対するデータを表示します。
c) []を押して、ファイル内で以前の IDに対するデータを表示します。
d) [2nd F]、[]および [2nd F]、[]を押してそれぞれ、ファイル内の最後の ID
および最初の IDに移動します。

e) [2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押して IDを編集します（130ページの「ID
の変更」を参照）。

4. [測定 ]を押して、新しいアクティブ IDが表示された測定画面に戻ります。

6.7.6.2 IDの変更

次のように IDを変更することができます。

• アクティブ IDを変更して、すばやく既存の IDに移動します。これは、大きな
ファイルを扱うときに、矢印キーで希望の IDを見つけるには時間がかかりすぎ
る場合に役立ちます。

• アクティブ IDをまだファイルに存在しない、新しい IDに変更します。このモー
ドは、アクティブファイルに追加測定ポイントを含めたいときに便利です。デー
タベースの任意の箇所に追加 IDを加えることができます（先頭、真ん中、最
後）。

IDの編集中は保存データは表示できません。
参考
第 6章
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ID編集モードを使用するには

1. 編集したい IDを含むファイルを開きます（119ページの「ファイルを開く」を
参照）。

2. 測定画面で、[2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押します。
3. 編集したい IDを選択します（130ページの「保存されたデータのレビューとア
クティブ IDの変更」を参照）。

4. [2nd F]、[ファイル ] （ID#）を再度押して、ID値を編集します（131ページの
図 6-37を参照）。

図 6-37  ID番号編集モードの編集

5. [測定 ]を押して、新しいアクティブ IDが表示された測定画面に戻ります。
6. 編集された IDがデータベースにない場合は、132ページの図 6-38に示すヘルプ
テキストバーメッセージが表示されます。挿入を選択して、アクティブ IDの前
に新しい IDを挿入します。
または
追加を選択して、ファイルの最後に新しい IDを追加します。
ソフトウェアオプション
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図 6-38  編集された IDがデータベースにないときのメッセージ

7. アクティブ測定値の有無に関わらず [保存 ]を押し、編集した IDをデータベース
の固定データにします。
以前のアクティブ IDでシーケンスが再開されます。

6.7.6.3 アクティブファイル内のデータの消去

次の手法で消去されたデータは復元できません。

1つの測定を消去するには

1. 測定画面で、[2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押します。
IDレビュー画面が表示され、アクティブ IDが保存されたデータとともに表示さ
れます。

2. 削除する IDを選択してから（130ページの「保存されたデータのレビューとア
クティブ IDの変更」を参照）、[測定 ]を押します。

3. 測定値が表示されないときに [保存 ]を押して「--.---」を保存してから、その測
定値 IDを削除します。
表示された IDがシーケンス内の次の IDに変更されます。

注意
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厚さ測定値を置き換えるには、測定画面から希望の IDで新しい測定を保存するほう
がより簡単です。特定の IDで測定を保存したくない場合は、測定を行っていないと
きに測定画面から [保存 ]を押します。これにより、特定の ID番号で信号喪失
（LOS）条件および—-.—-が保存されます。

4. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

インクリメンタルファイルに保存されている測定値を削除すると、その IDも削除さ
れます。他のすべてのファイルタイプでは、厚さおよび波形データのみが削除され
ます。

6.7.7 レポートの作成
45MGは、コンピュータまたはプリンターに接続しなくても検査データレポートを
作成できます。以下のレポートが作成されます。

ファイルサマリー
ファイルの基本的な統計情報（最小厚さおよび位置、最大厚さおよび位置、ハイ
アラームおよびローアラーム条件と平均値、中央値、および標準偏差）を示しま
す。

最小値 /最大値サマリー
ファイルでの最小および最大の厚さを保持する ID番号位置のリストを示します。

アラ－ムサマリー
ローアラームおよびハイアラームが発生したすべての ID番号位置のリストを示
します。

ファイルの比較
2つのファイルを選択し、比較することができます。最初のファイルには以前の
検査データ、2番目のファイルには現在の検査データがあります。レポートは、
最大減肉および肉厚が増加した箇所の測定値とそれらの ID番号位置を示します。

ヒント

参考
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最小値レビュー
ファイルを選択し、そのファイル内の最小厚さを示したすべての位置をレビュー
することができます。最小厚さを示した位置すべてで厚さを確認し、必要に応じ
てそれらを置き換えることができます。

レポートを作成するには

1. 測定画面で、[ファイル ]を押してからレポートを選択します。
2. サブメニューで、レポートの希望のタイプを選択します。

• ファイルサマリーで、手順 3に進みます。
• 最小 /最大サマリーで、手順 4に進みます。
• ファイルの比較で、手順 5に進みます。
• アラームサマリーで、手順 6に進みます。
• 最小値レビューで、手順 7に進みます。

3. ファイルサマリー画面で、以下の操作を行います（134ページの図 6-39を参
照）。
a) レポートを作成したいファイルを選択します。
b) レポートを選択します。
ファイルサマリーレポート結果画面が開きます（135ページの図 6-40を参
照）。

図 6-39  ファイルサマリーレポート画面
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図 6-40  ファイルサマリーレポート結果画面

c) キャンセルを選択して、測定画面または新規レポートに戻って別のレポート
を作成します。

4. 最小値 /最大値サマリー画面で、以下の操作を行います。
a) レポートを作成したいファイルを選択します。
b) レポートを選択します。
最初の最小 ID#が強調表示された状態で最小値 /最大値サマリーレポート結
果画面が開きます（135ページの図 6-41を参照）。

図 6-41  最小値 /最大値サマリーレポート画面
ソフトウェアオプション
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c) [2nd F]、 []または [2nd F]、[]を押して、#最小値リストと #最大値リスト
の間を移動します。

d) キャンセルを選択して、測定画面または新規レポートに戻って別のレポート
を作成します。

5. ファイル比較画面で、次の操作を行います（136ページの図 6-42を参照）。
a) 上のリストで、比較に使用する基準ファイルを選択します。
b) 下のリストで、比較ファイル（同じ測定ポイントのより新しいデータを含
む）を選択します。

c) レポートを選択します。
ファイル比較レポート結果画面が、最初の最大減肉を示す IDが強調表示さ
れた状態で開きます（137ページの図 6-43を参照）。

図 6-42  ファイル比較レポート画面
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図 6-43  ファイル比較レポート結果画面

d) 最大減肉の位置リストと最大増加の位置リストのレビュー
e) キャンセルを選択して、測定画面または新規レポートに戻って別のレポート
を作成します。

6. アラームサマリー画面で、以下の操作を行います。
a) レポートを作成したいファイルを選択します。
b) レポートを選択します。
最初のローアラーム位置を示す IDが強調表示された状態で、アラームサマ
リー）画面のレポートページが開きます（137ページの図 6-44を参照）。

図 6-44  アラームサマリーレポート結果画面
ソフトウェアオプション
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c) ローアラームおよびハイアラーム位置リストをレビューします。
d) キャンセルを選択して、測定画面または新規レポートに戻って別のレポート
を作成します。

7. 最小値サマリー画面で、以下の操作を行います。
a) レポートを作成したいファイルを選択します。
b) レポートを選択します。
最小厚さを示した IDが強調表示された状態で最小値レビューレポート結果
画面が開きます（138ページの図 6-45を参照）。

図 6-45  最小値 /最大値サマリーレポート結果画面

c) リストで、IDを選択します。
45MGは、ファイル内の選択された最小値の IDでライブ測定画面に戻りま
す（139ページの図 6-46を参照）。
第 6章
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図 6-46  測定画面に戻る

d) 最小値の ID位置に戻って、探触子を当てて厚さを確認し、[保存 ]を押し
て、新しい測定を保存することができます。

e) []キーと []キーを使用して、他の最小値レビューリスト IDに移動しま
す。

[測定 ]]を押して最小値レビューを終了します。
ソフトウェアオプション
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7. 特殊機能の使用

この章では、差異モードおよび厚さモード、アラーム、本体ロック、フリーズの表
示など、45MGの特殊機能およびモードの使用方法について説明します。この項で
概説している機能は、基本的な厚さ測定の操作には必要ありませんが、厚さ計をさ
まざまな用途に広く利用できるようになります。

7.1 差異モードの有効化と設定

45MGには差異モードがあり、実際の測定値とユーザーが入力した基準値を簡単に
比較することができます。実際の厚さ測定値は厚さ表示エリアに表示され、差異値
は差異表示エリアに表示されます（141ページの図 7-1を参照）。

図 7-1  ノーマル差異モード（波形表示オプションが有効な場合に表示）

差異厚さの単位と分解能は、厚さ測定のために選択された単位および分解能と同じ
です。

差異値

実際の厚さ
特殊機能の使用
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ノーマルまたは%比率のときに、[保存 ]を押すと（データロガーオプション）、実
際の厚さ値と差異（Differential）モードが有効であることを示す「D」フラグが保存
されます。

差異モードをオンにして設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、差異を選択します。
2. 差異画面で（142ページの図 7-2を参照）、以下の操作を行います。

a) 有効化をオンに設定して、差異機能を有効にします。
b) 差異モードで、次の 3つの差異モードから 1つを選択します。

• ノーマル：実際の厚さ測定値と入力した基準値との差分を表示します。

• %比率：実際の厚さと入力した基準値からのパーセンテージによる差分
を示します。

• 減肉率：実際の厚さ測定値と元の値とのパーセント差分を示します。元
の値とは曲げ処理前の金属の厚さです。金属の曲げ加工など、壁が薄く
なる割合を追跡する場合に、このモードを使用します。

c) 差異モードがノーマルまたは%比率に設定されているときは、基準値テキ
ストボックスに基準値を入力します。

図 7-2  差異モード画面

?????? ????? ???–=

??% ??
????? ???–

???
-------------------------×100=
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差異モードが減肉率のみに設定されているときは、以下の操作を行います。
d) 元の厚さテキストボックスで、金属を曲げる前に測定した元の厚さ値を入力
します。

e) 大きなフォントテキストボックスで、測定画面の最下部に大きなタイプフォ
ントで表示する測定（厚さまたは減肉率）を選択します。

3. [測定 ]を押して、差異値が表示された測定画面に戻ります。

7.2 最小、最大、または最小 /最大厚さモードの使用

最小、最大または最小 /最大モードをオンにして、保存された最小および最大また
はそのいずれかの厚さ値を表示することもできます。最小および最大、またはその
いずれかの値が、メイン厚さ測定値の左側に表示されます（144ページの図 7-3を
参照）。探触子を外したとき、または信号喪失（LOS）が発生した場合には、最小ま
たは最大厚さ値がメイン厚さ表示に替わります。置き換えられた値は、白抜き数字
で表示されます。
特殊機能の使用
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図 7-3  最小および最大、またはそのいずれかの厚さの表示（波形表示オプションが
有効な場合）

最小または最大厚さモードをオンにすると、自動的に最高の表示更新速度になりま
す。このモードをオフにすると、表示更新速度は元の状態に戻ります。

アクティブ測定値
最小厚さ

アクティブ測定値
最大厚さ

信号喪失中に呼び出された

最大厚さ

アクティブ測定値
最小 /最大厚さ

参考
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最小厚さモードおよび最大厚さモードは、最小モードを有効にした時点で、または
リセットした時点で測定された最小厚さおよび最大厚さを表示します。このモード
は、試験片で一連の測定中に得られた最も薄い、または最も厚い測定値を判定する
ときに役立ちます。

最小、最大、または最小 /最大モードをオンにするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、測定を選択します。
2. 測定画面で、最小 /最大を希望のモード（(オフ、最小、最大、または両方）に
設定します。

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。
4. 測定画面で、もう一度 [測定 ]を押して、保持されている最小値、最大値、また
は最小 /最大値をリセットします。
厚さ表示は空白となり、古い最大 /最小値がリセットされることを示します。ま
た、最大 /最小測定値を保存または送信すると、値がリセットされます。

7.3 正しくない最小 /最大厚さ測定値の防止

試験片から探触子を持ち上げると、正しくない最小または最大測定値が出力される
可能性があります。これは、特に滑らかな表面に過剰な接触媒質が存在し、探触子
を持ち上げたときに装置が接触媒質層の厚さを読み取ってしまうことが原因です。

正しくない最小 /最大厚さ測定値を防ぐには

1. 最小または最大厚さモードをオンにします（143ページの「最小、最大、または
最小 /最大厚さモードの使用」を参照）。

2. 探触子を取り外す前に、[フリーズ ]を押して測定または波形表示（オプション）
をフリーズさせます。

3. 探触子を外したら、もう一度 [フリーズ ]を押して表示をフリーズ解除して、最
小厚さおよびオプションの波形表示を呼び出します。

7.4 アラームの使用

45MGのアラームモードの 1つをオンにすると、実際の厚さ測定値が基準値（編集
可能）を超える、または下回る状況を確認できます。
特殊機能の使用
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アラームの条件が発生すると、45MGは以下のような警告を出します。

• ハイまたはローアラームインジケーターが、測定画面の右下に赤い背景で点滅し
ます（146ページの図 7-4を参照）。

• 厚さ値は赤で表示されます。
• ビープ音が有効になっているときは（53ページの「ユーザーインターフェイス
言語とその他のシステムオプションの設定」を参照）、45MGから長いビープ音
が鳴ります。

画面配色が屋内表示となっているときにのみ、厚さ値およびアラームインジケー
ターがカラーで表示されます（画面配色を変更するには、57ページの「画面配色」
を参照）。

図 7-4  ハイアラームインジケーターの例（波形表示オプションが有効な場合）

データロガーオプションにより、保存されたすべての測定値に関するアラーム条件
が 2番目のステータスボックスに記録されます。Aはアラームモード、Lはローア
ラームモード、Hはハイアラーム条件を示します。

参考

ハイアラームイ

厚さ測定値（ア
ラーム条件時に

赤になる）

保存された前の
厚さ測定値
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アラームモードには、標準、B-スキャン、減肉率の 3種類があります。

標準
標準アラームモードでは、測定された実際の厚さが基準値より上（高）または下
（低）になると警報を発します。基準値は、装置の現在の単位および分解能を使
用した厚さ設定ポイントです。

B-スキャンおよび減肉率アラームは、B-スキャンまたは減肉率（差異モード）が有
効な場合にのみ使用することができます。これらの機能は、B-スキャンおよび減肉
率アラームを有効にする前に最初にオンにしておく必要があります。

B-スキャン
B-スキャンアラームモードは、B-スキャンの厚さ範囲内基準値のラインが B-
スキャングリッドに表示される場合を除いて、スタンダードアラームモードと似
ています（147ページの図 7-5を参照）。またアラームは、B-スキャンフリーズ
レビューモードでも B-スキャン厚をレビューするときに動作します。

図 7-5  B-スキャンアラームモードの例

参考

赤色アラーム
リミット
特殊機能の使用
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画面配色が屋内表示となっているときにのみ、厚さ値およびアラームインジケー
ターがカラーで表示されます（画面配色を変更するには、57ページの「画面配色」
を参照）。

減肉率
減肉率オプションは、有効なファイルがファイルデータモードを減肉率に設定し
て構成されているときにのみ表示されます。ロー（黄色アラーム）およびハイ
（赤色アラーム）リミットに減肉率を設定すると、装置は以下の項目を表示しま
す（148ページの図 7-6を参照）。

• 赤色アラーム値以上の減肉率に対する赤色インジケーター
• 黄色アラーム値と赤色アラーム値の間の減肉率に対する黄色インジケーター
• 黄色アラーム値より小さな減肉率に対する緑色インジケーター

図 7-6  黄色および赤色インジケーター（波形表示オプションが有効な場合）

アラームを設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからアラームを選択します。
2. アラーム画面で、以下の操作を行います（149ページの図 7-7を参照）。

a) アラームオンをオンに設定して、アラーム機能をオンにします。

参考

黄色アラームインジケーター 赤色アラームインジケーター
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b) アラームモードで、希望のアラームモード（標準、B-スキャン、減肉率）
を選択します。
その他のパラメータはー、選択したアラームモードによって異なります。

B-スキャンオプションは、B-スキャンモードがオンのときにのみ表示されます
（170ページの「B-スキャンの使用」を参照）。
減肉率オプションは、有効なファイルがファイルデータモードパラメーターを減肉
率に設定して構成されているときにのみ表示されます（117ページの「ファイル
データモード」を参照）。

図 7-7  標準アラームの設定

3. アラームモードが標準または B-スキャンに設定されているときに、ローアラー
ム値およびハイアラーム値を設定します。
または
アラームモードを減肉率に設定した状態で、黄色アラーム値と赤色アラーム値を
設定します。

4. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

参考
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ある単位系で入力されたアラーム基準値は、別の単位が選択されると、その単位で
の等価値として表示されます。

7.5 本体のロック

45MGには、管理者が特定の機能へのアクセスを制限できる本体ロックがあります。
管理者はパスワードを入力して、他のユーザーが機能をロック解除できないように
することもできます。いったんパスワードが設定されると、そのパスワードが再入
力されない限り、機能のロックおよびロック解除は行えません。

次の機能をロックすることができます。

• [音速校正 ]および [ゼロ校正 ]による校正
• [ゲイン /波形調整 ]によるゲインと波形の調整
• [設定呼出 ]での探触子設定呼び出し
• [設定 ]からアクセスする設定メニュー
• [ファイル ]からアクセスするファイルメニューまたはデータロガー

[音速校正 ]及び [ゼロ校正 ]をロックした場合にも、ファンクション（[2nd F]、[ゼ
ロ校正 ]（自動ゼロ調整）は使用することができます。

材料音速や試験片のゼロ点校正など、校正をロックすると校正値の変更が防止され
るため、測定値も変わりません。ただし、これらの値を閲覧し、測定画面および
データロガーの機能を使用することはできます。

ロックされている機能の使用しようとすると、ヘルプバーに機能がロックされてい
ることを示すメッセージが表示されます（151ページの図 7-8を参照）。

参考

参考
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図 7-8  ロックされた機能のヘルプバーでのメッセージ例

パスワードを設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからパスワードを選択します。
2. パスワード画面（151ページの図 7-9を参照）で、最大 8文字の英数字でパス
ワードを入力してください。

パスワードを忘れた場合は、マスターパスワードの「OLY45MG」を入力して、厚さ
計をロック解除し、忘れたパスワードを無効にすることができます。
パスワードを変更したいときは、最初にマスターパスワードを使用して現在のパス
ワードを無効にしてから、新しいパスワードを設定してください。

3. 完了を選択して本体ロックをオンにし、測定画面に戻ります。

図 7-9  パスワード画面

重要
特殊機能の使用
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厚さ計の機能をロックおよびロック解除するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからロックを選択します。
2. 差異画面で（152ページの図 7-10を参照）、以下の操作を行います。

a) パスワードが設定されている場合は、パスワード 入力テキストボックスに
パスワードを入力します。

b) ロックしたい機能をロックに設定し、ロック解除したい機能をロック解除に
設定します。

c) 設定を選択して本体ロックをオンにし、測定画面に戻ります。

図 7-10  ロック画面

7.6 測定または波形表示（オプション）のフリーズ

[フリーズ ]を押すと、表示中の測定や波形表示（オプション）の更新が停止し、探
触子を動かしたり、外したりしても表示上の波形と厚さを維持することができます。
フリーズ機能がオンのときには、画面の右側にフリーズインジケーター（ ）が表
示されます。

フリーズ機能は、探触子を試験片に接触させておかなくても、ゲインパラメーター
を簡単に設定したり、B-スキャンをレビューしたり、高温測定を実行するのに便利
です。

フリーズ機能を使用して、試験片から探触子を離す前に測定を一時停止すれば、
誤った最小値または最大値の記録を防止することができます。
第 7章

 
152



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
波形および厚さの表示をフリーズさせるには

1. 測定中に [フリーズ ]を押します。
2. 波形表示または厚さ表示のフリーズを解除するには、もう一度 [フリーズ ]を押
します。

[測定 ]または [保存 ]（データロガーオプションが有効な場合）を押すと、表示のフ
リーズが解除されます。

参考
特殊機能の使用
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8. 装置の設定

この章では、装置の測定、システム、および通信パラメーターの設定方法を説明し
ます。

8.1 測定パラメーターの設定

測定設定は、最もよく使用される設定メニュー画面で、厚さ計の測定機能に関する
グローバルパラメーターにアクセスできます。

測定パラメーターを設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから測定を選択します。

測定画面のパラメーターは、一振動子型探触子または二振動子型探触子のどちらが
接続されているかによって異なる場合があります（156ページの図 8-1を参照）。

参考
装置の設定
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図 8-1  測定画面

2. 一振動子型探触子を使用した場合の測定画面では、測定モードテキストボックス
に登録されている次のオプションから厚さ計で測定および表示を選択します。
• 厚さ：検査される部分の厚さ
• 音速測定：検査される部分の材料音速
• 伝播時間（TOF）：検査する部分の音の往復伝播時間
または
二振動子型探触子を使用した場合の測定画面では、測定オプションテキストボッ
クスに登録されている次のオプションから厚さ計で使用する測定方法を選択しま
す。
• 標準：最初の底面エコーを測定
• 自動エコー toエコー測定（オプション）：連続する 2つの底面エコー間を測
定

• 手動エコー toエコー測定（波形表示のオプション）：複数の底面エコーを手
動で測定

3. 単位タイプテキストボックスで、インチまたはミリメートルの単位を選択しま
す。
伝播時間測定の単位には常にマイクロ秒が使用されます。

4. 分解能テキストボックスで、標準、ロー、またはハイのいずれかを選択します
（60ページの「厚さ分解能の変更」を参照）。

5. 最小 /最大テキストボックスで、最小、最大、または両方のいずれかを選択して
モードを有効にします（143ページの「最小、最大、または最小 /最大厚さモー
ドの使用」を参照）。

二振動子型探触子の場合一振動子型探触子の場合
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6. ホールドブランクテキストボックスで信号喪失（LOS）が発生している間に、装
置を最後に測定した厚さおよび波形を表示し続ける（ホールド）か、または保持
しない（ブランク）保持しないのいずれかに構成します。

最小 /最大とホールドブランク機能は同時には使用できません。ホールドブランク
機能を変更できるように、最小 /最大をオフに設定してください。同様に、最小 /最
大機能を変更できるように、ホールドブランクをブランクに設定する必要がありま
す。

7. 測定レートで、測定更新速度を調整します（59ページの「測定値更新速度の調
整」を参照）。

8. 一振動子型探触子を使用する場合にのみ、平均化をオフに設定して厚さ値の平均
化をオフにするか、平均化をオンにして最新の 5つの厚さ測定値の平均値を出
すか、または平均化をオン -Qバーに設定して測定画面の下に平均化された測定
値が安定していることを示す Q-バーを表示します。

9. すでに値がある IDに測定値を保存しようとしているときに（データロガーオプ
ションの場合のみ）、ヘルプバーの確認メッセージを見たい場合は、ID書込み保
護をオンに設定します（128ページの「ID上書き保護の設定」を参照）。

10. 一振動子型探触子でのみ、クイック設定呼出をオンに設定し、[2nd F]と矢印
キーを組み合わせて使用し、最初の 4つのカスタム設定のクイック呼び出しを
起動します（198ページの「一振動子型探触子用カスタム設定のクイック設定呼
出」を参照）。

11. 一振動子型探触子でのみ、AGCをオンに設定して、測定されるすべての底面エ
コーを自動的に同じ振幅にするよう自動ゲインコントロール（AGC）機能を設
定します。

AGC機能は、ほとんどの標準的な厚さ測定アプリケーションで有効に機能し、デ
フォルトでオンになります。厚さ測定アプリケーションによっては、レシーバーゲ
インは最大値またはそれに近い値に設定されます。そのようなケースでは、AGC機
能をオフにして測定が不安定にならないようにしてください。

12. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

参考

ヒント
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8.2 システムパラメーターの設定

システム画面で、45MGの数多くのシステムパラメーターを設定することができま
す。

システムパラメーターを設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、システム
を選択します。システム画面が表示されます（158ページの図 8-2を参照）。

図 8-2  システム画面

2. ビープ音を、オンあるいはオフに設定します（53ページの「ユーザーインター
フェイス言語とその他のシステムオプションの設定」を参照）。

3. 自動電源オフをオンまたはオフにします（53ページの「ユーザーインターフェ
イス言語とその他のシステムオプションの設定」参照）。

4. 言語テキストボックスで、希望するユーザーインターフェイスの言語を選択しま
す（53ページの「ユーザーインターフェイス言語とその他のシステムオプショ
ンの設定」を参照）。

5. 整数と小数点以下の桁を区別するために、基数タイプを希望の文字（ピリオドま
たはコンマ）に設定します。

6. KEYデータ保存を厚さ測定値（厚さ）のみまたは厚さ測定値と波形（厚さ +波
形）の両方を保存するように設定します。
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校正パラメーターと設定パラメーターも常に厚さ測定値とともに保存されます。

7. ファイル作成時に、デフォルトファイルモードを希望のデフォルトファイルデー
タモードに設定します（117ページの「ファイルデータモード」を参照 )。

8. テキスト変更モードで、英数字を入力するための適切なオプションに設定しま
す。使用可能なオプションは、バーチャルキーボード（バーチャル）または従来
の文字ホイール選択（従来式）の 2つです（49ページの「テキスト変更モード
の選択」を参照）。

9. SDカードに画面転写をオンに設定して、[2nd F]、[設定 ]を押したときに、
45MGが、スクリーンショットの BMPイメージファイルをmicroSDカードに
作成できるようにします（209ページの「外部 microSDカードへの画面キャプ
チャの送信」を参照）。

10. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

8.3 通信の設定

45MGは、USBポートを備えており、厚さ計をコンピューターに接続することがで
きます。45MGとコンピューターを接続すると、データの送受信やコンピューター
からのリモート制御が可能になります（データロガーオプションを有効にしている
場合）。リモートコマンドおよび FTP（ファイル転送プロトコル）の説明書は、必要
に応じて入手できます。

使用したい通信パラメーターを選択します。

通信パラメーターを設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、通信を選択します。
2. 通信画面で、以下の操作を行います（161ページの図 8-3を参照）。

a) 通信プロトコル）で、装置が通信に使用するリモートコマンドセットを選択
します。
• マルチキャラクタ：GageViewインターフェイスプログラムが動作して
いるコンピューターとの通信に使用されるマルチキャラクタコンマンド

参考
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• シングルキャラクタ：キーストロークを模擬したコマンドを遠隔送信す
ることによって外部プログラムが厚さ計を制御しているときに通常使用
されるシングルキャラクタコマンド

b) 出力フォーマットで、出力されているデータのフォーマット（F1、F2、F3、
...F10）を選択します。

次の通信パラメータの詳細については、Evidentにお問い合わせください。
• マルチおよびシングルキャラクタリモートコマンド
• 送信フォーマット（F1、F2、F3、F4、F5、F6、F7、F8、F9、F10）

c) B-スキャン出力をオンに設定して、GageViewインターフェイスプログラム
との通信時に B-スキャンデータを出力します。B-スキャンデータをサポー
トしない他のインターフェイスプログラムとの通信時は、オフに設定しま
す。このパラメーターは、B-スキャン画像が保存されているファイルにの
み適用されます。

d) 45MGファイルプロトコルを使用するには、FTP出力を 45MGに設定しま
す。
または
38DL PLUSファイルプロトコルを使用するには、FTP出力を 38DLPに設定
します。
または
MG2ファイルプロトコルを使用するには、FTP出力をMG2に設定します。

e) 標準のファイル転送プロトコルを使用するには、GageViewソフトウェア
で、出力タイプを FTPに設定します。
または
一般的なコンマ区切り（CSV）形式出力するには、出力タイプを CSVに設
定します。これは、カスタムソフトウェアに統合することができます。

参考
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図 8-3  通信画面
装置の設定
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9. 高度な厚さ計機能の使用

45MGは、ゲイン、拡張ブランク、B-スキャン、DBグリッドなど多数の高度な厚
さ測定機能を備えており、幅広い用途に対応することができます。

9.1 二振動子型探触子でのゲイン調整

D79Xシリーズの二振動子型探触子では、[ゲイン /波形調整 ]を押してゲインを手動
で調整できます。45MGには、2種類のゲイン調整方法があります。

• 標準機能では、ゲインをハイ（+10dB）、標準（デフォルト）、ロー（–6dB）
のいづれかに設定することができます。

• 波形表示（オプション）が有効な場合には、ゲインは 1dB単位で調整する
ことが可能です。

デシベル（dB）単位のゲイン値が表示の右下隅付近に表示されます（164ページの
図 9-1を参照）。
高度な厚さ計機能の使用
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図 9-1  手動でのゲイン調整

手動ゲイン調整がオンになると、波形表示に現れるエコーの表示方法も変更されま
す（オプション）。デフォルトの自動ゲインでは、表示上で測定されたエコーピーク
が見えるため、測定されたエコーの位置を強度やゲインに関係なく容易に観察でき
ます。手動でゲインを調整するときは、表示されたエコーの高さがレシーバー出力
での実際のエコー振幅に比例するよう変化するため、ゲイン変化を容易に観察でき
ます。

測定されたエコーのピーク振幅は、厚さ計算のために処理されるしきい値、または
それより上でなければなりません。

ゲイン値を表示、復元、または変更するには

波形表示オプションが無効の場合

1. [ゲイン /波形調整 ]を押し、デフォルトゲインをハイ（+10 dB）に変更します。
2. [ゲイン /波形調整 ]をもう一度押して、ゲインをロー（–6 dB）に変更します。
3. [ゲイン /波形調整 ]を 3度押すと、ゲインはデフォルトゲインに戻ります（ゲ
イン表示なし）。

波形表示オプションが有効の場合

1. [ゲイン /波形調整 ]を押して、現在の自動ゲイン値を表示します。

波形表示の高さの検出しきい値
は、波形表示高の 20%以上に

する必要があります。

手動調整されたゲ
イン値
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ゲイン値が表示の右下隅付近に表示されます。波形表示が、ゲインモードに比例
した振幅に変わります。

2. []または []を押して、±1 dBステップでゲインを調整します。
この調整に従って、ゲイン値とエコーの高さが変化します。
• 検出されるはずのエコーのピーク振幅が波形表示高の 20 %より低いとき
は、ゲイン値を大きくします。
これにより、1つ目の底面エコーをスキップして正しい厚さの 2倍測定（重
複）してしまい、測定値が大きくることを防ぎます。

• ノイズピークが波形表示高の 20 %を超えるときは、ゲイン値を小さくしま
す。
これにより、厚さ計が正しい底面エコーではなくノイズピークを検出するの
を防止します。

3. [2nd F]、[ゲイン /波形調整 ]を再度押して、デフォルトのゲイン値に戻ります。
4. もう一度 [ゲイン /波形調整 ]を押して、自動調整されるエコー高さモードに戻
ります。
デフォルトの自動ゲインモードは、空白のゲインフィールドで示されます。

9.2 二振動子型探触子での拡張ブランクの調整

拡張ブランクパラメーターの使用は、測定する材料の音響特性を理解している経験
豊かなオペレータの方にのみお薦めします。拡張ブランクを誤って使用すると、厚
さ計が薄い材料部分を誤測定する可能性があります。

通常、45MGはゼロに近い厚さまでエコーを検索します。ただし、表面付近の激し
い腐食、アルミニウム材、内部欠陥、または積層構造などの特殊な場合では、装置
が薄厚として誤検出する場合があるエコーを生じる可能性があります。これらのエ
コーが必要な底面エコーより大きいときには、この誤検出を手動ゲイン調整（163
ページの「二振動子型探触子でのゲイン調整」を参照）で防止することはできませ
ん。ただし、拡張ブランクパラメータにより、45MGがエコー検出を実行しない初
期期間を定義することによって誤測定を防止することができます。

注意
高度な厚さ計機能の使用
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拡張ブランクを使用するには

1. [ゲイン /波形調整 ]（波形表示が有効なときに使用可能）を押します。
波形調整パラメーターとその値が測定画面に表示されます（166ページの図 9-2
を参照）。

2. 必要に応じて、[]キーと []キーを使用して、拡張ブランクを選択します。
拡張ブランクが有効になりますが、初期値はゼロです。厚さ計は測定画面に表示
されたままです。

3. [] キーまたは []キーを使用して、初期期間に不要なエコーを検出しなくなる
まで、ブランク値をそれぞれ増加または減少させます。
波形表示の真上にある拡張ブランクの水平バーは、拡張ブランクの長さを示しま
す（166ページの図 9-2を参照）。

図 9-2  拡張ブランクの長さの調整

4. 拡張ブランクをオフにするには、[]キーを使用して、拡張ブランク値をゼロま
で減少させます。

拡張ブランクが移動すると測定ポイントが変化する場合、エコーの高さが変わるこ
とがあります。これは、通常波形表示モードで高さの調整が試行されるためです。
また、エコーの開始が確認されると、より正確な測定の実行が試行されます。拡張
ブランクがエコーの左ではなく内部に位置するときは、厚さ計は正確な検出を行う
ことができません。

波形調整パラメー
ターおよび値

拡張ブランクバー

参考
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9.3 B-スキャン

B-スキャンは、厚さ測定値の断面図です。45MGは、B-スキャンデータを取得し、
表示します（167ページの図 9-3を参照）。B-スキャンをオンにすると、厚さ測定値
プロファイルが画面に表示され、スクロールされます。B-スキャンを取得すると、
画面をフリーズさせて、記録された厚さ値をレビューすることができます。

図 9-3  B-スキャンの例

B-スキャンが動作しているときに、個々の厚さ測定値を保存し、現在の B-スキャ
ン画面を（すべての厚さ値とともに）保存するか、またはスキャン全体（最大 10個
の測定値まで）を保存できます（172ページの「B-スキャンまたは厚さ測定値の保
存（データロガーオプション）」を参照）。

B-スキャンは、B-スキャン画面で設定することができます（168ページの図 9-4を
参照）。この画面には、[設定 ]を押した後メニューから B-スキャンを選択してアク
セスします。

スキャン方向 B-スキャンの範囲

B-スキャン
高度な厚さ計機能の使用
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図 9-4  B-スキャンパラメーターの変更

B-スキャン画面には、以下のパラメーターがあります。

方向 :

B-スキャンの方向を選択して、探触子の移動方向と一致するようにします。B-
スキャン表示の左隅の下に、スキャン方向矢印が表示され、探触子のスキャン方
向を示します（169ページの図 9-5を参照）。画面では反対方向からデータが表
示され始めます。

左から右
探触子は試験体を左から右にスキャンし、画面右にデータが表示され始めて
左にスクロールします。

右から左
探触子は試験体を右から左にスキャンし、データは画面左から表示され始め
て、右にスクロールします。
第 9章

 
168



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
図 9-5  B-スキャンの要素

信号喪失モード
信号喪失（LOS）が発生したときの B-スキャンの動作を決定します。

信号喪失時、停止
B-スキャンは信号喪失が発生するとスクロールを停止します。装置が測定
値を取り戻すと、LOSが発生したことを示すマーカーとして縦線の細いブ
ランクが B-スキャンに挿入されます（169ページの図 9-5を参照）。

信号消失時、続行
B-スキャンは信号喪失が発生してもスクロールを継続します。

フリーズモード
B-スキャンが起動しているときに、[フリーズ ]を押す場合、どの厚さ測定値を
表示するか定義します。

最小値表示
スキャン中に収集された最小測定値に対する波形および厚さ測定値を表示し
ます。

最大値表示
スキャン中に収集された最大測定値に対する厚さ測定値を表示します。

現在の測定値表示
[フリーズ ]を押す前に行った直前の厚さ測定値を表示します。

フリーズのレビュー
この機能が有効で B-スキャンが起動しているときに [フリーズ ]を押すと、レ
ビューモードの B-スキャンイメージがフリーズします。このモードには、表示
された厚さの位置を示すために縦線のレビューマーカーが表示されます（170

スキャン方向
（左から右へ） 最小 /最大マーカー B-スキャンの範囲

信号喪失（LOS）イ
ンジケーター

データが右から左へ
スクロール
高度な厚さ計機能の使用

 
169



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
ページの図 9-6を参照）。表示される厚さは、選択されている B-スキャンフ
リーズモードオプションに応じて、最小値、最大値、または現在の厚さのいずれ
かになります。[]キーと []キーを使用して、レビューマーカーを動かし、レ
ビューマーカー位置の厚さを読み取ります。

最小値または最大値が B-スキャン画面からはみ出た場合は、[フリーズ ]を押すと、
B-スキャンと最小 /最大厚さを示すレビューマーカーが中央に寄せられます。

図 9-6  B-スキャンフリーズレビューの要素

最大厚さ設定：
B-スキャンの縦軸スケールを決定します。

9.3.1 B-スキャンの使用

以下の手順では、B-スキャンの起動および使用方法を説明しています。

B-スキャンを使用するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、B-スキャンを選択します。
2. B-スキャン画面で、B-スキャンオンをオンに設定し、その他の B-スキャンパラ
メーターを希望に従って設定します（167ページの「B-スキャン」を参照）。

ヒント

レビューマー

最小値位置マー
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3. [測定 ]を押すと、B-スキャンが起動中の測定画面に戻ります。
B-スキャンは、信号喪失ではない、最初の測定値が収集されると直ちに材料の
断面の描画を開始します。

4. B-スキャンデータの収集を停止するには
[フリーズ ]
を押します。または
B-スキャン信号喪失時設定を信号喪失時、停止に設定して、試験体から探触子
を離します。

5. B-スキャンフリーズレビューが、オンに設定される場合は、B-スキャンがフ
リーズしている間に、[]キーと []キーを使用して、レビューマーカーを移動
し、マーカー位置に対応する厚さ値を読み取ることができます。

6. もう一度 [測定 ]を押して、B-スキャンをリセットし、新しい B-スキャンを開
始します。

7. B-スキャンデータの保存方法の詳細については、172ページの「B-スキャンま
たは厚さ測定値の保存（データロガーオプション）」を参照してください。

9.3.2 B-スキャンアラームモードの使用

B-スキャンのローおよびハイアラーム基準値を指定し、視覚および聴覚アラーム機
能をオン /オフにします。B-スキャンアラームモードは、B-スキャンの厚さ範囲内
基準値のラインが B-スキャングリッドに表示されることを除いて、スタンダードア
ラームモードと似ています（145ページの「アラームの使用」を参照）。また、ア
ラームは、B-スキャンフリーズレビューモードでも B-スキャン厚をレビューする
ときに動作します。

B-スキャンアラームモードを使用するには

1. B-スキャンを起動・設定します（170ページの「B-スキャンの使用」を参照）。
2. 測定画面で、[設定 ]を押してからアラームを選択します。
3. アラーム画面で、以下の操作を行います（149ページの図 7-7を参照）。

a) アラームオンをオンに設定して、アラーム機能をオンにします。
b) アラームモードを B-スキャンに設定します。
c) 希望のローアラーム値およびハイアラーム値を入力します。

4. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。
高度な厚さ計機能の使用
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5. 赤色の水平アラームラインが B-スキャンに表示されます（147ページの図 7-5
を参照）。

9.3.3 B-スキャンまたは厚さ測定値の保存（データロガーオプ
ション）

45MGは、B-スキャンを使用中以下のタスクを実行することが可能です。

• B-スキャンの動作中にライブの厚さ測定値を保存します。
• フリーズされた B-スキャンでレビューされた厚さ測定値を保存します。
• 1つの B-スキャン画面でのすべての厚さ測定値と保持された B-スキャンでの最
小または最大厚さ測定値を保存します。

• 最大 10,000個の厚さ測定値が含まれる B-スキャン履歴全体、最小または最大
厚さ測定値、保持された B-スキャンを保存します。

B-スキャン動作中にライブの厚さ測定値を保存するには

 [保存 ]を押します。

フリーズされた B-スキャンでレビューされた厚さ測定値を保存するには

1. B-スキャン動作中、[フリーズ ]を押してレビューモードに入ります。
2. []キーと []キーを使用して、フリーズされた B-スキャンで任意の厚さをレ
ビューします。

3. [保存 ]を押して、レビューマーカーの位置の厚さ値をデータロガーに保存しま
す。

フリーズされた B-スキャンに対する最小または最大厚さ測定値を保存するには

1. B-スキャンフリーズモードを最小値表示または最大値表示に設定します。
厚さ計は、対応する波形とともに最小または最大厚さ測定値を表示します。

2. B-スキャン動作中、[フリーズ ]を押してレビューモードに入ります。
3. 最小または最大厚さ測定値が表示されているときに、[保存 ]を押します。
第 9章
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B-スキャン全体（B-スキャンデータ）を保存するには

1. B-スキャン画面（168ページの図 9-4を参照）で、KEYデータ保存を厚さ +B-
スキャンに設定します。

2. B-スキャンが動作中またはフリーズされているときに、[保存 ]を押します。
B-スキャン履歴保存 ?というメッセージがヘルプテキストバーに表示されます。

3. はいを選択して、最小または最大厚さなど、対応する波形とともに B-スキャン
の履歴データをすべて保存します（
を参照）。または
いいえを選択して、現在の B-スキャン画面および波形を保存します。

B-スキャン画面がデータロガーに保存されると、厚さ計は画面に表示されている
データポイントの厚さ値を保存します。保存された B-スキャンでの厚さ値は、すべ
て IDレビュー中に確認できます。保存された B-スキャンを呼び出して、[]キーと
[]キーを使用して、各厚さ測定値をレビューします。

B-スキャンに最大 10,000個の厚さ測定値を保存することができます。厚さポイン
トの最大数が 10,000個になると、厚さ計は B-スキャンデータを保存するか、保存
しないで B-スキャンをリセットするように要求します。

9.4 DBグリッド

データベースグリッド（DBグリッド）は、2-Dデータを表にまとめたものです。こ
れにより、ユーザーは IDのプリセットリストを使わなくても、グリッド上で任意方
向に自由に移動することができます。次の ID位置に自動的に増分しないで、矢印
キーを使用して希望する位置に移動できます。A-スキャン、DBグリッドおよび厚さ
測定値を同時に表示することができます（174ページの図 9-7を参照）。厚さ測定値
が入る範囲に対応するデータセルフラグおよび背景色を表示するように、グリッド
セルを構成することができます。

参考

参考
高度な厚さ計機能の使用
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図 9-7  ハーフサイズ DBグリッド

9.4.1 DBグリッドの有効化および設定

DBグリッド画面から、DBグリッドオプションの有効化と設定を行います。

DBグリッドを起動し、設定するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、DBグリッドを選択します。
2. DBグリッド画面（174ページの図 9-8を参照）で、以下の手順を実行します。

図 9-8  DBグリッドパラメータの変更

ハーフサイズ DB

データセルフラグ
（データロガーオプ
ションでのみ使用
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3. DBグリッドをオンに設定して、DBグリッドを起動します。
4. グリッド入替をオンに設定して、グリッドで横列と縦列を入れ替えます（175
ページの図 9-9を参照）。

図 9-9  グリッド入替の例

ID番号は、ファイルが最初にグリッド入替値に関係なく設定されたときに割り当て
られた順番に増分されます。

5. グリッド直線化をオンに設定して、リニア IDグリッドを表示します（175ペー
ジの図 9-10を参照）。

図 9-10  直線化された DBグリッドの例

6. データセルフラグを使用可能なオプションの 1つに設定して、DBグリッドの各
データセルで 1つのデータフラグを表示します。データセルフラグは、データ
セルで厚さ値の右側の小さなボックスに表示される文字です（174ページの
図 9-7を参照）。使用可能なオプションは次の通りです。
なし
データセルフラグは表示されません。

最小 /最大
「m」は最小厚さを示します。
「M」は最大厚さを示します。

グリッド入替をオフに設定 グリッド入替）をオンに設定

参考
高度な厚さ計機能の使用
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アラーム
「L」は、標準のローアラーム条件など、任意のローアラーム条件に該当する
箇所を示します。
「H」は任意のハイアラーム条件を示します。

7. グリッドカラーオプションをオンに設定して、グリッドセル背景に対する低、
中、高のレンジカラーの使用を有効にします。

8. セル厚さ値が低レンジ値よりも小さいとき、低レンジカラーを希望のセル背景色
（赤色、黄色または緑色）に設定します。

9. セル厚さ値が、低レンジ値と高レンジ値の間にあるときに表示する、ミッドレン
ジカラーを希望のセル背景色（赤色、黄色または緑色）に設定します。

10. セル厚さ値が高レンジ値よりも大きいときに表示する、高レンジカラーを希望の
セル背景色（赤色、黄色または緑色）に設定します。

9.4.2 DBグリッドで強調表示されたセルの変更

矢印キーで簡単に DBグリッドで選択したセルを移動することができます。

DBグリッドで強調表示されたセルを変更するには

1. DBグリッドを起動し、設定します（174ページの「DBグリッドの有効化およ
び設定」を参照）。

2. 測定画面で、[2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押します。
3. IDレビュー画面で、以下の操作を行います（177ページの図 9-11を参照）。

a) []キー、[]キー、[]キーまたは []キーを使用して、希望のグリッドセ
ルを強調表示します。

b) [2nd F]、[]を押して、ファイルで最後の ID位置に移動します。
c) [2nd F]、[]を押して、ファイルの最初の ID位置に移動します。
d) いつでも [ID#]を押して、表示される ID位置を編集してください。
第 9章
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図 9-11  IDレビュー画面で強調表示された DBグリッドセル

4. [測定 ]を押して、現在の ID番号が IDレビュー画面で選択された ID位置に変更
されている測定画面に戻ります。

9.4.3 DBグリッドでの厚さ測定値の保存

DBグリッドで厚さ測定値を保存するには

1. DBグリッドを起動し、設定します（174ページの「DBグリッドの有効化およ
び設定」を参照）。

2. 希望する DBグリッドセルに移動します（176ページの「DBグリッドで強調表
示されたセルの変更」を参照）。

3. 測定画面で厚さ値が表示されている間に、[保存 ]を押して厚さを保存します。
表示された厚さ値および設定情報は、グリッドで強調表示されたセルによって識
別される現在の ID位置に保存されます。[保存 ]を押したときの厚さ表示が空白
の場合は、値の場所に「--.---」が保存されます。
ID番号は、シーケンスの次の ID番号に自動更新されます。新しい ID番号が ID
バーに表示され、そのセルがグリッドで強調表示されます。ID番号が更新でき
ない場合、長いビープ音が鳴り、IDが更新できない理由に関するメッセージが
表示されます。この場合、表示上の ID番号は変更されません。

強調表示されたセル
高度な厚さ計機能の使用

 
177



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
9.4.4 DBグリッドで挿入または追加されたセルの表示

DBグリッドでセルを挿入または追加することができます。グリッドのフォーマット
を維持するために、挿入または追加されたセルはグリッドには表示されません。
ファイルは、自動的に線形に変更され、次のグリッド位置に増加するとグリッド表
示に戻ります（178ページの図 9-12を参照）。

図 9-12  挿入されたセルの例

DBグリッドで挿入または追加されたセルを表示するには

1. DBグリッドを起動し、設定します（174ページの「DBグリッドの有効化およ
び設定」を参照）。

2. [2nd F]、[ファイル ] （ID#）を押して、希望する影付きグリッドセルに移動しま
す。

3. [ENTER]を押すと、グリッドはリニアビューに変わり、挿入または変更した ID
番号が表示されます（178ページの図 9-13を参照）。

図 9-13  ズームされた挿入セルの例

4. もう一度 [ENTER]を押して、通常の DBグリッド表示に戻ります。

セルが挿入または
追加されたセル

挿入されたセル
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10.一振動子型探触子のカスタム設定

一振動子型および高分解能オプションを起動すると、標準の一振動子型探触子で事
前定義された設定が 45MGに組み込まれます。場合により、45MGは、お客様の特
別な要件を満たす 1つまたは複数のカスタム設定を事前にプログラムした状態で工
場から出荷されます。また、特別な一振動子型探触子のニーズを満たすため、また
は特定アプリケーションのために、ユーザーが独自のカスタム設定を作成すること
も可能です。事前に定義された設定でもカスタム設定でも、以前に保存した設定を
選択して、探触子およびアプリケーションの設定をすばやく変更できます。

10.1 一振動子型探触子用カスタム設定の作成

特定のアプリケーションの測定要件に標準の設定が適さない場合は、カスタム設定
を作成してください。調整を行ったら、この設定に名前を付けて、35個保存できる
ユーザー設定用の位置に保存することができます。

超音波測定の基本理論と超音波波形の解釈に精通した有資格技術者だけが、以下の
手順および項で説明する調整を実施できます。

設定で行うほとんどの調整は対話式です。そのすべて調整が、45MGの測定範囲と
測定精度のいずれか、またはその両方に影響します。調整は、波形をモニターしな
がら行ってください。また、特定のアプリケーションのためのカスタム設定を確立
するときは、測定対象の材料と厚さを表す標準試験片で性能を検証することが不可
欠です。

注意
一振動子型探触子のカスタム設定
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一振動子型探触子用カスタム設定を作成するには

1. 一振動子型探触子を 45MGに接続します（63ページの「探触子のセットアッ
プ」を参照）。

2. [2nd F]、[フリーズ ]（設定呼出）を押します。
3. メニューで、カスタム一振動子を選択します。
4. カスタム一振動子型画面で、カスタム設定を保存したいカスタム設定位置
（SE-USER-n）を選択します。

また、パラメーター値の変更回数を少なくするために、希望の設定に近いパラメー
ター値を持つ既存の一振動子型探触子設定を選択することもできます。

5. アクティブ画面で、以下の操作を行います（180ページの図 10-1を参照）。
a) 検出モードで、希望の検出モードに設定します（183ページの「検出モー
ド」を参照）。

図 10-1  一振動子型探触子設定用アクティブ画面

b) 設定を作成するために使用する探触子とアプリケーションの一方または両方
を記述するセットアップ名を入力します。

ヒント
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c) 測定タイプを希望の測定タイプに設定します。使用できるパラメータは次の
通りです。
• スタンダード：ノーマルモードの 1、2、または 3では正または負の
ピークを測定。

• 第 1ピーク：類似する振幅を持ついくつかのピークの内で最初のピーク
を検出して測定（185ページの「第 1ピーク」を参照）。

d) 探触子タイプを設定して、この設定で使用する探触子のタイプを示します。
選択した探触子のタイプは、パルサー /レシーバーの適切な性能を得るため
に、使用中の探触子の周波数に一致している必要があります。

e) 音速を、この設定でテストする材料の音速値に設定します（71ページの
「材料音速校正およびゼロ点校正」を参照）。

f) ゼロ値を、この探触子の校正済ゼロオフセット値（材料中を通過しないエ
コーの伝播時間）に設定します（67ページの「装置の校正」を参照）。

g) 必要な場合はパルサー電圧を大きくして、材料での超音波の透過を増大させ
ます。表面近傍の分解能を向上させるには、この値を小さくします（186
ページの「パルサー電圧」を参照）。

h) 最大ゲインを、希望の最大ゲイン値に設定します（188ページの「最大ゲイ
ン」を参照）。

i) 初期ゲインを、希望の初期ゲイン値に設定します（189ページの「初期ゲイ
ン」を参照）。

j) TDGスロープを、希望の時間依存ゲインスロープ値に設定します（189
ページの「TDGスロープ」を参照）。

k) MBブランクを、希望のメインバンブランク時間間隔に設定します（189
ページの「メインバンブランク」を参照）。

l) エコーウィンドウを、希望の時間間隔に設定します（191ページの「エコー
ウィンドウ」を参照）。

m) エコー 1検出を、-スロープに設定し、最初のエコーの負ピークを検出する
か、+スロープに設定して最初のエコーの正ピークを検出します（193ペー
ジの「エコー 1とエコー 2の検出」を参照 )。

6. [保存 ]を押します。
7. セットアップ保存画面で、以下の操作を行います。

a) 必要な場合は、保存セットアップ名で設定名を編集します。
b) 保存先リストで、設定を保存するカスタム設定位置を選択します。
c) 保存を選択します。

8. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。
一振動子型探触子のカスタム設定
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保存された設定が有効な設定になります。

10.2 一振動子型探触子の波形パラメータの簡単調整

一振動子型探触子では、[ゲイン /測定調整 ]キーを使用して個々の波形パラメー
ターをすばやく調整できます。

個々の波形パラメータをすばやく調整するには

1. 一振動子型探触子が 45MGに接続されていることを確認します。
2. 測定画面で [ゲイン /波形調整 ]を押します。
測定画面で厚さ値の上に波形調整パラメーターが表示されます（182ページの
図 10-2を参照）。

図 10-2  波形パラメーターの調整

3. []キーまたは []キーを使用して、以下のうち調整したいパラメーターを選択
します。使用可能なパラメーターは次のとおりです。
• 検出モード（183ページの「検出モード」を参照）
• M3ブランク、モード 3のみ（196ページの「モード 3エコーブランク」を
参照）

• IFブランク、モード 2およびモード 3のみ（194ページの「インターフェイ
スブランク」を参照）

波形パラメーター
値波形パラメーター
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• エコー 2検出極性、モード 2 およびモード 3 のみ（193ページの「エコー 1
とエコー 2の検出」を参照）

• エコー 1検出極性（193ページの「エコー 1とエコー 2の検出」を参照）
• エコーウィンドウ（193ページの「エコー 1とエコー 2の検出」を参照）
• MBブランク（189ページの「メインバンブランク」を参照）
• TDGスロープ（189ページの「TDGスロープ」を参照）
• 初期ゲイン（189ページの「初期ゲイン」を参照）
• 最大ゲイン（188ページの「最大ゲイン」を参照）
• パルサー電圧（186ページの「パルサー電圧」を参照）
• 探触子タイプ
• 測定タイプ（179ページの「一振動子型探触子用カスタム設定の作成」の手
順 5.cを参照）

4. []キーまたは []キーを使用して、選択したいパラメーターの値を選択します。
5. 手順 3と 4を繰り返して、その他のパラメーターを調整します。
6. もう一度 [ゲイン /測定調整 ]を押して、波形調整パラメーターを非表示にしま
す。

10.3 検出モード

検出モードには、モード 1、モード 2、およびモード 3の 3種類があります。

モード 1

直接接触型探触子を使用して、メインバンと最初の底面エコー間の伝播時間を測
定します（184ページの図 10-3を参照）。
一振動子型探触子のカスタム設定
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図 10-3  モード 1検出の例

モード 2

遅延材または水浸型探触子を使用して、境界面（または遅延材）エコーと最初の
底面エコー間の伝播時間を測定します（184ページの図 10-4を参照）。

図 10-4  モード 2検出の例

モード 3

遅延材または水浸型探触子を使用して、ある底面エコーと次の底面エコー間の伝
播時間を測定します（185ページの図 10-5を参照）。

メインバン

最初の底面エ
コー

検出マーカー
モードインジケー

ター

メインバン

最初の底面エコー

境界面エコー

検出バー
モードインジケー

ター
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図 10-5  モード 3検出の例

エコーウィンドウとモードの関係については、191ページの「エコーウィンドウ」
を参照してください。

10.4 第 1ピーク

45MGは通常、一振動子型探触子によって RF波形の最も高い正ピークまたは負ピー
クのどちらかを検出します。この機能は、大部分の精密厚さ測定アプリケーション
で有効に動作します。

このノーマルなピーク検出は、底面エコーが不規則かつ振幅が近い数個の負または
正ピークが含まれるアプリケーションでは不安定な場合があります。このような
ケースでは、厚さ計が検出するピークを切り替えるため、厚さ測定値が変動する可
能性があります。これは、例えばボルトの長さやファイバーグラス表面のゲルコー
トの厚さを測定するアプリケーションで起こることがあります（186ページの
図 10-6を参照）。このようなケースでは、エコー検出と厚さ測定を安定させるため
に、第 1ピークアルゴリズムを選択して、同様な振幅を持ついくつかのピークのう
ち最初のピークを検出させます（179ページの「一振動子型探触子用カスタム設定
の作成」の手順 5.cを参照）。

境界面エコー

2番目の底面エ
コー

最初の底面エコー

検出バー
モードインジケー

ター

参考
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図 10-6  第 1または第 2の負ピークの検出

10.5 パルサー電圧

励振パルス（メインバン）電圧は、60V、110V、150V、200Vのいずれかを設定で
きます。

特にモード 1では、電圧が高くなるほど表面近傍の分解能は低下しますが、より高
いペネトレーション（透過）が可能になります。反対に、電圧が低くなるほどペネ
トレーションは低下しますが、表面近傍の分解能は向上します。

大部分のアプリケーションでは、110Vで反射エコーの S/N比が最良となります。パ
ルサー電圧は、探触子を励振するのに使用される電圧を示します。したがって、初
期パルスのサイズ（187ページの図 10-7を参照）および材料に送信されるエネル
ギー量に影響します。
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図 10-7  60Vと 200Vに設定されたパルサー電圧の比較

45MGが厚さ測定値の下に SATフラグを表示する場合は、探触子からの入力電圧が、
最大電圧範囲を超えており適切な測定ができないことを意味しています。このよう
な場合には、SATフラグが消えるまでパルサー電圧を下げて調整します。

10.6 時間依存ゲイン曲線

一振動子型探触子を使用した 45MGは、自動ゲイン制御（AGC）（AGCを起動する
方法の詳細については 155ページの「測定パラメーターの設定」を参照）または時
間依存ゲイン（TDG）機能のいずれかを使用して、エコー検出時のレシーバーゲイ
ンを自動的に最適レベルに調整します。

45MGは、時間依存ゲイン曲線を描くために、初期ゲイン、TDGスロープ、最大ゲ
インの 3つのパラメーターを使用します（188ページの図 10-8を参照）。レシー
バーゲインは、初期ゲインレベルから TDGスロープ設定で決まる速度で、最大ゲイ
ンレベルまで上昇します。受信ゲインパラメーターのいずれかを調整すると、時間
依存ゲイン曲線が黒の実線で表示され、初期ゲイン、スロープ、および最大ゲイン
の各ゾーンを明確に確認できます。

初期パルス 初期パルス

参考
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図 10-8  TDGゾーンおよびパラメーター

TDG曲線を使用すると、厚いサンプルに対してより高い最大ゲインを取得しながら、
表面付近の分解能を最適化することができます。また、金属鋳造品やファイバーグ
ラスなど散乱の多い材料の測定にも TDG曲線を使用して、底面エコーの前に現れる
散乱エコーの検出を最小限にすることができます。

10.6.1 最大ゲイン
最大ゲインは、可能な最大（時間依存）レシーバーゲインを示します。最大ゲイン
はやがて消えるエコーを増幅するのに使用されます。一般にアプリケーションでは、
最大ゲインを必要なすべてのエコーが検出されるレベルまで高く設定する必要があ
ります。

最大利用可能レシーバーゲインを 0.0dB～ 99.0dBの間で調整できます。エコーが
検出されない場合（LOS確認表示）、ゲインは初期ゲイン、スロープ、および最大ゲ
インで設定された最大レベルまで上昇します。最大ゲインの設定値が高すぎる場合、
探触子のノイズやその他の不適切な信号のために厚さ計が停止することがあります。
逆に低すぎる場合は、反射エコーが低くて検出できないことがあります。

最大ゲインを初期ゲインより低くすることはできず、最大値は 99.0dBです。

時間依存ゲイン曲
線

初期ゲインレベル
ゾーン

MBブランク

最大ゲイン
レベルゾーン

TDGスロープ

参考
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10.6.2 初期ゲイン
励振パルス付近（モード 1の場合）または境界面エコー付近（モード 2およびモー
ド 3の場合）において、初期ゲインによって、レシーバーゲインのスタート値を設
定します。 励振パルスまたは境界面エコーを実質的に小さくすることで、パルス（ま
たは IFエコー）付近で発生したエコーを TDG曲線で検出できます。初期ゲインは
0dBから最大ゲイン設定で定義される最大値までの範囲内で調整できます。

初期ゲイン設定は、最小厚さ測定の最適化が必要なアプリケーションでは最も重要
です。この設定は常に、最小厚さを表す標準となる試験片を用いて行う必要があり
ます。最小厚さ測定能力の重要性がペネトレーション（透過）よりも低く、散乱エ
コーが問題でない場合は、初期ゲインを最大ゲインと同じ値に設定できます。

初期ゲインは次のことを行います。

• 初期（時間依存）レシーバーゲインが現在選択されていることを示します。
• メインバンまたは境界面エコー付近のエコーを増幅します。
• タイムゼロで開始し次の事象まで続きます。

— モード 1ではメインバンブランク
— モード 2およびモード 3では、インターフェイスブランクの終了

10.6.3 TDGスロープ

TDGスロープは、レシーバーゲインスロープが初期ゲインレベルから最大ゲインレ
ベルまで上昇する速度を制御します。モード 1ではMBブランクパラメーターの位
置から、モード 2およびモード 3では IFブランクパラメーターの終端から始まりま
す。TDGスロープは粒状構造またはグラスファイバーなどの反射ノイズの抑制に役
立ちます。通常、不適切な信号で厚さ計が停止せず、より高速に最大ゲインが得ら
れるように、TDGスロープは可能な限り大きく設定してください。TDGスロープは
0.0dB/μs～ 39.95dB/μsの範囲で設定できます。

10.7 メインバンブランク

メインバンブランクは事実上、レシーバーをメインバンにより発生する誤った測定
値から保護するブランクゾーンです。このブランク、つまり不感帯（励振パルスか
ら最長 18マイクロ秒）は、底面エコーまたは境界面エコーのように見える励振パル
スの後方エッジエコーの検出を防止します。メインバンブランクの終端は、厚さ計
がエコーの検索を開始する時点を示します。
一振動子型探触子のカスタム設定
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通常、メインバンブランクは厚さ計が停止（励振パルスを誤測定）する点をちょう
ど過ぎたところに設定します。次に、探触子を試験体に接触した状態と接触してい
ない状態の両方でテストし、正確に測定が行われることを確認します。

ただし、モード 1ではメインバンブランクの長さによって測定可能な最小厚さが決
まるので、初期ゲインレベルの選択後にメインバンブランクの位置を慎重に決定し
なければなりません（190ページの図 10-9を参照）。メインバンブランクが短すぎ
る場合、励振パルスで厚さ計が停止するので測定ができません。メインバンブラン
クが長すぎると、測定可能な最小厚さが不必要に制限されます。水浸型探触子を使
用するときは、メインバンブランクが常に最短ウォーターパス（第１反射エコー）
の境界面エコーの前に設定されていることを確認してください。

図 10-9  モード 1のメインバンブランクの位置

モード 2およびモード 3におけるメインバンブランクの設定は、励振パルスの終端
と境界面エコーの間に設定します（191ページの図 10-10を参照）。

初期パルス

メインバン（励振
パルス）ブランク
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図 10-10  モード 2およびモード 3のメインバンブランクの位置

10.8 エコーウィンドウ

エコーウィンドウは、装置がエコーを検出できる状態のときの各メインバン後の期
間です。エコーウィンドウ間隔はメインバンブランクの終端から始まります。エ
コーウィンドウは、モード 1ではメインバンの xμs後に終わり、モード 2および
モード 3ではインターフェイスブランクの xμs後に終わります。

モード 1では、エコーウィンドウは通常、測定する最も厚さの厚いまたは速度の遅
い試験片における往復パルス伝播時間よりも大きい任意の値に設定できます（192
ページの図 10-11を参照）。対象の最も遠いエコーを含めるだけの長さがある限り、
設定は必ずしも正確である必要はありません。

メインバン（励振
パルス）ブランク

境界面エコー
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図 10-11  モード 1のエコーウィンドウ設定

モード 2およびモード 3では、エコーウィンドウは連続する境界面エコー間の間隔
により制限されます（192ページの図 10-12を参照）。エコーウィンドウの終端は、
誤った検出を防止するために、第 2の境界面エコーより前に設定する必要がありま
す。これにより、測定可能な最大厚さが決まります。モード 2およびモード 3の水
浸測定に関連するアプリケーションでは、使用するウォーターパスの範囲全体にエ
コーの位置を適用する必要があります。

図 10-12  モード 2およびモード 3のエコーウィンドウ設定

エコーウィンドウ

境界面エコー
エコーウィンドウ

インターフェイス
ブランク

第 2境界面エコー
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10.8.1 エコー 1とエコー 2の検出

第 1エコーおよび第 2エコーでは、検出極性（正または負）を選択することができ
ます。測定モードと試験体のタイプによって、あるエコーの最大振幅は正ピークま
たは負ピークのいずれかになります。正負の極性は、波形ディスプレイに表示され
るエコーを基準にしています（193ページの図 10-13を参照）。最高精度で厚さを測
定するには、45MGでエコーの最大振幅ピークが検出することが重要です。

図 10-13  負および正のエコーの検出例

194ページの表 11を参照して、お使いのアプリケーションに適した検出極性を選択
してください。

負の最大ピーク

鋼 -空気インターフェイスの負の検出 プラスチック -鋼インターフェイスの正の

正の最大ピーク
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10.8.2 インターフェイスブランク
インターフェイスブランクは、境界面エコーの前縁に続く長さ 20μsまでのブランク
つまり不感帯を表します。インターフェイスブランクはモード 2とモード 3でのみ
使用できます。

モード 2では、インターフェイスブランクは、底面エコーとして検出され、停止状
態を引き起こす可能性がある境界面エコーの後縁ローブまたはサイクルの検出を防
止します（195ページの図 10-14を参照）。インターフェイスブランクは、測定可能
な最小厚さに不必要な制限を加えないために、可能な限り短く設定する必要があり
ます。初期ゲインパラメータは、境界面エコーの振幅を抑え短いインターフェイス
ブランクを使用するのに役立つことがあります。探触子を試験体に接触した状態と
接触していない状態の両方で、インターフェイスブランクの設定を点検します。

表 11  エコーの極性

測定モード エコー 1 エコー 2

モード 1
接触型探触子を

使用

底面エコーは、エコーの位相
が逆転する高インピーダンス
材料に接合された低音響イン
ピーダンス材料（金属にコー
テイングされたプラスチック
やゴムなど）を測定する場合
を除いて、通常は負です。

なし

モード 2
遅延材または水
浸型探触子を使

用

境界面エコーは通常、金属や
セラミックなどの高インピー
ダンス材料では正で、大部分
のプラスチックなどの低イン
ピーダンス材料では負です。

底面エコーは、低インピーダ
ンスから高インピーダンスへ
の境界を表すものでない限
り、通常は負です。

モード 3
遅延材または水
浸型探触子を使

用

インターフェイスエコーは高
インピーダンス材料の場合、
通常は正です。

底面エコーは通常は負です。
ただし、位相歪みにより底面
エコーの正側の方が負側より
も適切に定義されるような、
困難な形状に関連する特殊な
ケースを除きます。
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図 10-14  モード 2でのインターフェイスブランクの例

モード 3では、インターフェイスブランクで測定する底面エコーのペアを選択しま
す（196ページの図 10-15を参照）。通常は、インターフェイスブランクが第 1底面
エコーより短くなるように設定されます。しかし、実際には、薄い材料からの第 1
底面エコーが境界面エコーの中で歪んだり消失したりすることがよくあります。困
難な形状（小径パイプなど）の場合は、後の方の底面エコーペアが最初の方よりも
明瞭なことがあります。このような場合には、エコーが最初の 2つでないときでも、
インターフェイスブランクをクリーンで明確に定義された底面エコーのペアを確実
に検出する長さに設定してください。

境界面エコーの後縁を測
定する厚さ計

正しく設定されたイン
ターフェイスブランク
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図 10-15  モード 3でのインターフェイスブランクの例

10.8.3 モード 3エコーブランク

モード 3のエコーブランク（M3ブランク）は、モード 2のインターフェイスブラン
クまたはモード 1のメインバンブランクに似ています。この機能により、最初に検
出された底面エコーの前縁に続いて 20μsまでのブランクつまり不感帯が作成されま
す。この目的は底面エコーの後縁ローブまたはサイクルが検出され、厚さ計が停止
するのを防ぐためです（197ページの図 10-16を参照）。

底面エコー 1と 2の間の
厚さ計測定値

厚さ計が底面エコー 2と 3の間で測定
するように調整されたインターフェイ
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図 10-16  M3ブランク調整の例

モード 3エコーブランクが測定可能な最小厚さを制限するため、コントロールは可
能な限り短く、一般的には数百 ns以下に設定します。特別なケースとして、湾曲し
た試験片ではモード変換効果により適切なエコーピーク間に大きな不適切な信号が
発生することがあります。このような場合は、モード 3エコーブランクを必要なだ
け長く設定して、不適切な信号の検出を防止します。

10.9 セットアップパラメーターの保存

選択した波形パラメータの調整後、その設定をすばやく簡単に呼び出せるよう保存
しておくことができます。45MGは内部メモリに 35のカスタム設定を保存できま
す。

設定パラメーターを保存するには

1. 波形パラメーターに適切な変更を加えます。
2. [2nd F]、[フリーズ ]（設定呼出）を押します。
メニューで、アクティブが強調表示されていることを確認します。行った変更は
アクティブ設定に反映されます。

3. [保存 ]を押します。

底面 1の後縁で停止している厚さ計 正しく設定されたM3ブランク
一振動子型探触子のカスタム設定
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4. セットアップ保存画面で、以下の操作を行います（198ページの図 10-17を参
照）。
a) 保存セットアップ名ダイアログボックスで、カスタム設定名を入力します。
b) 保存先リストで 35の可能なカスタム設定位置の 1つを選択します。

SE-USER-1から SE-USER-35までの名前が付いた設定場所は空です。すでにカス
タム設定が保存されている場所を選択すると、古い情報が新しい設定に置き換えら
れるので注意が必要です。

c) 保存を選択して、カスタム設定を保存します。

図 10-17  カスタムセットアップの保存

5. アクティブ画面で、設定パラメータを確認します。
6. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

10.10一振動子型探触子用カスタム設定のクイック設定呼出

通常、カスタムアプリケーション用の設定は、[設定呼出 ]を押して選択可能な設定
リストで適切な設定を選択し、[測定 ]を押して変更することができます。このプロ
セスは変更頻度が低い典型的な設定に適していますが、2つ以上のカスタム設定を
頻繁に変更する必要がある場合は、クイック設定呼出機能を使用してください。

注意
第 10章
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クイック設定呼出機能がオンになると、簡単なキーパッドショートカットを使って、
一振動子型探触子の 4つのカスタム設定をすばやく切り替えることができます。

クイック設定呼出機能をオンにするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから測定を選択します。
2. 測定画面で、クイック設定呼出をオンに設定します。
3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

最初の 4つのカスタム設定の 1つをすばやく呼び出すには

 測定画面でクイック設定呼出機能がオンになっている間に、[2nd F]、[]を押して
最初の一振動子型探触子用カスタム設定を呼び出します。
または
[2nd F]、[] を押して、2番目の一振動子型探触子用カスタム設定を呼び出しま
す。
または
[2nd F]、[]を押して、3番目の一振動子用カスタム設定を呼び出します。
または
[2nd F]、[]を押して、4番目の一振動子型探触子用カスタム設定を呼び出しま
す。

この機能は、一振動子型探触子が 45MGに接続されているときにのみ動作します。
参考
一振動子型探触子のカスタム設定
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11.通信およびデータ転送の管理

この項では、45MGがどのようにコンピューターと通信し、ファイルを送信、受信、
インポートおよびエクスポートするかを説明します。45MGには、USB 2.0プロト
コルによる通信用 USBケーブルが付いています。

11.1 GageView

GageViewは、45MGなどの装置との通信用に設計された Evidentのインターフェイ
スプログラムです。GageViewは、検査データベースファイルの作成、データファイ
ルのアップロードおよびダウンロード、レポート作成の機能を備えています。
Evidentでは、GageViewを使用して 45MGと通信し、45MGデータを管理すること
を推奨しています。

GageViewは、Windows 2000、XP、Vista、およびWindows 7に対応しています。
詳細については、『GageView Interface Program — User’s Manual』（P/N: 910-259-
EN [U8778347]）を参照してください。

11.2 USB通信のセットアップ

45MGの通信プロトコルは USB 2.0です。

USB通信をセットアップするには

1. 45MGドライバーがコンピューターにインストールされていることを確認してく
ださい。
このドライバは、GageViewインターフェイスプログラムのインストール時にイ
ンストールされます。
通信およびデータ転送の管理
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GageViewのインストールの詳細については、『GageView Interface Program — 
User’s Manual』（P/N: 910-259-EN [U8778347]）を参照してください。

2. GageView以外の通信プログラムを使用する場合は、USB通信用にプログラム
を正しく設定するために GageViewプログラムのマニュアルを参照してくださ
い。

3. 45MGの電源を入れます。
4. USBケーブルの一端を 45MGの I/Oドアの下にある USBクライアントコネク
ターに接続し、もう一方の端をコンピューターの USBポートに接続します
（202ページの図 11-1を参照）。

図 11-1  45MGとコンピューターの接続

コンピューターに初めて 45MGを接続すると、お使いのコンピューターで、新
しいハードウェア機器が検出されたことが通知され、ドライバーをインストール
するかどうかが確認されます。詳細については、『GageView Interface Program 
— User’s Manual』（P/N: 910-259-EN [U8778347]）を参照してください。
ドライバがロードされた後、コンピューターで GageViewのようなプログラム
を使用して 45MGと通信することができます。

参考

USBケーブル
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45MGとリモートデバイスの間で通信を確立する際に問題が発生した場合は、45MG
の通信リセット機能を使用して、すべての通信パラメータをデフォルト値に戻し
（210ページの「通信パラメーターのリセット」を参照）、必要な通信パラメーター
のみを設定し直してください。

11.3 リモート機器とのデータ交換

45MGでは、コンピューターなどのリモートデバイスとのデータ交換が可能です。

45MGから送信されたデータは、45MGの内部メモリーに保持されます。

11.3.1 ファイルをメモリーカードにエクスポート（データロガーオ
プションのみ）

45MG内部メモリーから外部 microSDメモリーカードにファイルをエクスポートす
る機能を備えています。ファイルは、CSV（コンマ区切りの変数）、テキスト（ス
ペース区切り）またはサーベイ（GageViewインターフェイスプログラムが使用）の
フォーマットでエクスポートすることができます。これらのファイルは、microSD
カードリーダーを使用して、コンピュータ上で直接Microsoft Excelやその他のプロ
グラムで開くことができます。サーベイファイルは、microSDカードリーダーから
GageViewにインポートできます。

ファイルを外部メモリカードにエクスポートするには

1. microSDメモリーカードが 45MGのバッテリーカバーの中の所定のスロット位
置に差し込まれているか確認します（31ページの図 1-4を参照）。

2. 45MGの電源が入っているときにmicroSDメモリーカードを装着した場合は、
45MGがメモリーカードを認識するように、いったん電源を切ってから入れ直し
ます。

ヒント

参考
通信およびデータ転送の管理
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3. 測定画面で、[ファイル ]を押してからエクスポートを選択します。
4. エクスポート画面で、以下の操作を行います（204ページの図 11-2を参照）。

a) 必要に応じて、ソートパラメーターを変更して、ファイルリスト内でのファ
イルの分類方法を変えます。

b) ファイルリストで、エキスポートするファイルを強調表示します。
c) ファイルを次のファイル形式に設定します。

• サーベイファイル：GageViewへのインポートに使用するファイル形式
• EXCEL CSV：Microsoft Excelの CSVテキスト形式で開くことができる
ファイル形式

• EXCEL GRID CSV:Microsoft Excelでデータをグリッド形式で開くことが
できるファイル形式

• テキストファイル：データをさまざまなWindowsベースのプログラム
で開くことができるファイル形式

5. エクスポートを選択します。
選択したファイルが、外部 microSDメモリーカードの
\EvidentNDT\45MG\Transferフォルダに作成されます。
その後、厚さ計は自動的に測定画面に戻ります。

図 11-2  エクスポート画面
第 11章
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11.3.2 外部メモリーカードからのサーベイファイルのインポート
外部 microSDメモリーカードから 45MGの内部メモリーにサーベイファイルをイン
ポートすることができます。この機能を GageViewインターフェイスプログラムと
併用して、GageViewからmicroSDメモリーカードにエクスポートされたサーベイ
ファイルをインポートすることができます。この機能により、装置が現場にあって
コンピューターに接続できないときに、45MGでファイルをインポートできます。

外部メモリカードからサーベイファイルをインポートするには

1. 外部 microSDメモリカードの \EvidentNDT\45MG\Transferフォルダに、45MG
の内部メモリにインポートしたいファイルが含まれていることを確認します。

2. microSDメモリーカードを 45MGのバッテリーカバーの中にある所定のスロッ
ト位置に差し込みます（31ページの図 1-4を参照）。

3. 45MGの電源が入っているときにmicroSDメモリーカードを装着した場合は、
4MGSがメモリーカードの存在を認識するように、いったん電源を切ってから
入れ直します。

4. 測定画面で、[ファイル ]を押してからインポートを選択します。
5. インポート画面で、以下の操作を行います（206ページの図 11-3を参照）。

a) 利用可能なファイルリストで、インポートするファイルを選択します。
一覧表示されるファイルは、外部 microSDメモリーカードの
\EvidentNDT\45MG\Transfeフォルダ内のファイルです。

b) インポートを選択します。
c) 同じ名前のファイルがすでに 45MGに存在する場合は、「既存ファイルに上
書きしますか」というメッセージが表示されます。そのファイルをインポー
トするには、はいを選択します。
ビープ音が鳴ってファイル転送の終了を通知し、厚さ計は自動的に測定画面
に戻ります。
通信およびデータ転送の管理
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図 11-3  インポート画面の例

11.3.3 コンピューターからのファイルの受信
コンピューターに送信できるのと同じタイプのデータロガー情報を、コンピュー
ターから装置に受信またはダウンロードすることもできます。これには以下の 2つ
の利点があります。

• 次の調査の年度、月、日に、ID番号付きでコンピューターファイルに保存され
ている、以前に保存した厚さ調査データを取り出します。取り出したデータは、
以下の目的で使用できます。
— ID番号を使用した測定シーケンスを通じて検査手順の指針を得る
— 測定サイトにおける現在の値を以前に測定した厚さ値と比較する
— 現在の測定設定が以前に使用した設定と同じであることを、手動または自動
で検証する

• コンピューター内で ID番号シーケンスを作成し、厚さ計にダウンロードします。
この外部で作成されたシーケンスにより、所定の測定場所の経路を知ることがで
きます。コンピューター内に作成された IDシーケンスには設定情報が必要です。
この設定は、厚さ計のデフォルト設定または他の適切な設定のシーケンスのいず
れでもかまいません。
45MGにダウンロードするデータは、データ送信時と同じ形式でなければなりま
せん。Evidentでは、GageViewインターフェイスプログラムを使用して、
45MGデータのインターフェイス、保存、作成のすべての機能を処理することを
推奨しています。その他のソフトウェアデータ管理プログラムの情報について
は、Evidentにお問い合わせください。
第 11章
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コンピューターからデータファイルを受信するには

1. GageViewまたは別のプログラムを使用して、USBポートを使用するコン
ピューターからファイルを送信するときは（201ページの「USB通信のセット
アップ」を参照）、45MGの電源を入れて、測定画面が表示されることを確認し
ます。

2. コンピューターで、フォーマット済みのデータの送信を開始します。
45MGは、データの送信中はデータ受信中画面を表示し、その後、測定画面に戻
ります。

11.4 画面画像のキャプチャ

45MG画面全体のスナップショットをイメージファイルに保存することができます。
この機能はレポート作成または文書化のために、画面通りの複製が必要なときに役
立ちます。画像キャプチャを GageViewまたは外部microSDメモリーカードに送信
することができます。

11.4.1 GageViewへの画面キャプチャの送信

45MGの画面全体を GageViewインターフェイスプログラムに送信することができ
ます。

GageViewのインストールおよび使用方法については、『GageView Interface 
Program — User’s Manual』（P/N: 910-259-EN [U8778347]）を参照してください。

画面キャプチャを GageViewに送信するには

1. USB通信パラメータを設定し、45MGをコンピューターに接続します（201
ページの「USB通信のセットアップ」を参照）。

2. 45MGで、取り込む画面を選択します。
3. コンピューターで GageViewを起動します。
4. お使いのコンピューターの GageViewに初めて 45MGを接続したときにだけ、
以下のタスクを GageViewで実行します。
a) GageViewメニューで、Device（デバイス）> Config（設定）を選択します。
b) Device Configuration（デバイスの設定）ダイアログボックスで、以下の操
作を行います（208ページの図 11-4を参照）。
通信およびデータ転送の管理
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(1) Device List（デバイスリスト）で、45MGを選択してから Add（追加）を
クリックします。
Current Configured Devices（設定された現在のデバイス）リストに 45MG
(USB)が表示されます。

(2) Connect at Startup（起動時に接続）チェックボックスを選択して、
GageViewが 45MGの起動時に自動的に接続するようにします。

(3) OKをクリックします。

図 11-4  デバイスの設定ダイアログボックス

5. GageViewで、以下のタスクを実行します。
a) メニューで、Device（デバイス）> Tools（ツール）を選択します。
b) Device Tools（デバイスツール）ダイアログボックス（209ページの図 11-5
を参照）で、Screen Capture（画面キャプチャ）を選択し、Receive（受信）
をクリックします。
データ転送が完了すると、画面キャプチャが表示されます。

c) コピーをクリックして、画面キャプチャをWindowsクリップボードにコ
ピーします。
または
保存をクリックして、イメージにファイル名を付けて BMPファイルとして
フォルダに保存します。
第 11章
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図 11-5  画面キャプチャ機能のあるデバイスツールダイアログボックス

11.4.2 外部microSDカードへの画面キャプチャの送信

45MGは、現在の画面内容を外部microSDメモリーカードにコピーする機能を備え
ています。スクリーンショットはビットマップ（.bmp）ファイルとして保存されま
す。次にmicroSDメモリーカードをコンピュータに接続して、ビットマップ
（.bmp）ファイルの表示が可能なプログラムでファイルを開くことができます。

画面キャプチャを外部microSDカードに送信するには

1. microSDメモリーカードが 45MGのバッテリーカバーの中の所定のスロット位
置に差し込まれているか確認します（31ページの図 1-4を参照）。

2. 45MGの電源が入っているときにmicroSDメモリーカードを装着した場合は、
45MGがメモリーカードを認識するように、いったん電源を切ってから入れ直し
ます。

3. 以下のとおり、画面キャプチャを microSDメモリーカードに保存する機能が有
効になっていることを確認します。
a) 測定画面で、[設定 ]を押してからシステムを選択します。
通信およびデータ転送の管理
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b) PRINT SCREEN TO SD CARD（SDカードに画面転写）を ONにします。
4. キャプチャする画面を選択します。
5. [2nd F]、[設定 ]を押します。
ファイルが外部メモリカードの \EvidentNDT\45MG\Snapshotフォルダに送信さ
れているとき、約 20秒の間、画面がフリーズします。
スクリーンショットには、自動的に BMPn.bmpという名前が付けられます。こ
こで、nは 0から始まり、新しいスクリーンショットが追加されるたびに 1増分
されます。

6. 画像ファイルを転送するには
a) microSDメモリーカードを 45MGのスロットから取り外します。
b) microSDカードリーダーを使用して、メモリーカードをコンピューターに接
続します。

c) メモリーカード上の \EvidentNDT\45MG\Snapshotフォルダからコンピュー
ター上の希望のフォルダへ、ファイルをコピーします。

11.5 通信パラメーターのリセット

通信リセット機能は、通信パラメーターをすばやく出荷時のデフォルト値に戻しま
す。この機能は、リモートデバイスとの通信の確立に問題があった場合などに便利
です。210ページの表 12に通信パラメーターのデフォルト値を示します。

通信パラメーターをリセットするには

1. [設定 ]を押してから、リセットを選択します。

表 12  デフォルトの通信パラメーター値

パラメーター 値
通信プロトコル マルチキャラクタ
出力フォーマット F1

B-スキャン出力 オフ
FTP出力 45MG

出力タイプ FTP
第 11章

 
210



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
2. リセット画面で、以下の操作を行います（211ページの図 11-6を参照）。
a) リセットリストで、通信リセットを選択します。
b) リセットを選択します。

図 11-6  通信リセットの選択
通信およびデータ転送の管理
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12.45MGの保守点検およびトラブルシューティ
ング

この章では、45MGの適切な管理・トラブルシューティングを行うために、45MG
の取り扱い、機能のリセット、ソフトウェアの診断、エラーメッセージ、および問
題解決を説明します。

12.1 日常的な厚さ計の取り扱い

45MGのケースはバッテリーカバーが閉じられているときに液体や埃が浸入しない
よう密封されますが、装置に液体が入らないようにしてください。

45MGのケースは、通常の作業場での使用に耐えるように設計されています。ただ
し、どの電子機器と同様に、注意して取り扱わないと故障することがあります。特
に以下の指示を守ってください。

• 硬い物や先の尖った物でキーを押さないでください。
• ケーブルを装置に接続するときは、まずコネクターを装置上の接続用コンセント
に合わせ（二振動子型 D79Xシリーズ探触子のセンターピンを下向き）、コネク
ターを注意してまっすぐコンセントに差し込みます。

• 装置からケーブルを取り外すときは、ケーブルではなく、コネクターを掴んで
ゆっくり引き抜きます。

• 装置を投げたり、落としたりしないでください。
• 強力な洗剤や研磨剤を使ってゴム製ブート、ケース、キーパッド、ディスプレイ
画面を拭かないでください。
45MGの保守点検およびトラブルシューティング

 
213



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
12.2 装置のクリーニング

まず乾いた布を湿らせて装置をきれいに拭きます。必要に応じて、中性洗剤で湿ら
せた布で装置をきれいに拭きます。装置は乾いてから使用してください。

12.3 探触子の保守

45MGに使用する超音波探触子は、ほとんど手入れが要らず、丈夫です。しかし、
故障する場合もあるので、以下の点に注意していい状態で長く使用できるようにし
てください。

• 高温測定は、適切な高温探触子を使用して実行してください。標準的な探触子
は、温度が約 125F (52°C) 以上の面に接触すると、損傷したり、破壊する場合が
あります。

• ケーブルを切断したり、挟んだり、引っ張ったりするとケーブルが損傷すること
があります。ケーブルを乱用しないよう注意してください。ケーブル上に重い物
が置かれる可能性がある場所に探触子を置いたままにしないでください。ケーブ
ルを引っ張って厚さ計から探触子を取り外さないでください。探触子のケーブル
を結ばないでください。探触子の接続部でケーブルを捻ったり、引っ張ったりし
ないでください。

• 探触子先端の摩耗が激しいと性能が低下します。摩耗しないように、探触子を粗
い表面に擦りつけたり、引きずったりしないでください。 探触子の先端がザラザ
ラしたり、割れ目が入ったりすると、探触子が誤動作したり動作不能になるおそ
れがあります。動作に影響のない摩耗もありますが、摩耗がひどい場合は探触子
の寿命が短くなります。プラスチック製遅延材付探触子の扱いには特に注意が必
要です。摩耗した遅延材は交換してください。

12.4 装置リセットの使用

45MGは、厚さ計をすばやくデフォルトパラメーターに戻すリセット機能を備えて
います。リセットは既知の構成に戻すのに便利な方法です。リセット機能は次の通
りです。

測定リセット
測定パラメーターを 215ページの表 13に示すデフォルトの工場設定値に変更し
ます。
第 12章
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内部メモリーリセット
内部 microSDメモリーカードに保存されたすべてのデータを削除し、カードを
もう一度フォーマットします。

内部メモリーリセットは、保存されたすべての厚さ測定値 /メモリーカードに保存
された波形を完全に削除します。ただし、このリセットでは保存された探触子設定
は削除されません。

日時リセット
日付を 01/01/2010（MM/DD/YYYYフォーマット）、時間を 12:00AM（12時間
フォーマット）にリセットします。

通信リセット
通信設定を 216ページの表 14に示すデフォルトの工場設定値に変更します。

表 13  測定のデフォルト設定

パラメーター デフォルト値
差異を使用した測定モード 高速、最小値、最大値、アラームをオフ
材料音速 5.969mm/s

（標準付属テストブロックの概算速度）
差異基準値 0.0mm

ローアラーム基準値 0.0mm

ハイアラーム基準値 635.0mm

ディスプレイ更新速度 1秒につき 4

ズーム オフ
測定範囲 最小範囲
LOS（信号喪失）条件 ブランク厚さ画面
分解能 0.01mm

注意
45MGの保守点検およびトラブルシューティング

 
215



DMTA-10022-01JA、D版、2022年 9月
マスターリセット
測定リセットおよび内部メモリーリセットをⅰつのステップで実行します。

マスターリセットは、保存された厚さ測定値 /45MGの内部メモリーカードに保存さ
れた波形をすべて完全に削除します。

リセット機能をオンにするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してからリセットを選択します。
2. リセット画面で、以下の操作を行います（217ページの図 12-1を参照）。

a) リセットリストで、希望のリセット機能を強調表示します。
警告メッセージが表示され、リセットされるデータのタイプを示します。

b) リセットを選択します。

表 14  デフォルトの通信設定値

パラメーター デフォルト値
通信プロトコル マルチキャラクタ
出力フォーマット F1

B-スキャン出力 オフ
FTP出力 45MG

出力タイプ FTP

注意
第 12章
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図 12-1  リセット機能をオンにする

12.5 ハードウェア診断テストの実行

45MGは、いくつかの診断セルフテストを実行する機能を備えています。これらの
テストは、疑いのあるハードウェアの問題を突き止めたり、適切なハードウェア動
作を検証したりするのに役立ちます。一部のテストは、製造過程での Evident社内
テスト手順向けに設計されたものです。

使用可能なテストは次の通りです。

• キーパッドテスト
• ビデオテスト
• 内部 microSDメモリーカードテスト（合格または不合格）
• 外部 microSDメモリーカードテスト（合格または不合格）
• 二振動子型探触子テスト
• ESSテスト（電子ストレススクリーニング）[Evident社内検査用 ]

• B-スキャンテスト（Evident社内検査用）
• バッテリーテスト（Evident社内検査用）
• 1Wireテスト（Evident社内検査用）

診断テストを実行するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押し、SPメニューを押します。
45MGの保守点検およびトラブルシューティング
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2. SPメニュー画面（55ページの図 4-2を参照）で、テストを選択します。
3. テスト画面で、目的のテストを選択してから [ENTER]を押します。

4. キーパッドテストが選択されているときは、キーパッドテスト画面（218ページ
の図 12-2を参照）で以下の操作を行います。
a) キーパッドで、いずれかのキーを押してキーをテストします。
押したキーが正しく機能している場合、最後に押されたキーボックスにキー
の名前が表示されます。

b) [ENTER]を押して、キーパッドテストを終了します。

図 12-2  キーパッドテスト画面

5. ビデオテストが選択されているとき、
a) ビデオテスト画面で [測定 ]を押して、ビデオテストを開始します。
縦方向のカラーストリップが表示されます。ディスプレイに問題があるとき
は、このパターンが崩れて表示されます。

b) [ENTER]を押して、ビデオテストを終了します。
6. 内部 SDカードテストまたは外部 SDカードテストが選択されているときは、内
部 SDカードテストまたは外部 SDカードテスト画面で、以下の操作を行いま
す。
a) [測定 ]を押して、テストを開始します。

SDカードテストステイタスにテスト結果が表示されます。使用可能なパラ
メーターは次のとおりです。
• 合格：メモリーカードが適切に動作していることを示します。
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• 不合格：メモリーカードに問題があることを示します。外部メモリー
カードが不合格の場合は、そのメモリーカードを取り付け直すか交換し
て装置を再起動します。内部メモリーカードが不合格の場合は、Evident
にお問い合わせください。

b) [ENTER]を押して、SDカードテストを終了します。
7. 二振動子型探触子テストが選択されているときは、二振動子型探触子テスト画面
（219ページの図 12-3を参照）で、以下の操作を行います。
a) [測定 ]を押して、二振動子型探触子の各サイドを通じて伝播時間を測定す
るテストを開始します。
測定済みパラメーター値が表示されます。

b) Tx値と Rx値を以下のとおり解釈します。
• 同様の値は、通常の二振動子型探触子を示します。
• これらの値の差分は、各振動子で遅延材の摩耗が同じでないことを示し
ます。

• 値が欠落している場合、ケーブルが断線しているか、あるいは振動子が
機能していないことを示します。

c) 計算したゼロ値を書き留めておきます。
d) [ENTER]を押して、二振動子型探触子テストを終了します。

図 12-3  二振動子型探触子テスト画面
45MGの保守点検およびトラブルシューティング
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12.6 ソフトウェア診断テストの実行

ソフトウェア診断（SW DIAG）機能は、装置の動作中に発生したすべてのエラーを
通知するエラーログを作成します。Evidentは、この情報を使用して動作中のソフト
ウェアのトラブルシューティングを行います。

ソフトウェア診断にアクセスするには

1. 測定画面で、[設定 ]を押し、SPメニューを選択します。
2. SPメニュー（55ページの図 4-2を参照）で、S/W診断を選択します。

S/W診断画面が表示され、エラーログを示します（220ページの図 12-4を参
照）。

図 12-4  ソフトウェア診断画面の例

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

12.7 装置ステイタスの表示

ステイタス画面には、厚さ計に関する重要な情報がリストされます。ステイタス画
面には、以下の情報が表示されます。

• 現在の装置内部温度
• 現在のバッテリー充電レベル
• 装置モデル
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• ソフトウェア発売日（作成日）
• ソフトウェアバージョン
• ハードウェアバージョン
• ソフトウェアオプションを有効化るために、Evidentに通知されるオプション
コード（S/N)

装置ステイタスを表示するには

1. 測定画面で、[設定 ]を押してから、SPメニューを選択します。
2. SPメニュー（55ページの図 4-2を参照）で、ステイタス（221ページの
図 12-5を参照）を選択します。

図 12-5  ステイタス画面の例

3. [測定 ]を押して、測定画面に戻ります。

12.8 エラーメッセージについて

厚さ計を操作しているとき、特定のエラーメッセージが表示されることがあります。
通常、これらのエラーメッセージは操作手順での問題を示しますが、一部のメッ
セージは厚さ計自体の物理的問題を示す場合があります。エラーメッセージが理解
できない場合は、Evidentにお問い合わせください。
45MGの保守点検およびトラブルシューティング
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12.9 バッテリーエラーの解決

電源インジケーター（ディスプレイの左上隅にある）は、バッテリー残量レベルの
パーセンテージを示すバーを表示します。充電レベルが低くなると、厚さ計は自動
的にオフになります。厚さ計をオンにした後にすぐにオフになる場合や厚さ計をオ
ンにできない場合は、バッテリーが消耗している可能性があります。

単３乾電池（3本）を交換します。

12.10測定エラーの解決方法

表 15  測定に関するエラー

トラブル 考えられる原因

エコーがないか、弱い、また
は測定値が得られない
（LOS）

• 特に粗い面または曲面で接触媒質が不十分
• ゲインの設定が低すぎる
• 材料の減衰が大きすぎる、表面が平行でな
い、または粗すぎる

• 厚さ計のサービスが必要。マスターリセット
を試みてください。

• エコーの振幅が低すぎて検出されない。ゲイ
ンを大きくしてみてください。

エコーが強く、測定値が得ら
れない

• エコーが波形のブランク領域にあって、検出
できない可能性がある

• エコーがエコーウィンドウの外側にある

エコーが強く、測定値が間
違っている

• 校正範囲外。校正を実行してください。
• 差異モード — DIFFフラグをチェックする
• 最小値または最大値モード — 143ページの
「最小、最大、または最小 /最大厚さモードの
使用」を参照

• 材料の粒子が大きすぎる、欠陥、内包物、剥
離、あるいは非常に高い表面ノイズがある。
手動ゲイン調整または拡張ブランクを試して
ください。
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付録 A:技術仕様

表 16  一般仕様（EN15317準拠）

パラメーター 値
寸法 高さ ×幅 ×奥行き（ゴム製本体保護ケースなし）：

162.0mm × 91.1mm × 41.1mm

質量 430.9g

電源タイプ 単 3電池 x3本：アルカリ（非充電式、）、NiMH（外部充電
式）、リチウム（非充電式）

探触子差込口タイプ センターピン付きデュアル LEMO（IP67対応）

バッテリー駆動時間 継続測定（更新速度 4Hz、バックライト 20%）の場合：
アルカリ（充電不可）20～ 21時間
NiMH（外部チャージャーによる再充電可能）22～ 23時間
リチウム（充電不可）35～ 36時間

操作温度 −10°C～ 50°C

バッテリー保管温度 −20°C～ 40°C

バッテリーインジケータ 5段階のバッテリー充電レベルの表示

パルス繰り返し周波数
（PRF）

1kHz
測定レート：4Hz、8Hz、16Hz、高速、または最大（20Hz)

アラームインジケーター オーディオトーン付き可視ハイアラームおよびローアラーム
スルーコーティング エコー toエコーおよびスルーコート測定

最小厚さ /最大厚さ 一振動子型探触子：0.1mm～ 635.0mm
二振動子型探触子：0.5mm～ 635.0mm
注：正確な厚さ測定範囲は、使用する探触子タイプおよび測
定モードによって異なります。
技術仕様
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表 17  ディスプレイ仕様（EN15317準拠）

パラメータ 値
タイプ カラーグラフィック TFT、LCD、320 × 240ピクセル

寸法 [高さ ] × [ [幅 ]、[対拡長 ]

41.15mm × 54.61mm、68.58mm

表 18  送信仕様（EN15317準拠）

パラメーター 値
送信パルス 調整可能な矩形波パルサー
パルサー電圧 パルサー：60V、110V、150V、200V

パルス立ち上がり時間 ダンピング入力：標準 5ns
ダンピング出力：標準 3.5ns（パルス幅により異なる）

パルス持続時間 探触子の周波数に応じて調整可能

表 19  レシーバー仕様（EN15317準拠）

パラメーター 値
ゲイン制御 自動または手動：40dB～ 99dB

周波数範囲 0.5MHz～ 24MHz標準（フィルタに依る）

表 20  その他 EN15317準拠仕様

パラメーター 値
データ保存 内部および外部microSDメモリーカード、最大 2GB

各カード :
厚さ測定値 475,000または
厚さ測定値付き波形データ 20,000

データ出力タイプ 2.0 USBクライアント
取り外し可能なmicroSDメモリーカード

校正設定保存 一振動子および二振動子型探触子のデフォルト設定
35のカスタムセットアップ（一振動子型探触子）
付録 A
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校正 校正用試験片による 1点または 2点校正
音速の手動入力が可能

ディスプレイ更新時間 二振動子型探触子：通常（4Hz）または高速（最大 20Hz）
調整可能：一振動子型探触子：4Hz、8Hz、16Hz、最大
20Hz

波形表示ピクセル数 320 × 240ピクセル

表 21  耐環境性能仕様

パラメーター 値
IP規格（防水・防じん性能） IP67準拠

爆発性雰囲気 MIL-STD-810G, Section 511.5, Procedure I

衝撃試験 MIL-STD-810G, Section 516.6, Procedure I

振動試験 MIL-STD-810G, Section 514.6, Procedure I

落下試験 MIL-STD-810G, Section 516.6, Procedure IV- Transit Drop

表 22  測定仕様

パラメーター 値
測定モード 標準二振動子型探触子 : 二振動子型探触子を使用した場合の

励振パルスと最初の底面エコーまでの時間間隔を測定 二振動
子型エコー toエコー : 二振動子型探触子を使用した場合の連
続底面エコー間の時間間隔を測定 
スルーコート :励振パルスから最初の底面エコーまでの時間
間隔を測定。コーティング厚さおよびコーティング厚さを除
いた母材厚さを測定 
モード 1: 直接接触型探触子を使用した場合の励振パルスから
ブランク範囲後の最初のエコーまでの時間 
モード 2: 境界面エコーから最初の底面エコーまでの時間 通
常は遅延材または水浸型探触子で使用 
モード 3：境界面エコーに続く 2組の底面エコー間の時間通
常は、遅延材または水浸型探触子で使用

V-パス補正 探触子タイプにより自動作成

表 20  その他 EN15317準拠仕様（続き）

パラメーター 値
技術仕様
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測定分解能 キーパッドから選択可能： 　
ロー : 0.1mm 　
標準 : 0.01mm 　
ハイ : 0.001mm（高分解能オプション）
測定モードによっては、使用できない分解能があります .

材料音速範囲 0.508mm/μs～ 18.699mm/μs

材料音速分解能 0.001mm/μs

アラーム設定範囲 0.00mm～ 500.00mm

表 23  データロガー仕様 

パラメーター 値
記憶容量 厚さ測定値 475,000または

厚さ測定値付き波形データ 20,000件

ID番号長 1～ 20桁

ファイル名長さ 1～ 32桁

ファイル形式 インクリメンタル
シーケンシャル（開始および ID番号で定義）
カスタムポイント付きシーケンシャル
2-Dグリッド
ボイラー

外部メモリーカード microSDメモリーカード
2GB（最大容量）

表 24  一振動子型探触子の標準測定範囲およびデフォルト設定
探触子a 

セットアップ名 探触子 標準測定範囲
DEFM1-20.0-M116 M116 金属：0.250mm～ 8.000mm

DEFM1-10.0-M112 M112 金属：0.760mm～ 250.000mm

DEFM1-10.0-M1016 M1016 金属：0.760mm～ 250.00mm

DEFM1-5.0-M110 M110 金属：1.00mm～ 380.00mm

DEFM1-5.0-M109 M109 金属：1.00mm～ 500.00mm

表 22  測定仕様（続き）

パラメーター 値
付録 A
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DEFM1-2.25-M106 M106 金属：2.00mm～ 635.00mm

DEFM1-2.25-M1036 M1036 金属：2.00mm～ 635.00mm

DEFM3-20.0-M208 M208 金属：0.25mm～ 5.00mm

DEFP2-20.0-M208 M208 プラスチック：0.12mm～ 5mm

DEFM3-10.0-M202 M202 金属：0.25mm～ 12.00mm

DEFM2-10.0-M202 M202 金属：0.75mm～ 12.00mm

DEFP2-10.0-M202 M202 プラスチック：0.6mm～ 6mm

DEFM3-15.0-V260 V260 金属：0.25mm～ 5.00mm

DEFM2-15.0-V260 V260 金属：0.75mm～ 12.50mm

DEFP2-15.0-V260 V260 プラスチック：0.25mm～ 3mm

DEFM2-5.0-M201 M201 金属：1.50mm～ 25.40mm

DEFP2-5.0-M201 M201 プラスチック：0.62mm～ 12.5mm

DEFM2-5.0-M206 M206 金属：1.25mm～ 19.00mm

DEFP2-5.0-M206 M206 プラスチック：1mm～ 12.5mm

DEFM2-2.25-M207 M207 金属：2.00mm～ 19.00mm

DEFP2-2.25-M207 M207 プラスチック：2mm～ 12.5mm

DEFM1-0.5-M101 M101 金属：12.5mm～ 635mm

DEFM1-1.0-M102 M102 金属：5.0mm～ 635mm

DEFM1-1.0-M103 M103 金属：2.5mm～ 635mm

DEFP1-0.5-M2008 M2008 グラスファイバー：5.0mm～ 75mm

a. 測定能力は、探触子タイプ、試験体の状態、および温度によって異なります。

表 24  一振動子型探触子の標準測定範囲およびデフォルト設定
探触子a （続き）

セットアップ名 探触子 標準測定範囲
技術仕様
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表 25  セットアップパラメーターの説明

名称 内容 単位 /分解能 /範囲
測定オプショ
ン

エコー検出モード 標準二振動子型探触子
二振動子型探触子エコー toエコー
スルーコート
モード 1
モード 2
モード 3

測定タイプ 特殊測定モード 標準
第 1ピーク（一振動子型オプション）

探触子タイプ 探触子タイプ 二振動子型探触子
直接接続（一振動子型オプション）
遅延材
水浸

パルサー電圧 パルサー電圧 60V、110V、150V、200V

最大ゲイン 最大レシーバーゲイン 0.0dB～ 99.0dB（0.3dBステップ）

初期ゲイン 初期 TDGゲイン 0～最大ゲイン（1dBステップ）

TDGスロープ タイムゲインスロープ（デフォル
ト）

0.0dB/s～ 39.9dB/s

MBブランク メインバン（励振パルス）ブラン
ク

0ns～ 225μs

エコーウィンド
ウ

モード 1では、MB（励振パルス）
ブランクの終わりから、モード 2
および 3では境界面エコーのとこ
ろから開始されるエコー検出ゲー
ト。エコーウィンドウの終わりに
レポートされる値は、MBブラン
ク値と相対的です。

0nsまたはMBブランク時間間隔のう
ち短い方

エコー 1検出極
性

最初のエコーの検出極性 + または −

エコー 2検出極
性

2番目のエコーの検出極性 + または −

IFブランク 境界面エコー後のブランク 0μs～ 20μs

M3ブランク モード 3で最初に測定された底面
エコー後のブランク

0μs～ 20μs

音速 測定する材料の音速 0.508mm/μs～ 18.699mm/μs
付録 A
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ゼロ ゼロ点校正 0.00～ 999.99

表 26  一般仕様

探触子 内容
キーパッド 防水性のあるメンブレンスイッチ

感触および音で入力確認、カラーコード、15キー

二振動子型探触子 自動的に探触子タイプを識別し、その探触子に合わせて厚さ計の設定
を最適化します。
Evident以外の探触子でも使用できる場合がありますが、性能は保証
していません。
サポートされている探触子：D790、D790-SM、D791、D791-RM、
D792、D793、D794、D795、D797、D798、D7906-SM、D7908、
D799、MTD705

一振動子型探触子
（オプション）

2.25MHz～ 30MHzの直接接触型探触子、遅延材型、および水浸型探
触子と共に使用できます。
ハイペネトレーションソフトウェアオプションは、周波数範囲を
0.5MHz～ 30.0MHzに拡張します。

表 25  セットアップパラメーターの説明（続き）

名称 内容 単位 /分解能 /範囲
技術仕様
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付録 A
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付録 B:音速

次の表では、各種一般材料における音速を示します。この表は、参考用としてご利
用ください。これらの材料での実際の音速は、組成、結晶構造、気孔率、温度など、
様々な原因によって大幅に変動する可能性があります。したがって、高い精度を得
るには、最初に試験体と同じ材料でテストし、音速を校正します。

表 27  一般的な材料音速

材料 V (m/s)

アクリル樹脂 (風防ガラス ) 2730

アルミニウム 6320

ベリリウム 12900

黄銅（造船） 4430

銅 4660

ダイアモンド 18000

グリセリン 1920

インコネル 5820

鋳鉄（遅いもの） 3500

鋳鉄（速いもの） 5600

酸化鉄（マグネット） 5890

鉛 2160

ルーサイト 2680

モリブデン 6250

エンジンオイル (SAE 20/30) 1740

純ニッケル 5630

ポリアミド (ポリアミド樹脂の中で遅いもの） 2200
音速
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ナイロン（ポリアミド樹脂の中で速いもの） 2600

高密度ポリエチレン（HDPE） 2460

低密度ポリエチレン (LDPE) 2080

ポリスチレン 2340

ポリ塩化ビニル（PVC、高） 2395

ゴム (ポリブタジエン ) 1610

シリコン 9620

シリコーン 1485

鋼、1020 5890

鋼、4340 5850

鋼、302 オーステナイト系ステンレス 5660

鋼、347オーステナイト系ステンレス 5740

錫（すず） 3320

チタニウム、Ti 150A 6100

タングステン 5180

水 (20°C) 1480

亜鉛 4170

ジルコニウム 4650

表 27  一般的な材料音速（続き）

材料 V (m/s)
付録 B
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付録 C:アクセサリーおよび交換部品

表 28  ソフトウェアオプション

内容 製品番号
エコー toエコーおよびスルーコート
（有効化コードを入力してユニットにインストー
ル）

45MG-EETC [U8147021]

データロガーソフトウェア（オプション）
（有効化コードを入力してユニットにインストー
ル）

45MG-DL [U8147020]

波形表示ソフトウェア（オプション）
（有効化コードを入力してユニットにインストー
ル）

45MG-WF [U8147019]

高分解能付き一振動子（オプション）
（有効化コードを入力してユニットにインストー
ル）

45MG-SE [U8147022]

一振動子およびハイペネトレーションソフトウェ
ア（オプション）
（有効化コードを入力してユニットにインストー
ル）

45MG-HP [U8147023]

表 29  アクセサリーおよび交換部品

内容 製品番号
キャリーケース 45MG-CC [U8764105]

ゴム製本体保護ケース 45MG-RPC [U8779676]

厚さ計スタンド 45MG-GS [U8780044]

チェストハーネス 441-087 [U8902895]
アクセサリーおよび交換部品
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ゴム製本体保護ケース用リング（4個入り） 412-1061LF [U8907259]

45MG対応ドキュメンテーション CD 45MG-MAN-CD [U8147024]

45MG対応スタートガイド DMTA-10024-01JA [U8778523]

インターフェイスプログラム CD-ROM
（標準）

GageView [U8147006]

バッテリー アルカリ、NiMH、またはリチウム

表 30  インターフェイスケーブルおよび電源アクセサリー

内容 製品番号
1.83mの USBケーブル（装置の上部に接
続）

EPLTC-C-USB-A-6 [U8840031]

外部 microSDメモリーカード（2GB） MICROSD-ADP-2GB [U8779307]

表 31  カプラント

内容 製品番号
グリセリン、0.06リットル 接触媒質 B-2 [U8770023]

ゲルタイプ、0.35リットル 接触媒質 D-12 [U8770026]

Ultratherm高温対応（最高温度 538°C）、0.06リッ
トル

接触媒質 E-2 [U8770274]

中温度（260°C）、0.06リットル 接触媒質 F-2 [U8770141]

表 32  校正用試験片

内容 製品番号
5段階、鋼 1018

インチ単位：0.100インチ、0.200インチ、0.300インチ、0.400
インチ、0.500インチ

2214E [U8880014]

表 29  アクセサリーおよび交換部品（続き）

内容 製品番号
付録 C
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5段階、鋼 1018

ミリメートル単位：2.5mm、5.0mm、7.5mm、10.0mm、
12.5mm

2214M [U8880016]

5段階、アルミニウム
インチ単位：0.100インチ、0.200インチ、0.300インチ、0.400
インチ、0.500インチ

2213E [U8880010]

4段階、鋼 1018

インチ単位：0.250インチ、0.500インチ、0.750インチ、1.500
インチ

2212E [U8880008]

2段階、ステンレス鋼 303

インチ単位：0.050インチ、0.150インチ
2218E [U8880022]

2段階、ステンレス鋼 303

ミリメートル単位：1mm、15mm

2218M [U8880024]

2段階、ステンレス鋼 303

インチ単位：0.200インチ、1.500インチ
2219E [U8880026]

2段階、ステンレス鋼 303

ミリメートル単位：5mm、30mm

2219M [U8880028]

表 32  校正用試験片（続き）

内容 製品番号
アクセサリーおよび交換部品
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付録 C
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